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プロローグ　それは、レベルアップ









　テレビ画面から聞こえる軽快なファンファーレ。

　レベルアップを知らせるその音に、俺は小さな笑えみを浮うかべた。




「よーしよし！　さて、次はパーティメンバー入れ替かえてレベル上げするか！」




　レベル上げは経験値という数値化された努力を積み重ねることでキャラクターたちを鍛きたえ上げ、さらなる強さを手に入れる行こう為いだ。

　敵を倒たおすためにレベルを上げる、物語をスムーズに進行させるためにレベルを上げるなど様々な目的を達成するために必要な手段である。

　だが、俺にとってレベル上げというのは手段ではなく目的だ。

　ゲーム世界ではレベルが上がるとその成長をステータスなどの数値で客観的に実感できる。

　そこに至るまでの過程が数値として明確であり、「今日はこれくらい経験値を稼かせげた」という日々の成果も目に見えてわかる。

　加えて成長という要素は決して劣れつ化かすることがないので、それは経験値稼ぎをする上で大きなモチベーションに繋つながる。

　対して現実世界における成長というものは不ふ透とう明めいで不親切だ。

　勉強だろうとスポーツだろうと努力をすれば上達するのは確かだが、続けた努力に対して自分がどれだけ成長しているのかが非常にわかりにくい。

　しかも現実では成長するための努力に加え、劣化を抑おさえるために維い持じする努力も必要となってくる。

　積み重ねた時間に対して相応の成長や成果が約束されている、そしてそれを目で見て実感できる。

　それがレベル上げの魅み力りよくであり、それに魅み了りようされた俺は休日を丸々レベル上げに注つぎ込んでしまうくらいにはドハマリしていた。




「おっほほ～、うっひひひ～。レベっル上げ～ヘイッ！」




　俺は鼻歌を歌いながら小こ躍おどりしつつ、手早く用意したサンドイッチを咥くわえてコントローラーを握にぎり直した。

　ゲームの中で戦いや作業を繰くり返して経験値を貯ため、その日の成果に笑みを浮かべて床とこにつく。

　そして明日のレベル上げを夢に見て、満足感とともに眠りにつく。それが俺の休日の過ごし方だ。




　そんな俺が赤ん坊ぼうとして目を覚まし、かつてプレイしていたゲームの世界に転生したと気がついた時にはそりゃもう驚おどろいた。

　そこは魔ま物ものと呼ばれる怪かい物ぶつ共がそこらかしこに存在する危険な世界であり、生物の頂点は人間ではなく街一つを覆おおう巨きよ大だいな竜りゆうだった。

　人々が生きる場所は巨大な壁かべの内側に作られた国家という名の生存圏けんのみであり、命を賭かけて壁へき外がいやダンジョンに挑いどむ冒ぼう険けん者たちと科学の代わりに発展した魔法技術が人類の営みを支えていた。

　俺にとってゲームはあくまでも娯ご楽らくであり、殺せつ生しよう蔓延はびこるゲーム世界で生きてみたいとは望んでいなかった。

　だからこそ俺にとってこの状じよう況きようはただ困こん惑わくするばかりのものであったのだ。







　そんな状態で月日は流れて７歳の時。

　日中の外出が許される程度には身体からだが出来上がってきた頃ころ、木刀でも振ふるって少しでも鍛たん錬れんを積んでおこうと考えた時に、俺はこの世界の素す晴ばらしさに気がついた。




「ていっ、えいっ……うん？」




　木刀を振るった時、視界の中で泡あわのように浮かんで消えたのは「＋１」と書かれた数字。

　振れば振るほどに湧わき立つその数字の正体は経験値であり、俺は小一時間の内に二度のファンファーレを耳にした。




　そう、俺はレベルアップしたのだ。




「お、おぉ……オォォ──ッッヒィヤッホォオオオオイッ!!!!」




　その事実を理解した時、俺は狂きよう喜き乱らん舞ぶした。

　成長という観点において、この世界は最高に最高な楽園とも呼べる世界だとわかったからだ。




　俺はレベル上げが好きだ。大好きだ。

　視界の端はしに現れた必要経験値が次の成長ゴールまでに必要な努力の程度を明確に示し、日々の努力は経験値として客観的に確かめることができる。

　才覚による成長速度の違ちがいは存在するにしても、鳴り響ひびくファンファーレが成長したことを自覚させてくれるし、加えて一度成長してしまえばそれが劣化することはない。

　努力を続ければ成長することが、他ほかの何物でもなくこの世界そのものが保証してくれているのだ。

　こんなにも素晴らしいことがあるだろうか？

　こんなにも最高な世界があるだろうか？

　自分の努力が無む駄だではないと、事実レベルを掲かかげて高らかに歌い上げることができる世界。

　成長要素のあるゲームをプレイしたことがあるゲーマーであるならば、誰だれしもが一度は夢想し望んだことがある世界ではなかろうか？




「来たぜヴァルハラァッッ！！！　理想郷じゃねぇかウヒョォホォオオイ!!」




　止め処どなく溢あふれる歓かん喜きは止まらぬ笑い声となって青空に響き渡わたる。

　こうしてレベル上げの喜びに目覚めた俺はその日から毎日レベリングに励はげむようになり、高笑いと素す振ぶりを繰り返し続ける姿に正気を疑われた俺は幾いく度どとなく教会に担かつぎ込まれる生活を送り始めるのであった。








第一章　レベルバカは動き出す









　ゲームを原作としたこの世界はジャンルで言えば一応ハイ・ファンタジーと呼べるものだ。

　外がい壁へきの外側こそ人知の及およばぬ魔物だらけの弱肉強食世界だが、基本的に舞ぶ台たいとなる内側は少し古めの現代社会に魔法を混ぜ込んだ程度の世界観となっている。

　ゲームの物語は主人公が魔物を打ち倒し、その資源を持ち帰ることで人類の生存圏を守る冒険者を目指し、国立冒険者学園に入学。

　仲間たちとの交流を経へて、国家を滅ほろぼさんとする魔ま人じんたちの計画を防ぐというありきたりな物だ。

　この王道過ぎる世界観とストーリーは爆ばく発はつ的な人気こそ無かったものの、古き良きを求めていた客層に少なくはないヒットを引き起こした。かくいう自分もその口だ。

　で、そんな世界に転生した俺は特別なポジションかと言われると別にそうではない。

　生まれは極ごく々ごく普ふ通つうの家庭であり、「桜さくら井い 亨とおる」という名前も珍めずらしさの欠片かけらもない。

　加えて言えば原作キャラやそれに僅わずかでも関かかわる名有りキャラクターに桜井という名字は存在しないため、俺は名実ともにモブキャラと言って差し支つかえないだろう。




「ということは国家の危機もヒロインの危機も、知らぬ存ぜぬ無視してＯＫ！　そんなことは原作連中に任せておけば何とかなるだろ!!」




　いくら前世の記き憶おくを持っているからと言って俺は自分を特別視することはない。

　元々争いの無い世界に住んでた底辺小市民もやし野や郎ろうだったのだ。そんな奴やつがでしゃばった所で痛い目に遭あうのは火を見るより明らかだろう。

　それに俺の心はもはやレベリングに捕とらわれてしまっているのだ。なので原作に関わることに対する興味も薄うすい。

　つまり、俺はレベル上げしてるから危ないことは任せたぞ諸君！　ということである。

　心が軽い、清すが々すがしいことこの上ない。

　大体、ゲームオーバー以外ならハッピーエンドを迎むかえるような物語に何でイチイチ干かん渉しようしに行かねばならんのだ。

　最終的に丸く収まることが確定してるなら、放置一いつ択たくで好きに生きるのがまだ健全だろう。

　勿もち論ろん、原作知識を使いレベリングに活いかせるアイテムは回収しようとは思うが、大体は物語の進行には関係のないアイテムばかりなので悪あく影えい響きようを及ぼすこともないだろう。




「今日も元気だ身体も軽いしレベルを上げるぞウッヒョホーイ！」




　そんな調子で今日も今日とて木刀片手に家を飛び出す。目的地は少々離はなれた場所にある河か川せん敷しきだ。

　なんと素晴らしいことに、この世界は鍛きたえるという目的意識を持ってそれに沿った行動ができればそれだけで経験値が入ってくる。

　例えば「スタミナを上げよう」と意識しながらジョギングするだけでも経験値が入ってくる反面、「目的地に行こう」として全力疾しつ走そうしても欠片も経験値は入ってこない。

　つまりあらゆる行動の目的を自分を鍛えるためであると意識付ければ、生活しているだけで経験値が入ってくるのだ。




　経験値が入ってくるとどうなる？　知らんのか、レベルが上じよう昇しようする。

　ではレベルが上がるとどうなる？　教えてやろう、経験値稼かせぎを続けられるんだ。




「最高かよ……」




　河川敷までのランニングコースの中で浮うかび上がる経験値を見ながら、思わずポツリと呟つぶやき悦えつに浸ひたる。

　現状見えているレベル上限は30であり、原作キャラクターが何もしなくともレベル上限が１００であることと比べると、流石さすがモブキャラと言わんばかりの数値だ。

　しかしレベル上限を解放するアイテムを使えば問題はないし、そもそも経験値稼ぎを始めたばかりの俺はやっとレベル４へと至ったばかりだ。

　なので、将来的にはレベル上限を取り払はらうアイテムを取りに行こうとは考えているが今はまだ早いだろう。




「１つ上がるごとに必要経験値もアホみたいに増えるからな、現状のペースから考えたら８年後の学園入学時期くらいにカンストするくらいだな」




　最初のレベル上限解放アイテムは学園に所属しないと取りに行けないため、とりあえずの目標としてみれば順当なところだろう。

　くそ、３歳くらいの時に気がついていれば４年分の稼ぎロスを生むことはなかったのに……！

　そんな悔くやしさをバネに俺は今日も今日とて木刀を振り続けるのであった。







　それから４年の年月が経過し、３歳の時に世界の素晴らしさに気がつけなかった経験値ロスをやっと打ち消せた今日このごろ。

　歳としも10を超こえて木刀から刃はを潰つぶした数打ちへと進化を遂とげたことで、俺のレベリングはさらなる進化を遂げていた。ちなみにレベルは19になった。

　そんな俺は今日も今日とて勉強に運動にをぶっちぎってレベリングに励んでいる。




「お～う、坊ぼう主ず。今日も飽あきずにやってんな」

「あー！　その声はボーナスおじさん！」

「呼び名なんて気にはしねぇけどよぉ、その名めい称しようもうちょっとなんとかならんのか？」




　名前を覚えても経験値入らないし……、と半分冗じよう談だんはともかく。

　４年間もレベリングを続けていればそれに興味を引かれた物好きも現れるようで、それが俺に声をかけてきたボーナスおじさんという人だ。

　月に一回ほどの頻ひん度どで現れる腰こしに古ふる臭くさそうな剣けんを携たずさえたこのおじさん。曰いわく剣術を修めているとのことで、俺の素振りを矯きよう正せいして経験値効率を上げてくれる上に、時折「お前、これできるか？」と様々なスキルを教えてくれる素晴らしき御ご仁じんだ。




　このゲーム、スキルを覚える方法は大きく分けて３つある。

　１つ目がレベル上昇による自動取得。これはキャラクターの基き礎そ能力を底上げする汎はん用よう的なスキルが多い。

　２つ目が技能書・秘伝書等のアイテムを使用することによる取得。剣スキルや斧おのスキル等の武器種別に関わるスキルが多い。

　そして最後が口く伝でん・継けい承しようイベント等のＮＰＣキャラクターから「教わる」ことでの取得。

　これによって手に入るスキルは多種多様であり、同じキャラクターから教わる場合でも友好度やイベント内容によって取得できるスキルが変化する。

[image: ]

　通常、３つ目のイベントでの取得は発生条件を満たした状態で対象キャラクターとの交流を深めなければ発生せず、その条件はシークレットとなっているものが多い。

　しかも強力なスキルもあれば温泉鑑かん定ていスキル等どこで使うのかもわからないスキルまで幅はば広ひろく取り揃そろえられているため、ゲーム攻こう略りやくをする時は誰だれがどのような条件でどのようなスキルを教えてくれるかを覚えていることが必ひつ須すとも言える。




　ところがどっこい。

　ボーナスおじさんは遭そう遇ぐう率こそランダムなために積極的に出会うことができない反面、出会えたならば高確率で剣術や戦せん闘とうに関わるスキルを教えてくれる素晴らしい御仁なのだ。

　そんな人物に出会えたのもきっと俺の日ひ頃ごろの行いのお陰かげだろう。やはりレベル上げは素晴らしい、より一層励まねばなるまい。




「今日は……そうさなぁ、何か覚えたいもんとかあるか？」

「経験値効率上がるやつかレベル上昇時にステータス上昇に補正掛かかるやつとか」

「毎回言われてるが、経験値だのレベルだの若いもんの言葉はよくわからんなぁ。とりあえず歩法の一つでも教えてやるか、お前ならできるだろうて」




　ボーナスおじさんの……というかこの世界の人類の欠点は視界に経験値が映らないことだ。

　ゲーム世界の住人のくせに全員チュートリアルもしてないし付属の説明書も読んでいないらしいのでゲーム用語が殆ほとんど通じない。度し難がたいことだ。

　だが俺はそんなことでは怒おこらない。なにせそんな欠点をカバーして余りあるほどに有益なのがこのボーナスおじさんなのだから。

　なにせ独学で素す振ぶりを始めた当初は取得できる経験値が「＋１」だったのに対し、おじさんの指導を受けた今では一振りで「＋25」の経験値を取得できるようになったのだ。

　25倍やぞ、25倍。オンラインゲームの課金アイテムでもここまで無法な倍率を有してはいないだろう。

　その上でスキルまで教えてくれるのだからその無法っぷりは他の追つい随ずいを許さないチートっぷり。

　そのうち世界から配信停止か弱体化されるのではなかろうかと睨にらんでいるものの、その様子は一向に感じられない。

　運営はよ仕事しろ……いや、やっぱりしなくていいから毎日遭遇させてほしい。

　ボーナスとは言いつつもゲーム時代に居たとしたら間ま違ちがいなくチート呼ばわりされているであろうこのおじさん。

　なので本当はチートおじさんと呼びたいところだが、「反則チート」という言葉には負の意味も込こめられてるので、俺は親しみを込めてボーナスおじさんと呼ぶことにしている。

　なにせボーナスおじさんの協力が無ければ必要経験値をここまで早く満たすことはできなかったのだから。




「（そう言えばこの人、原作ゲームで見た覚えないんだよな……俺が見覚えないということはきっとメインキャラクターではないな）」




　というかレベリングの役に立つのであればなんだって良いので、おじさんが自身のプロフィールを明かさないのであれば、俺もそこに踏ふみ込むつもりもない。

　俺は俺の為ために、おじさんの薫くん陶とうを受けてレベル上げに励はげみ続けるだけだ。




「というわけでボーナスおじさん時間が勿もつ体たいないから取り急ぎ指導オナシャス！」

「はいはい、そう急せかすな急かすな。元気だわなぁ、お前さん」




　　　　※




　ボーナスおじさんこと、佐さ貫ぬき 章しよう一いち郎ろうが桜井 亨を見かけたのは偶ぐう然ぜんのことだった。

　剣術においては一家言を持っている彼からしてみれば、桜井の行っていた素振りはあまりにも不格好であり、我流のものであることがすぐさま見て取れた。

　壁かべの内側でしか生きることができない人類が武器を手に取る理由は往々にして生きる為だ。生活の糧かてを手に入れるために剣を手にした佐貫もまたその例に漏もれない人物である。

　しかし、視線の先で数打ちを握にぎる桜井はどこまでも楽しそうに剣を振っていた。ただそれが楽しいという気持ちで溢あふれていた。




「楽しそうだねぇ……」




　佐貫は自身の剣に楽しさを見み出いだしたことはなかった。彼にとって剣とは生きる為のものであり、人生を豊かにするための手段でしかないからだ。

　今まで彼が出会った冒ぼう険けん者たちに「戦いが楽しかったことはあるか？」と問いかけても、往々にして同じ答えを返すに違いない。

　だからこそ……だろうか？

　嬉き々きとして剣を振るい、一振り一振りに歓かん喜きの笑えみを浮かべる桜井の姿は佐貫がついぞ手にすることができなかった情熱を宿しているように見えた。




「なっちゃいねぇな坊主」

「うん？　どちら様？」

「通りすがりのしがない冒険者だ。お前さん、剣は我流だろ。そんな振り方してっと、身体からだに変な癖くせがついちまうぞ」




　佐貫は気がつけば桜井に話しかけていた。

　自身すらも驚おどろくほどにスラスラと吐はき出されるアドバイスを桜井は至し極ごく真ま面じ目めに、そして興味深そうに聞いていたのが印象的だった。

　これが佐貫と桜井の出会い。

　そして月に一度、気が向いた時に佐貫は河か川せん敷しきへと足を向けるようになった。




　交流を深める内に佐貫は自身の技わざを彼に教えることにした。

　多くの人間に教授を願われながらも断り続けていたそれを「教えてやろう」と思ったことを、佐貫は少年の持つ情熱に当てられ、彼の剣の中に自分の何かを残してみたいと思ったからだと気き恥はずかしくも自覚していた。

　桜井は不器用ながらも今までずっと基礎を積み重ね続けていたのだろう。

　彼は佐貫が教えた技を次々と身につけ、一ひと月つきもすれば形になるほどに習熟を済ませている。その消化の速さに彼は毎回驚かされていた。

　しかしその反面、一定のラインを超えると途と端たんに伸のびが悪くなっていくことから桜井の才覚にも気がついていた。




「（言っちゃなんだが、甘く見ても平へい凡ぼん以下。あまり大成する器うつわとは思えんが……）」




　それでも佐貫は、偶然の出会いを果たしたこの少年に自分の技を受け継つがせることを決めていた。

　生きる為に身に着けた技の数々を楽しむために振るうその姿を見ることが、『剣けん聖せい』佐貫 章一郎がようやく見出した楽しみだった。




　　　　※




　13歳の春、冒険者学園入学まで後２年ほどになった時期。

　俺はついに上限レベルであるレベル30に至ってしまった。

　これ以上の経験値はレベル上限を解放するまで稼かせいでも稼いでも潜せん在ざい的に蓄ちく積せきされるだけであり、表面上はなんの変化も起こらない。

　視界の端はしに見える必要経験値の表記が「──」という具合に棒線で非表示になっている事態にもはや頭がおかしくなりそうでしょうがない。

　くそ、人間関係ドブに捨てることで得られる経験値の多さを見誤っていた……！




「なのでレベル上限解放アイテムを手に入れるためにこれから学園ダンジョンに不法侵しん入にゆうするッッ!!」




　よって俺は予定を繰くり上げて、学園の人間でなければ入れない学園ダンジョン第１層への侵入を決意したのだ。

　当然、現状では学園関係者ではないために不法侵入になってしまうがレベリングを継けい続ぞくするためには致いたし方がないだろう。




　この世界は基本的に人間よりも魔ま物もののほうが強い。

　語ご弊へいを恐おそれずレベルで例えると、鍛きたえていない大人の男性がレベル１として学園ダンジョンの最弱モンスターであるコボルトはレベル３。勝てないとは言わないが、タイマンで殴なぐり合ったら重じゆう傷しようを負って勝てるかどうかと言ったところだ。

　そして第１層のボスはレベル７。ここまで来ると戦う術すべのない人間は無残に殺されるだけであり、それを踏まえて学園でもダンジョンへの入場は許可制になっているのだ。

　だが俺のレベルは今や30。単純計算で一いつ般ぱん男性の30倍は強い俺が何を恐れる必要があるだろうか？

　というわけで思い立ったが吉きち日じつ、決意したその日の内に俺は冒険者学園へと足を踏み入れダンジョンへの侵入に成功したのである。

　見学者として正々堂々と道のりを確かく認にん、退出手続きを済ませた後、校舎の外から空き部屋に入り込んでダンボール被かぶってお昼ひる寝ねしてたらあら不思議。

　後は宿直の警備員さんの巡じゆん回かいルートに気をつけて移動、本来ならば本編クリア後に行ける抜ぬけ道を通ってしまえば学園ダンジョン内部にご到とう着ちやくだ。

　ゲーム時代はシステム的に通行不可になっていたとしても、この世界では物理的に存在する道なので気にせず通ることができてしまう。

　いやぁ良い世界になったものだ、今後もちょくちょく利用しよう。




　抜け道はダンジョン第２層に直通しているので、適当に魔物を斬きり殺しつつ第１層へと向かう。

　一年前に「もう教えられることは無さそうだわな」とボーナスおじさんから貰もらった古ふる臭くさい剣けんは結構な業わざ物ものだったらしく、そこらの数打ちよりも遥はるかに良い性能を発揮している。

　それ以降、ボーナスおじさんは姿を見せなくなってしまったことから、きっとこの剣を渡わたされることがイベントの終しゆう了りよう条件だったのだろう。

　イベントが終了したとしてもきっと世界の何ど処こかでボーナスおじさんは生きているはずだろうから、元気にしてくれていると嬉うれしい。

　今度再会した時はしっかりとお礼を言いたいところである……と、そんなことを考えていたら第１層、ボス部屋の裏に到とう達たつした。




「バックスタブはお前が死ぬまで許される!!」

「ガ!?　グギャァ！！！」




　静かに扉とびらを開いてフロアボスのゴブリンリーダーを背後から襲しゆう撃げき、適当にめった刺ざしにして始末する。

　倒たおした後に視界に映る「＋２３０」の数字にニヤリとしながらも、必要経験値の項こう目もくに書かれた数字が一いつ切さい変動しない事実にゲンナリする。

　やはりレベル上限は悪い文明、絶対に破は壊かいしなければならぬ……っ！




「たーしか、ここらへんだよなー」




　ボス部屋の壁をペタペタ触さわると僅わずかな凸でこ凹ぼこがあるのがわかる。

　実はこのボス部屋、高レベルの登とう攀はんスキルを発揮することでこの凸凹をとっかかりに部屋の天てん井じよう裏へと向かうことができる。

　天井裏には星の種と呼ばれるレベル上限を「＋10」することができる貴重なアイテムが存在しており、それを入手することが今回の俺の目的だ。

　だがここで一つ問題がある。俺は登攀スキルを持っていないのだ。

　登攀スキルを所有していない今の俺ではこの垂直の壁を登ることができない。

　そして壁を登れなければ天井裏に続く入り口に到達できない……なので別の手段を取ることにする。




「えーっと、彼処あそこが入り口だから距きよ離り的に……あそこらへんか」




　本来は通れないはずのダンジョンへの抜け道を利用できたこと覚えているだろうか？

　ゲームの時とは違い、この世界はフラグや条件を満たしていなくても物理的に存在すればそれに干かん渉しようすることはできるのだ。

　そして物理的に干渉できるならば登攀スキルなんていう面めん倒どうくさい物を手に入れなくてもなんとでもなる。

　ここで取り出したるは学園の科学室から拝借してきたドクロマークの小こ瓶びんとスライムの体液、そして接せつ着ちやく剤ざい。

　これらを混ぜ合わせると、不思議なことに吸着爆ばく弾だんが作成できる。アイテム合成の妙みよう技ぎである。

　顔も知らぬ責任者の方々よ、お許し下さい。これはレベリングの為ためだからしょうがないことなんだ。よし、爆破準備完かん了りよう。




「それじゃあ張り切って～～～ソイヤッ!!」




　ぽいっと投げて、ペタっとくっつき。チュドンと弾はじける即そく席せき爆弾。

　開いた穴から落下してきたのは魔法で防ぼう腐ふ処理を施ほどこされた宝箱。鍵かぎ穴あなを無視して壊こわれかけた側面を剣でぶち抜けば、そこにあるのは星の種。




「うっひひひひ、ついに手に入れたぜ～」




　おっと、即席爆弾の残ざん骸がい回収してさっさとトンズラしなければ。

　星の種を使って悦えつに浸ひたるのは自宅に帰ってからだ、帰るまでが不法侵入ということを忘れてはいけないぞ俺。

　というわけで後片付けをして、再度生まれ落ちたフロアボスをしばいて帰路へつく。帰り道は警備員たちが何かと慌あわただしかったので簡単に警備の目を掻かい潜くぐることができた。

　そんなこんなで俺の13歳春のダンジョン探たん索さくは無事成功に終わり、星の種を使用してレベル上限を解放することに成功したのであった。




「あぁ～、蓄積されてた経験値でレベルが上がるぅぅぅ！　ウヒョォォォ!!」




　やはり素す振ぶりも良いけどゲーム的に考えるならばダンジョン探索こそがレベル上げの花道と言えよう。

　他ほかにも欲ほしいアイテムもあるし、今後も法則性を見み出いだされない程度にダンジョン攻こう略りやくにも励はげんで行こう……と俺はニヤケ顔で思うのであった。




　　　　※




　桜井が学園ダンジョンに不法侵入してから１年の月日が経過した。

　何度も不法侵入を繰り返していけばその存在は徐じよ々じよに知られていくもので、実際に彼の存在を問題視する人々が居た。

　それが風紀委員会。所属を示す純白の制服を着用した学生たちによって構成される学園の治安維い持じ組織である。

　そしてそこに、檜ひ垣がき 碧あおという一人の少女が所属していた。

　肩かた口ぐち辺りで切りそろえた黒くろ髪かみに白の花飾かざりの付いたカチューシャを身につけ、可愛かわいらしい小顔には凜りんと輝かがやく大きな瞳ひとみが備わっている。

　ともすれば美しいより可愛らしい、美人というより美少女と言える顔立ち。

　しっかりとボタンを留めた純白の制服を内側から押し上げている胸むな元もとには、学園において一人前であると認められた中級生であることを示す黄色のネクタイが見えていた。

　真ま面じ目めに、そして直ひた向むきな努力を続けてきた檜垣 碧は今や風紀委員会の№２である副委員長に就任していた。

　そんな彼女の前に新たな案件として持ち込まれたのが桜井が行っている学園ダンジョンへの不法侵入問題。

　その存在が発覚してから半年もの間、下したっ端ぱ風紀委員たちの手を逃のがれ続けられておりついには檜垣の下もとへと持ち込まれるまでに至ったのであった。




「情けない……」




　学園側から提供された風紀委員会用の大教室。その一角で報告書を読みつつ、檜垣は近年の風紀委員の質の低さに嘆なげいた。

　風紀委員の人間はどんなに下っ端であったとしても、一対一であれば一学級上の相手を取り押さえることができる実力を持っていることが求められる。

　中級生である檜垣もまたそこいらの上級生ならば単独で取り押さえることはできるし、だからこそ風紀委員会は抑よく止し力りよくとして機能している。

　だと言うのに。

　報告書に記き載さいされている内容はたった一人の少年に翻ほん弄ろうされ、イタチごっこを繰くり返し続けていたという情けないものであった。




「とりあえず下の連中は今後引き締しめ直すとして、問題は件くだんの少年か」




　不法侵しん入にゆうの犯人がどのような人物なのか、この半年で判明したことはそう多くはない。

　その体型から相手が学園入学年ねん齢れいに達していない少年であること、剣術を使うこと、学園及およびダンジョン内部を知り尽つくしていること。

　常に顔を隠かくす覆ふく面めんやら仮面やらを身につけており容姿は不明。侵入経路も逃とう走そう経路もわからないまま、只ただ々ただ追いかけ回しては逃にげ切られている始末。




「使っているアイテム類は学園からの盗とう品ひんだらけ。そのくせして代金以上の素材やアイテムを置いていく……物ぶつ々ぶつ交こう換かんじゃないんだぞ全く」




　報告書を読めば読むほど、檜垣の中で苛いらつきが募つのっていく。

　自分勝手な犯人にもだが、それに対して有効な手段を取れていない風紀委員にも、そしてその問題に今いま更さらながらに気がついた自分自身にもだ。




「（こんな醜しゆう態たい、先生の弟で子しとして不ふ甲が斐いないにも程ほどがある。何としてでも早期に解決しなければ）」




　自身の使う剣術、その師し匠しようである人物を脳のう裏りに浮うかべてやや頬ほおを朱しゆ色いろに染めて数分。

　鮮せん明めいに浮かび上がる出会いの情景が檜垣の胸をときめかせ、うつむきがちであった気持ちをリセットさせる。

　師匠に恥はじぬ弟子であるためにも、と決意を新たにした檜垣は壁へき面めんに貼はられているシフト表を確かく認にんした。

　件の侵入者は基本的に深夜に現れることが多いと言う。捕つかまえるならば人員が多いに越こしたことはないだろう。

　しかし今日は運悪く深夜に自由に動けるのは檜垣のみであり、以降の日程も何かと予定が詰つまっているのが目に入った。




「仕方がない。私だけでも見回りに行くか」




　侵入者は学園ダンジョンの中でも中級生が主に活動する階層で目もく撃げきされることが多い。報告書を読む限り、最近は20～25層でよく発見されているようであった。

　檜垣は複数名から構成される攻略隊パーテイでダンジョンに挑いどむのが常道とされている中で単独ソロでのダンジョン攻略を行っており、その上で彼女は中級生としての認定を受けている。

　そんな彼女にとって20～25層は問題なく単独踏とう破は可能な階層であり、よほどふざけたことでもなければ傷一つ負うこともない自信があった。




「念の為、購こう買ばい部でアイテムの補ほ充じゆうと軽く仮か眠みんを取っておくか」




　万が一の可能性を少しでも減らすためにでき得る限りの準備を整えた檜垣は、使い慣れた剣けんを腰こしに携たずさえ一人深夜のダンジョンへと足を運ぶのであった。







　時刻は深夜、地上から地下へと進んでいくダンジョンには月明かり等は一いつ切さい入ってこない。

　しかしダンジョン内部は僅わずかに薄うす暗ぐらい程度に留とどまっており、慣れてしまえば活動することに何の支障もなかった。




「セイッ！」




　22層より現れ始めるトカゲ型の魔ま物ものジャンプ・リザード。

　常に複数匹で群れを成し、素早い動きで壁かべを這はって獲え物ものに近づくと複数の方向から飛びかかってくるという厄やつ介かいな魔物だ。

　だが、檜垣は上方及び左右の三方向から飛来してくるジャンプ・リザードを剣の一振りでまとめて斬きり捨てる。時間差で続く第二陣じんもまた同様に、返した刃やいばで斬り捨てた。




「……妙みよう、だな」




　残心の後に剣を鞘さやに収めつつ、檜垣はポツリと呟つぶやいた。

　22層に足を踏ふみ入れてからというものの、普ふ段だんよりも遭そう遇ぐうする魔物の数が少ないのだ。




「（深夜だと魔物の動きが変わるのか？　それに、この臭においは……？）」




　微かすかに鼻び腔こうを擽くすぐる甘い臭いは通路の先、更さらに奥へと続いている。いや、正確にはもっと下の階層から漂ただよって来ているものだ。

　檜垣はそれに引かれるままに歩みを進め、ついには24層へと踏み込んだ。




「臭いが酷ひどいな。何なんだ？」




　そんな24層はまるで砂糖を煮に詰つめたかのような甘ったるい臭いが広がっていた。その臭いの強さに檜垣は思わず片手で鼻を覆おおいたくなるほどであった。

　間ま違ちがいなく異常な事態であると認識しながらも、檜垣は歩みを止めることはない。

　学園の秩ちつ序じよを守る風紀委員会、その副委員長である使命感と『剣聖』佐貫 章一郎の唯一の弟子であるという誇ほこりが彼女の歩みを強くしていた。




「あれは、なんだ？」




　そうしてたどり着いた小部屋の１つ。臭いの発生源である場所には異様な光景が広がっていた。

　群れで動き相手へと飛びかかってくるトカゲ型の魔物、ジャンプ・リザード。

　粗そ悪あくで錆さびついた武器を持つ赤しやく銅どう色いろの肌はだを有したゴブリン系の中位種、レッドゴブリン。

　四し肢しに鋭するどい鉤かぎ爪づめを携えた地面を這いずる巨きよ大だいなコウモリ型の魔物、大爪コウモリ。

　24層に現れる魔物たちが、それも十や二十では収まらないほどの数が１つの小部屋に押し寄せているのだ。




「ギャァ！　ギャァ！」

「クルォォォォ」




　魔物たちは部屋の中心に我先にと群がり、何やら地面に散らばる液体を啜すすり合っている。

　見開いた瞳に、他ほかの魔物を押し退のけてまで地面に染しみ込んだ液体を啜ろうとするその様子はまさしく狂きよう乱らん状態にあることが一目でわかった。

　魔物たちが１つの部屋に群がることは勿もち論ろん、魔物同士がこうして何かを奪うばい合うような行動を取ること自体が異常だ。




「（数が多い。ここは退いて、異常事態を報告してから人を揃そろえて出直そう）」




　風紀委員会としての使命も剣士としての誇りもあるが、この光景を前に切り込もうとするほど檜垣は無む謀ぼうでも愚おろかでもなかった。

　そうして檜垣は来た道を戻もどろうとして──迷わず背後へと剣を振ふり抜ぬいた。




「グゲェア!?」




　背後から飛びかかってきたレッドゴブリンを一刀の下もとに斬り捨てる。

　断だん末まつ魔まを漏もらしながら勢いそのままに地面に転がっていくレッドゴブリンの体身からだは前方の小部屋に飛び、群がる魔物の一いつ匹ぴきに衝しよう突とつする。




「しまったッ」




　檜垣が気がついた時には既すでに遅おそく、レッドゴブリンの死し骸がいに背中を押しつぶされた大爪コウモリが甲かん高だかい声を漏らす。

　その波は紋もんは集まる魔物全体に広がっていき、すわ何事かと魔物たちが周囲を見回し、その視線は自然と唯ゆい一いつの部外者である檜垣へと集まる。

　そして一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後に、魔物たちが叫さけびを上げて雪崩なだれのように襲おそいかかり始めた。




「厄介な！」




　気がつかれた以上、撤てつ退たいの選せん択たく肢しは無くなった。

　この数を相手に背を晒さらす危険性は言わずもがな、飛びかかるジャンプ・リザードに接せつ触しよくしバランスを崩くずしたが最後、魔物の波に飲み込まれるだけ。

　ある程度の数を減らさねば後退さえもままならない。そう決断させるだけの数と勢いが、迫せまり来る魔物たちには存在した。




「クルォォォォ!!」

「ギィィィギヤアアア！！！」

「舐なめるなッ！」




　先んじて飛びかかってくるジャンプ・リザードを斬り裂さき、投とう擲てきされたレッドゴブリンの武器を受け流す。

　足元から襲いかかる大爪コウモリの連撃を剣で弾はじき、返す刃でその両りよう腕うでを斬り落とす。無防備になった大爪コウモリの脳天へと剣を振り下ろす。

　一匹一匹は大した強さではない。斬って捌さばいて、押し退けて。隙すきを見ては後退し、檜垣は着実に退路へと近づいていく。




「（次の十字路を左に曲がれば比ひ較かく的入り組んだ道になっている、そこで引き離はなす！）」




　作り上げた屍しかばねの山に魔物たちの進しん攻こうが衰おとろえ始める。その一瞬の隙を突ついて、檜垣は踵きびすを返して駆かけ出した。

　記き憶おくしている階層内の地図を頼たよりに出口へと繋つながる道順を導き出し、その道筋を迷うことなく走り抜け──そして衝しよう撃げきを受け宙を舞まった。




「がっ、ごっ!?」




　通路を曲がった先、その正面から何者かに撥はね飛ばされたという事実に気がつく間もなく、檜垣の体身は斜ななめに吹ふき飛び壁にぶつかり床ゆかの上を何度も転がった。

　身体の中をかき回されたような鈍どん痛つうに明めい滅めつする視界、それでも彼女は状じよう況きようを把は握あくしようと剣を支えに立ち上がり、焦しよう点てんを合わせるために何度も瞼まぶたを瞬まばたかせる。

　視線の先に映ったのは一匹の魔物。その姿形は人じん馬ば一いつ体たいの魔物であるケンタウロスに似ていた。

　天てん井じようスレスレの位置にある頭部にはのっぺりとした白い仮面を着け、地面に触ふれるほどに長いその両手には藁わらのロープを幾いく重えにも巻きつけた巨大グローブを携え、馬の如ごとき四本脚あしからは薄うっすらと蒸気が漂っている。




「ナックル、ラヴィー!?　35層の、魔物が……何な故ぜ、こんな場所に！」

「ゥオオオオッ！」




　ナックル・ラヴィーはだらりと下がっていた腕を持ち上げ、まるでボクサーのような構えを取った。

　そしてくぐもった声と共に駆け出したナックル・ラヴィーは檜垣を狙ねらいその豪ごう腕わんから鋭いストレートを放つ。




「がぼっ!?」




　一撃目で体勢を崩され、追い打ちの二撃目で打ち上げられ、トドメのタックルが檜垣の身体を打ち据すえる。

　水平に吹き飛ぶ身体は通路の端はしに行き当たることで動きを止めるが、身体に刻み込まれたダメージは檜垣を戦せん闘とう不能に陥おちいらせるには余りある程ほどに大きかった。




「ゥゥ、オォオ！」




　ナックル・ラヴィーが両の拳こぶしを床に叩たたきつけ、唸うなり声を上げて駆け出した。

　対する檜垣は窮きゆう地ちの中で焦あせる気持ちを抑おさえ込み、生き残るための手段を模も索さくする。回かい避ひ、防ぼう御ぎよ、迎げい撃げき、反撃……だがそのどれもが今の身体からだでは実行不可能なものばかりだった。




「（動、け……動け！　私は、『剣けん聖せい』の弟で子しだ！　こんなところで……クソ、クソォ！）」




　ナックル・ラヴィーが檜垣の頭部を殴なぐり砕くだかんと拳を放つ。彼女は伏ふせるように両の腕で頭を覆うしかなく。

　そして来たる衝撃に覚かく悟ごを決め──今度は横合いから現れた何者かに蹴けり飛ばされた。

　動かぬ身体が蹴りによって動かされ、致命の拳は空を切り大地に突き刺ささる。

　短い距きよ離りを転がりながらも、すわ何事かと顔を上げれば、その顔目め掛がけて緑の液体が叩きつけられた。

　身体の痛みが和やわらぐ。浴びせられた液体の正体は回復用のポーションであり、それは安物でありながらも檜垣に確かな活力を与あたえる。




「ぐっ……ごほっ。おま、え、は……？」




　何度かむせながらも顔を上げれば、先程まで彼女が居た場所に突き刺さった拳のすぐ横に一人の少年が立っていた。

　多くのポケットが付いたジャケットに、丈じよう夫ぶそうなカーゴパンツ。幾いくつものポーションを収納できるホルダーを身につけ、手には一本の片手剣。

　最も特とく徴ちよう的であり、不信感を募つのらせるのは頭に着用した麻あさ袋ぶくろ。目元だけくり抜いた余りにも雑な覆ふく面めん姿に檜垣は思わず目を白黒させる。




「や～～～っと見つけたぞ、この野や郎ろう。出現ポイントから移動するのマジ止やめてくれない？　態わざ々わざ探しに行くの面めん倒どうなんだよ」




　麻袋を被かぶった少年がくぐもった声で文句を言う。

　ナックル・ラヴィーは横合いから現れた少年に警けい戒かいしたのか、突き出した拳を戻してボクサーのような構えを取った。

　対して少年はどこまでも自然体であり、ナックル・ラヴィーを見み据すえながらも手にした剣は宙をブラブラと彷徨さまよっている。




「ともあれ時間も勿もつ体たいないし、サクッと狩かるか」

「お、おい！　待て！　そいつは危険だ！」




　声を出せるほどに回復した檜垣の忠告を無視して、駆け出した少年は瞬く間にナックル・ラヴィーの射程圏けん内ないへと踏ふみ込んでいた。




「オォゥ！」




　唸り声と共に放たれたのは、手数と速度によって当てることを目的とした乱打。

　しなやかな筋肉によって振るわれる拳はその速度と薄うす暗ぐらい通路も相まって非常に捉とらえ辛づらく、遠目から見ている檜垣でさえも注視しなければその動きを追うことができなかった。




「やっぱり動きモーシヨンに変わりはないか」




　しかしナックル・ラヴィーに迫るほどに速く、コンパクトにまとまる乱打の数々を、少年は掻かい潜くぐっていく。

　敵の動作の起こりを見て、相手が動き出す頃ころには対処を終えている機き先せんを制せいする戦い方。少年はナックル・ラヴィーに対してそれを難なくこなしていた。




「わかりきってんだよなぁ！　その動き！」




　迫る少年にナックル・ラヴィーが後退を選んだその瞬しゆん間かん、大きく踏み込んだ少年の剣がその馬ば脚きやくを斬きりつけた。

　傷を負った軸じく足あしから血潮と共に力が抜ぬけ落ち、体勢を崩した魔ま物ものに少年は幾いく度どとなく刃やいばを叩き込む。彼との距離を作ろうと必死に振ふるう牽けん制せいの攻こう撃げきさえも回避され、それどころか返す刃で腕を斬りつけられる。

　仮に少年が一刀両断できるほどの達人であればナックル・ラヴィーは苦しみを感じることなくダンジョンで朽くちることができたであろう。

　しかし少年は達人ではない。故ゆえに、その光景は一方的な嬲なぶり殺しに近いものになる。




「おっほほっ！　結構な体力あるからやっぱサンドバッグとしても最適だなぁオイ！　最後の最後まで抵てい抗こうして、俺の剣術の糧かてになってくれ!!」




　笑い声と共に斬りつけ続ける少年は間ま違ちがいなく悪あつ鬼きの類たぐいであると檜垣は確信した。

　そして絶え間ない剣けん戟げきによって程なくして力尽つきたナックル・ラヴィーを見て少年は少々残念そうに言葉を漏もらした。




「あ、終わったか。まぁ今日の区切りとしちゃ良いところか、後２～３周して帰るかな……と」




　麻袋から見える瞳ひとみが檜垣を捉えた。思わず身構えた彼女に少年はまたもやポーションを投げつける。

　割れた容器からこぼれた液体は青色。先程投げつけられた緑のポーションよりも効力の高いそれは、檜垣の身体からだに刻まれた負傷を癒いやしていく。

　間違いなく不ふ審しん者、それも昨今風紀委員を騒がす不法侵しん入にゆう者に窮地を救われたことに思うところはあるものの、檜垣は一ひと先まず礼を言おうと立ち上がった。

　そして言葉を告げようと向かい合った時、彼女は少年が手に持つ片手剣を見て思わず硬こう直ちよくした。




「（それは、その剣は!?）」




　彼が手に持っていたのは、刀身から柄つかまでが薄うす汚よごれている古ふる臭くさい剣であった。

　腰こしに携たずさえた鞘さやは無骨どころか傷や塗と装そう剥はげもあるほどに使い込まれており、鍔つばに至っては存在もしていない。

　檜垣にとってその片手剣はいくら薄暗いダンジョンの中であろうとも見間違うことがないほどに目に焼き付けていた武器であった。

　それは彼女の師し匠しようである『剣聖』佐貫 章一郎が愛用していた銘なもなき片手剣。

　数年前に突とつ如じよとしてその手から離はなれた剣を、目の前の少年が手にしていた。




「（何故こいつが先生の剣を持っている!?　何故、何故だ!?）」




　かつて幼少の頃、『剣聖』にその命を救われた彼女にとって佐貫 章一郎という男は憧あこがれであり崇すう拝はいにも近い恋れん慕ぼを抱いだく相手である。

　やっとのことで弟子入りを認められた彼女にとって、尊敬する師匠が愛用している剣というのは何よりも代えがたい神聖な武具に等しい。

　だからこそ日々不法侵入を繰くり返し、各所から盗とう難なんを引き起こし続けている少年が『剣聖』の剣を握にぎっている事実に、彼女は言葉を忘れるほどの衝しよう撃げきを受けていた。




「傷が癒えたらさっさと帰れ、俺はレベル上げに忙いそがしいし次は助けんからな」

「な、おい！　ま、待て！　待ってくれ！」




　少年が手にしている剣に対する混乱を引き起こしている間に、彼はそそくさと駆かけ出していく。

　何故、彼がその剣を持っているのか？　本当に彼が『剣聖』佐貫 章一郎からその剣を受け取ったのか？　どこからか奪うばってきたものではないだろうか？

　溢あふれ出る疑問に答えを求めるように、檜垣は取り落としていた剣を手に遠ざかる少年の背を追いかけるのであった。




　　　　※




「君たちに最新レベリング情報を公開しよう！　今日のレベリングスポットはココ、学園ダンジョンの24層だ！」




　思わず独り言を口にしたのは、きっと僅わずかばかりに残っていた俺の社会性が一いち抹まつの寂さびしさを感じてしまったからだろうか。

　社会性め、ドブに捨てたはずだがまだ生きていやがったか、しつこい奴やつめ。

　そんな調子で俺が本日駆け回っているのは学園ダンジョンの24層と呼ばれる場所だ。

　複数の小部屋が幾つもの直線通路で繋つながっているこの場所は、広い上に20層台の中でも魔物とのエンカウント率が比ひ較かく的高いエリアである。

　似たような光景が続く上に罠わなも含ふくめて目印が存在しないので、原作では敵との遭そう遇ぐう率も含めて一度迷うとアイテムや魔力を無む駄だに消費してしまうことになる少々面倒な場所だ。

　しかしこの24層、実は結構な経験値稼かせぎスポットだったりする。




「ありゃ、香こう水すいが切れてるな。補ほ充じゆうしておくか」




　たどり着いた小部屋で集まっていた魔物たちを一いつ匹ぴき残らず殲せん滅めつした後、俺は事前に用意していたガラス瓶びんを取り出しその場に叩たたきつけた。

　その中身は魔物寄せの香水と呼ばれる魔物とのエンカウント率を上じよう昇しようさせるアイテムであり、ついでに言えばその濃のう度どを６倍まで濃のう縮しゆくさせた特別製だ。

　砂糖を煮に詰つめたような甘ったるい臭においが小部屋通路を通じて広こう範はん囲いに漂ただよい始め、それは遠くに湧わき出た魔物へと伝わり、臭いの発生源である小部屋に引き寄せてくれる。

　俺はそれを確かく認にんすると次の小部屋へと移動をする。その間に、先さき程ほどの部屋には次々と魔物たちが集まりだしているだろう。

　そして移動した先でもまた魔物たちを殲滅し、その部屋に広がる香水の効力が残っているかを確認し、切れているならば補充して次の部屋へと移動することを繰り返す。

　どこかの小部屋に集まった魔物でレベル上げをしている間に、他ほかの小部屋では新しく湧いて出た魔物たちが引き寄せられて集まっていく。

　そこに集まった魔物を経験値の糧にしている間に、魔物がいなくなった小部屋に魔物たちが集まってくる。




「ゲーム時代じゃただエンカウント率上げるアイテムが、正しく魔物を寄せ付ける香水に変わったからこそできる動きだよなーこれ」




　俺の体力と魔物寄せの香水がある限りは延々と行えるこのシステム。

　学生たちも帰宅した深夜帯に行動を起こしてから、今やかれこれ４時間くらいは続けているだろうか？

　時折、同一のダンジョンマップに長時間滞たい在ざいすることで下層の強敵が出現することもあるが、この階層で登場する35層の魔物ナックル・ラヴィーはそう大した敵でもないので、作業中に訪おとずれる飽あきに対する良い刺し激げきになる。




「そういやあの女、いい加減帰ったかな？」




　ふと思い出したのは出現したナックル・ラヴィーを俺から横取りしようとして逆に死にかけていた女子生徒。

　彼女はきっと……いや、間違いなく経験値泥どろ棒ぼうだろう。だって周回ルート上に「使用中」と書いたメモを貼はり付けていたのに入り込んできたのだから。

　レベル上げが存在するゲームにおいて人の狩かり場ばに横入りするのはマナー違い反はんである。

　俺がレベル上げに励はげんでいる中で、横よこ槍やりを入れて経験値泥棒に走るような人間は糾きゆう弾だんされても文句は言えない。ナックル・ラヴィーにボコられていなかったら、俺があの場で泥どろ団だん子ごを顔に叩きつけていたところだっただろう。




「まぁ、流石さすがにあれだけ痛い目に遭あえば帰るだろ。魔物は小部屋に引き寄せてるから通路では殆ほとんど遭遇しないだろうし」




　これでまた伸のび伸びとレベル上げに専念できるぜ！　今なら残りの体力と香水の個数的に後２時間はレベリングできるだろうし！

　帰宅時間はきっと朝になってしまうだろうけれど、そこは長男、男の子。この歳としであれば朝帰りはやんちゃの範はん疇ちゆうとして扱あつかわれるので問題ない。




「さて、この部屋も補充して……次に、っと？」

「そこの少年！　そこを動くな！」




　振り向けば抜ぬき身みの剣けんを片手に駆け込んでくるさっきの女子生徒の姿。顔はよく見えないが、少なくとも友好的な態度ではなさそうな言葉を投げかけてくる。

　何でまだ居るんだよ帰れよ、というか助けてやったのに怒ど鳴なり声上げるの酷ひどくない？　やれやれ、これだからマナーを守れない奴というのは……。




「って、あいつ風紀委員じゃねーか!?」




　チッ、バレちまったら仕方ねぇ!!

　１人居るなら周囲から２～３人は湧いて出てきてこちらを捕つかまえようとしてくるお邪じや魔ま虫むし共こと風紀委員！　彼奴きやつ等らにレベリングの邪魔を何度されたことか！

　しかし事を構えたら学園入学後が面めん倒どうだ、ここは諦あきらめて逃にげるしかない。判断の早い俺は胸むな元もとから手のひらサイズの球体を取り出して振ふりかぶる。




「というわけで離り脱だつッ！　あばよ風紀委員のとっつぁん共!!」

「待て、お前には聞きたいことが──！」




　本来は戦せん闘とうから確定逃とう走そうをするためのアイテム煙けむり玉だまを地面に叩きつけ、発生した煙えん幕まくの中から隠かくし通路に向かって一目散に逃走する。

　風紀委員に発見されなければまだまだ経験値を稼げたが、今日は２個目の星の種を入手できたし……駄だ目めだな、まだ稼げたのにという気持ちが湧き上がってきてしょうがない。




「おのれ風紀委員共め、この雪せつ辱じよくは明日のレベリングで解消してやる……！」




　帰路の中で恨うらみ辛つらみをレベル上げへの活力に昇しよう華かさせつつ、俺はレベル上限を解放するための『星の種』を飲み下すのであった。








第二章　春の私し怨えん私情









　学園ダンジョンワクワク不法侵しん入にゆうを続けてついに15歳、俺は目め出で度たく冒ぼう険けん者学園に入学する日を迎むかえた。

　俺は通学の関係上、実家から学園内の学生寮りようへと引っ越こしを済ませており、今思えば両親の存在は俺にとって非常にありがたい存在だったなと、失って初めて気がついていた。

　なので「連れん絡らくも仕送りもいらないから頑がん張ばって自立してくれ！」という父親の言葉は今でも脳のう裏りにしっかりと焼き付いているので、そのうち絶対に帰省してやろうと思った。

　ともあれ本日は入学式。それを無視して学園ダンジョンに侵入していたら、学園を取り締しまる風紀委員の方々に確保されてしまった。

　見つかってから１年以上、彼らの追つい跡せきを抜ぬけてきたせいか、彼らも学習して俺の行動パターンから対策を練っていたらしい。それにしたって入学式の警備を放ほう棄きして全人員をダンジョン内に伏ふせておくとか頭おかしいと思うんだ。

　そして俺は現在、二人組の風紀委員が担かついだ棒に両手両足を縛しばられた状態でえっちらおっちら運ばれている最中である。




「おのれ、風紀委員は人を何だと思ってる……！　罪もない人間をこんな目に遭あわせるなんて……！」

「不法侵入の現行犯だろうが！」

「そうだ！　盗人ぬすつと猛たけ々だけしいぞ！」




　言い訳できない正論を盾たてに取るとは卑ひ怯きような奴らめ。仕方がない、ここは大人しく連行されてやるとしよう。

　ところでふと気がついたがこの体勢、平へい衡こう感かん覚かくとかを鍛きたえるのに向いているのではなかろうか？

　ほら、身体からだを揺ゆらすと何か経験値稼ぎ始めたし。おぉ、新トレーニング見っけた。暫しばらくやってみよ！




「お前もうちょっと大人しくしろ！」

「うるせー！　いま忙いそがしいんだよ！　黙だまって連行しろ！」

「お前が言うな!?　ちょっと、何でそんなに笑え顔がおで揺れてるんだお前!?　こわっ、怖こわいよお前!!」

「うほーほほほ、やっべ楽しくなってきた。頑張れば一回転できるんじゃね？　なぁちょっと左右しっかり持っててくれよ？」

「何なんだこいつ！　頭おかしいんじゃないか!?」

「くそ、早く風紀委員長のとこに運ぶぞ！」




　この楽しさがわからないとは、これだから経験値が視界に映らない奴はダメなんだ。

　しかし俺は君らに構う暇ひまなど無い。ついに平衡感覚のレベルを上げる手段を見つけてしまった以上、生徒指導室までの間に可能な限りのレベリングをしなければならないのだ。

　そんな調子でレベリングしていたら生徒指導室にそのまま投げ込まれた。

　こんな人を人とも思わない扱いをするなんて酷い！　テメーら箪たん笥すの角に小指ぶつけて爪つめ割れちまえ!!




「君が件くだんの少年か」




　声の主に目を向けるとそこには一人の女子生徒が居た。

　風紀委員であることを示す純白の制服、それを内側から押し上げている胸元には青色のネクタイが巻かれており、その色が学園における『上級生』であることを示している。

　ともすれば美しいよりも可愛かわいらしいと言える顔立ちの彼女は、その容姿に反するかのような厳しく鋭するどい眼まな差ざしを向けて、俺を見下ろしていた。




「私の名前は檜ひ垣がき 碧あお。この学園の風紀委員長をしている」

「アオちゃん？」

「馴なれ馴なれしい」

「はい」




　俺の前に現れた女子生徒、それは原作ゲームにおけるヒロインの一人である風紀委員長の『檜垣 碧』。

　ゲーム内ではシルエットでのみ語られる『剣けん聖せい』と呼ばれる伝説の冒険者に薫くん陶とうを受けた女剣士。

　可愛い系の外見ながらその振る舞まいは凜りんとした美人のようなものであり、そのギャップがまるで背せ伸のびをしているようにも見えるという魅み力りよくを持った女子生徒だ。

　どこかストイックそうな印象を与あたえる彼女だが所しよ詮せんはヒロイン。

　主人公と関かかわる内に自分が剣を手にした理由を思い出し、『剣聖』の技わざを自分なりにアレンジした奥おう義ぎを編み出して、そこに至るきっかけとなった主人公に好意を抱いだくという……まぁ流れとしてはベタな展開を辿たどって正式に仲間になる事となる。

　つまり何が言いたいかというとレベリングには関係ないイベントしか持ってない人物なので、俺としてはさほど興味がないということである。




「すみません。レベルの存在を知る前ならいざしらず、今では貴方あなたとお付き合いしたいとは思えないです」

「意味のわからない言葉で人の神経を逆さか撫なでするのが得意なようだな。だがお前もついにこれまでだ。潔いさぎよく罪を認めるんだな」

「はい？」

「ダンジョンへの不法侵入、各種施し設せつ及および教室からの窃せつ盗とう。ダンジョン内での爆ばく発はつ物使用に未発見領域の報告義務の不ふ履り行こう。他ほかにも挙げればキリがない」




　なるほど。俺の普ふ段だんの行いが積もりに積もって牙きばを剝むいてきたというわけか。

　であれば甘んじてそれを受けるというのが潔い男の行いと言えるだろう。

　背筋を伸ばしてしっかりと檜垣さんを見つめて、至し極ごく真ま面じ目めな声こわ色いろで俺は宣言する。




「不法侵入は認めるがそれ以外は証しよう拠こでもあるっていうのかよ!!」

「な……なにっ!?」

「不法侵入は認めるさ、現行犯だし一いつ切さいの反論はしない。だけど、窃盗だとか爆発物がどうのこうのだとかに関しては俺は全面的に否定する！」

「そんなことが通るとでもっ」

「でも証拠があるなら騎き士し団に任せていないのが不自然だろ。無いから現行犯で捕まえるしかなかったんだろ？」




　俺が言うのもなんだが、不法侵入も窃盗も爆破も立派な犯罪である。証拠があるならば騎士団けいさつに通報すれば、言うまでもなく俺は捕まっていて然しかるべき行いだ。

　犯罪を繰くり返す人物は危険な相手と言っても過言ではないだろうし、出し抜かれ続けてきた風紀委員の中には騎士団の介かい入にゆうを望む声があってもおかしくはないだろう。

　しかし、今回の風紀委員総出による確保作戦を見るに騎士団が介入している様子は見受けられない。

　それはつまり順当に考えれば犯罪を証明する証拠が無いから騎士団の協力が得られなかったと考えるのが自然だ。




「その上で証拠があるって言うなら……どんな理由かは知らないけれど、犯人が俺だと認にん識しきした上で檜垣さんが私情で騎士団への通報を止めていたんじゃないの？　現場から上がってくる声を止められるのは、風紀委員長である檜垣さんくらいでしょ」

「何な故ぜ私がそんなことをしなければならないんだ？」

「いや、だから知らないって言ってるでしょ。ただまぁ、そうだなぁ……」




　俺は緩ゆるんでいた縄なわを解ほどいて立ち上がり、檜垣さんへと一歩詰つめ寄り視線を合わせ、彼女の瞳ひとみの奥に根付く感情を逃のがさぬようにとしっかり見み据すえて口にする。




「嫌きらわれる理由は幾いくつも心当たりがありますけど、恨まれる理由まではサッパリなんですよ。まどろっこしいことせずストレートに言ってくれませんかね？」




　暫く無言で見つめ合い続け。

　彼女はついに観念したかのように、そして自分の中に溜たまった熱を冷ますかのように、その赤い唇くちびるから長く細い息を吐はき出すと扉とびらの方へと歩き出した。

　そして廊ろう下かを覗のぞき、周囲に誰だれも居ないことを二度三度確認した彼女は俺を逃さぬように……いや、邪じや魔ま者ものが入らないように扉の鍵かぎを音を立てて閉める。




「恨うらむ、恨むか……そうだな。だから私は無理をしてでも君に会いたかったのだろう」




　風紀委員の仮面を脱ぬぎ捨て、檜垣 碧という個人の本心が俺へと向けられた。

　どこまでも私情を突つき詰めたその様子に、俺は罪状への追つい及きゆうから話を逸そらせたことに内心喜びつつも、それはそれとして何故そんな視線を向けられるのかを考え始める。

　例えば、恨みには種類がある。

　許せぬ仕打ちを受けて怒いかり憎にくむ気持ち。怨えん恨こん。

　他と比べて不満に思い、物足りなく感じる気持ち。逆さか恨うらみの類たぐい。

　俺は檜垣 碧との接点が無いのだから怨恨の線は無いだろう。となれば逆恨み系のあれそれと思うのだが……割と真面目にわからない。

　そもそも俺は人間関係を投げ捨ててレベル上げを行い続けてきた。なので両親を除いて恨まれるほどの迷めい惑わくをかけた覚えはない。




「俺には本当に覚えがないからわからないんですけど。何で恨んでるんですか？　何ど処こかで会ったことありましたっけ？」

「あぁ、一度だけ、１年ほど前にだがな。その様子だと、私のことは君の眼中に入っていなかったようだが」

「マジか。そりゃ失礼、全く記き憶おくにないし思い出せないわ。何か俺、悪いことでもした？」

「その剣けんだよ」




　檜垣さんはそう言って俺が腰こしに携たずさえた剣を指差す。

　俺はボーナスおじさんから貰もらった古ふる臭くさい剣にどのような因いん縁ねんがあるのかわからず小首を傾かしげるが、彼女はそんな俺の様子を無視して独白するかのように言葉を紡つむぎ始める。




「その剣は私の師であり、私の憧あこがれの人が持っていた剣だ」

「師？　憧れって……」

「『剣聖』佐さ貫ぬき 章しよう一いち郎ろう。私はあの人の振ふるう剣を見て、心奪うばわれ……私は剣を手にした」




　檜垣 碧は語り始める。それが如い何かに衝しよう撃げき的であったかと。




「幼き頃ころに、軽い気持ちで壁かべの外へと出たことがあった。外がどういう場所かもよく理解していなかった私は、当然魔ま物ものに襲おそわれた。共に抜ぬけ出した友人たちと逃にげ惑まどい、一人ひとりと傷つき倒たおれていく中……私は佐貫先生に救われた」




　彼女の視線は天てん井じようへと向いている。しかしその瞳は過去の記憶、脳のう裏りに焼き付くその瞬しゆん間かんへと向けられている。




「綺き麗れい、美しい、言葉にするだけでも陳ちん腐ぷになってしまうその一ひと太た刀ちが私の恐きよう怖ふをスルリと抜けて心を奪い去った。綺麗だった……綺麗だったんだ」




　僅わずかに朱しゆ色いろに染まる頬ほおと湿しめり気を帯びた唇から漏もれるその声が、甘くとろけるような熱と共に耳の中へと入り込んでくる。

　彼女は先さき程ほどまでの凜とした姿からは想像もできないような女の顔を見せ、まるで湧わき上がる熱を抑おさえるかのように自分の身を抱だきしめ始める。




「剣聖に魅みせられた私はその領域に手を伸のばさんと剣を手にした。何度も何度も先生の下もとへ行き無理を押して弟で子しとしての薫陶を受けた。その日々のなんと甘かん美びで心躍おどる時間だったことか……剣を振るう度たびに、技を知る度に、あの憧どう憬けいの中の太刀筋に一歩でも近づけている事実に胸がときめいた」




「だが」、と彼女は言葉を区切りギョロリと俺へと視線を向ける。

　たった今まで女の顔を覗かせていた彼女の熱が一瞬にして冷めていく。その鋭するどい視線に睨にらまれ、どこか部屋の温度まで下がったかのような悪お寒かんを感じた。




「１年前のあの日、あの時。お前が先生の剣を手にしているのを見つけた。そして私が一番弟子ではなく、二番目であると知った。先生は[image: かっこ]お前のほうが遥はるかに才覚があるから気にしなくて良い、あの坊ぼう主ずに手ほどきしたのは戯たわむれの類だ[image: かっこ]と言っていたが……私にとっては気が気じゃなかった」




　一番ではなく、二番だった。

　私は何度も頭を下げたというのに、その誰かは先生が自ら進んで技を教えていた。

　妬ねたましい、妬ましい妬ましい。そして恨めしい。




「私が先生の、あの人の一番だと思っていたのに。それが私の誇ほこりで、いつの日か先生の剣を受け継つごうと思っていたのに。先生にとって私は二番目で！　先生の剣を受け継いだという男が、よりにもよってこんな愚ぐ行こうを繰り返すような奴やつで。そんな奴を一番だと認めるなどッ、先生の剣を受け継ぐ人物だと認めるなどッ──できるわけがないだろう!?　その剣は！　お前のような者ではなく、私のような正しい弟子が受け継ぐべきだったのに！　お前が、お前が私からあの人の一番を奪ったんだ！　これがどうして恨まずにいられる!?」




　そのあまりの豹ひよう変へんと鬼き気き迫せまる表情に気け圧おされてしまった俺を誰が責められるだろうか。

　確かに檜垣 碧というキャラクターの設定には、冒ぼう険けん者を目指す理由として「『剣聖』に救われたから」というエピソードがある。

　しかし原作における彼女はよく居る堅かた物ぶつ風紀委員と言った具合のキャラクターであり、こんな狂きよう気き的な発言をするようなヒロインではない。

　だが、眼の前に居る彼女はどう見ても拗こじらせている。それこそ正気を疑うほどにだ。

　原作キャラの檜垣 碧とはかけ離はなれた言動に目を点にしている俺の様子をどう受け取ったのか、彼女は苦く笑しようを浮うかべ言葉を紡ぐ。




「君は先生の名前さえ碌ろくに覚えてなかったと聞く。それどころか愛あい称しようさえ付けていたと。だからきっと私のことなど知りはしないだろうし、こんな醜みにくい私の様子を真正面から突き付けられて、きっと頭が追いつかないだろうとは思う。これは私の身勝手極きわまりない問題であり、それに巻き込んでしまったことは本当に申し訳なく思う」




　でも、だけど……と。そう区切り。







「その剣は私のものだ」







　瞬間、浴びせられた殺意を受け俺は剣へと手を伸ばした。

　幾万回と繰り返したその動作は理想的な体たい捌さばきと共に柄つかを握にぎりしめる──よりも速く、檜垣が俺の懐ふところへと潜もぐり込み柄の先を押さえつけた。




「──ッ!?」




　それは『剣聖』より伝わりし歩法の１つ。俺も知る、されど俺よりも数段高く練り上げられた縮しゆく地ち法ほう。

　殆ほとんど倒れ込むような形で眼前に現れた彼女を前に、俺はとっさに柄へと伸ばした手を拳こぶしへと切り替かえ腕うでを振り抜く。

　しかしその拳は身体からだをわずかに引いた檜垣の前を通り過ぎ、俺は無防備な上体を曝さらけ出す結果となった。




「しまっ」




　天地が逆転し、背中からの衝撃が身体中を通り抜ける。肺に溜め込まれていた空気が逆流し、口元から強引に溢あふれ出る。

　噎むせ返りそうになる身体の反射を咄とつ嗟さに呼吸を止めることで押さえつけ、逆さまの視界の中で蹴けりを放つ。命中しなくても良い、求めたのは身体を立ち上げるための遠心力だ。

　発生した力の流れに身を任せ、床ゆかの上を滑すべるように回って身を起こす。湧き上がる息苦しさを気合でねじ伏ふせ、俺は膝ひざ立ちの状態で今度こそ腰の剣に手を伸ばす。




「遅おそい」




　短く告げる低い声。

　腰に携えていたはずの剣は、既すでに檜垣の手の中に。剣は俺が床に投げ落とされた時に引き抜かれていた。

　まずい、と思う暇ひまもなく。檜垣の振るった鞘さやに包まれた刀身が俺の側頭部へと直撃した。

　弾はじけた衝撃に脳が揺ゆらされ身体が動きを止める。返す刀で顎あごを殴なぐり抜かれ、四し肢しから力が抜けて崩くずれ落ちる。

　後はもうされるがままに。彼女が曝け出した憎ぞう悪おが幾いく度どとなく振り落とされ、俺は程なくして意識を失った。







　目覚めたのは学園に併へい設せつされた病院の一室であった。

　なんでも相当な衝撃で何度も頭を殴られたようで頭ず蓋がい骨こつの一部がひび割れており、念ねんの為ために数日間はベッドの上だと説明された。

　治ち療りよう費に関してはこれまでレベリングの際に手に入れていた魔物素材を売ばい却きやくすることでなんとでもなり、加えて風紀委員の予算の一部から補助も出るそうだ。

　俺にはこれが明らかな口止め料だと感じざるを得ず、また不法侵しん入にゆう諸もろ々もろの罪は風紀委員側の過か剰じような取とり締しまりと合わせて相そう殺さいという形になっていると説明を受けた。

　目覚めた後に風紀委員会の顧こ問もんのような人が謝罪をしに来てくれたが、当然その場に檜垣 碧の姿は無く、俺の気持ちが晴れることはない。




「…………」




　ボーナスおじさんがあの『剣けん聖せい』佐貫 章一郎であったこと。

　そうとは知らずに関かかわったことで檜垣 碧が拗らせる原因になってしまったこと。

　前者はビジュアルも用意されてない、語られるだけの存在に気がつけと言うほうが無理だろう。

　後者にあたってはそれこそ事故のようなものであり知ったこっちゃない。

　何度考えてみても自身の落ち度が見当たらず、思い当たらず。その理り不ふ尽じんな仕打ちに怒いかりが湧き上がる。

　俺が一体何をしたというのだろうか？　俺はただ一人、レベリングに勤いそしんでいただけだろうが。

　理不尽だ、あまりにも理不尽だろう。




　だが、そんな理不尽の中でも特に許せないことが──俺の剣を奪った点だ。




　正直な所、あの剣には大した思い入れは無い。

　確かにおじさんに貰もらったあの剣は今の所俺が手に入れられる武器の中では一番良い性能を持っているが、所しよ詮せんはお下がり。

　将来的にはもっと性能の良い武器に変へん更こうするつもりではあった。

　だが、しかし。しかしだ。




「人が手に入れたアイテムを横から奪うとかあのクソアマァァァ!!」




　マジふざけんなよあのクソアマ！　あれは俺のアイテムだぞ！

　テメェ自身で取得イベント起こせなかった敗北者風ふ情ぜいが、恋こい心ごころとも呼ぶのも悍おぞましいキモさを大義名分に何で俺に突つっかかってきてんだ恥はじ知しらずが！




「原作そつちが理不尽に関わってくるってんなら、あぁいいとも！　俺だって好き勝手してやらぁ！」




　そう叫さけびながら一ひと頻しきり枕まくらを振ふり回し、俺は怒りを鎮しずめていく。

　思いつく限りの罵ば倒とうを吐はき出し、ある程度冷静になった俺はベッドに寝ね転ころがって反省会を始めることにした。

　まず現在の俺のレベルは47だ。ちなみにこの一年間で３つ目の星の種を摂せつ取しゆしたことでそのレベル上限は60まで上じよう昇しようしている。

　レベル47というのは原作ゲーム中ちゆう盤ばんの折返し地点に入る時期くらいのキャラクターレベルである。このレベルになると学園における上級生の中でも上位の学生だと名乗れるだろう。

　原作における中盤、８月頃ごろに正式加入する檜垣 碧のレベルは40であるため、少なくとも４月時点の檜垣にレベルという点では間ま違ちがいなく負けていないはずだ。

　では、レベルで負けていないならば、何な故ぜ俺は彼女にあっさり敗北してしまったのか。




「ステータスで負けてたらそもそも奇き襲しゆう自体に反応できてなかっただろうし、それはないだろうな……」




　反応はできていたし、彼女の動きもしっかりと認にん識しきできていた。地力で言えば間違いなく対等か、俺のほうが強かったはずだ。

　であるとすれば俺の敗因は対人戦の経験にあると考えるのが自然ではないだろうか？

　例えばこのゲームの魔ま物ものたちにはグラフィックがあり、それぞれに攻こう撃げき用のモーションが決められていた。

　この世界の魔物の動きはそれに準じているので、その攻撃モーションさえ見て取れば前世の知識を参考に動きを読んだ上で一方的に始末することができるが、あくまでそれは魔物を相手にする時だけだ。

　それこそある程度観察すれば動きの予測を立てることはできるし、スキルを発動した場合にはそれに応じた予備動作を行うのでそれさえ見えれば対処はできる。

　なので大おお技わざに頼たよるような相手に後れを取ることはないと自負しているが、今まで魔物狩がりばかりしてきた俺には対人戦の経験というものが欠けている。

　つまるところゲーム時代の動きに頼りすぎていた弊へい害がいとして、現実的な戦いの動きに対応することができなかった。敗因を分ぶん析せきし噛かみ砕くだくとするならばこんなところだろう。

　クソ、これが原作のようなターン制バトルならばＨＰが残っている限り気絶することなく反撃できたというのに……おのれ世界め、余計な現実性を追加しやがって。

　そんな今いま更さらなことを愚ぐ痴ちるだけ愚痴った後は頭を切り替えていく。

　なんのかんの言ってもこの世界の根本はやはりＲＰＧだ。少々現実感が追加されたところで結局はステータスと情報が物を言う。

　ならば俺がやることは変わらない。今までどおり、手持ちの情報を総動員して全力でレベルを上げ続けるだけだ。それがちょっと報復っぽい行いと繋つながるかも知れないけれど。




　今に見てろよ風紀委員長。俺のような人間性の低い一いつ般ぱん的小市民が、ただ泣き寝ね入いりすると思っているならば、それは間違いだということを教えてやろう。

　俺が怒おこらせた人間は数いれど、俺を怒らせた人間は貴方あなたが初めて……この責任はしっかりとって貰うぞクソアマァ!!







　そんな調子で俺はベッドで今後の動きの算段を立てながら数日を過ごし、それから病院を退院して下準備に一週間をかけた。

　俺は今、冒ぼう険けん者ギルドへと足を運び、一部の高ランク冒険者のみに許されているラウンジへと一人乗り込んでいる。

　ざわつく周囲の視線を物ともせず歩みを進め、用件を確かめようとしてきた受付嬢じようをガンスルーして目的の人物の前に立つ。

　大おお仰ぎような光こう沢たくを放つ革のソファに腰こし掛かけたその人物は、俺を見て手にした酒を飲み干すと酒気を帯びた苦い息を吐き出した。




「おうおう坊ぼう主ず。えらい久しぶりじゃぁねぇか。よく俺の居場所がわかったなぁ」

「おじさん久しぶり。マジで『剣聖』だったのね。街で聞き込みしたらすぐにここに居るってわかったわ。めっちゃ有名じゃん」

「ポン刀振り回すしか能が無いだけの男によく騒さわぐもんよ。それで？　坊主、お前ここに何しに来た？」

「そうだな……。まずは前にお古の剣をくれたことにお礼でも。ありがとーございました」




　別れた時に言い逃のがしていたことを伝え、ペコリを一礼。それを受けたおじさんは「おう」と一言発して答えた。

　その返事を聞いて頭を上げた俺はまるでスイッチを切り替かえるように挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべ、自分の都合と用件を口にする。




「それはそうと、ちょっとレベリングすっから俺が死ぬまで付き合って？」




『剣聖』と呼ばれた男、佐貫 章一郎は俺の雰ふん囲い気きの変化を感じ取り笑みを浮かべて立ち上がった。

　対して俺は迷わず眼の前のテーブルを蹴けり上げ視界を奪うばい、抜ぬき放った剣を振るう。

　だが如い何かなる理り屈くつか、蹴り上げたテーブルをすり抜けるように懐ふところに入り込んできた『剣聖』は拳こぶしで俺の刃やいばを弾はじき、俺の首を片手で掴つかみ窓の外へと投げつけた。




「──がッ!?」




　近場の窓から斜め上に投げられた俺が咄とつ嗟さに腕うでを交差させると、車にでも衝しよう突とつしたかと錯さつ覚かくするような衝しよう撃げきが走る。

　それは俺を追って窓から飛び上がったおじさんの蹴りによるものであり、俺はそれを防ぼう御ぎよの上から受け、蹴り飛ばされ、落下しかけていた身体からだが再度宙へと浮かび上がる。

　落ちては蹴られ、浮かび上がり。まるで人を使ったお手玉をしながらたどり着いたのは、冒険者ギルドから数百ｍは離はなれた場所にある見慣れた河か川せん敷しき。

　そこは俺がボーナスおじさんから様々なことを教わった場所で、河川敷に転がり落ちた俺は土つち埃ぼこりの中から剣を支えにゆっくりと身体を起こす。




「うえっ、ぐっ……ごほっ！」

「いきなり乗り込んできて随ずい分ぶんと無礼だが、まぁ今ので手打ちにしといてやらぁね。坊主にそれを求めるのは間違ってるようにも思えるし、のびのび自由にやるのがお前さんらしいだろうて」




　視界が明めい滅めつする。痛みに思考が鈍どん化かしていく。頭を何度か振ることで視界を整える。

　それでもなお大地が揺ゆれているが、俺は求めていた敵から視線を逸そらすことなく、眼前の『剣聖』を見み据すえる。




「それで？　今度はどんな面おも白しろいことを思いついたんだ坊主？」

「げふっ、ごほっごほっ……あ～？　いや、あれだよ、キャラクターレベルを優先してたせいで疎おろそかになってた部分のレベル上げ、みたいな？」

「またなんだかよくわからん用語を使うなぁ」

「気にしないで、ボーナスおじさんにやってほしいのは一つだけだから」

「というと？」




　キャラクターレベルが十分ならば、俺に足りないものは戦せん闘とう経験だ。

　通常、それを獲かく得とくするには長い時間が必要とされるだろう。しかし『剣聖』を師に持ち、原作ゲームの知識を持つ俺には付け焼やき刃ばよりは上等な戦闘経験の稼かせぎ技が存在する。

　その稼ぎ技で効率良く経験を積むためにもおじさんの協力は必ひつ須す。だからこそ俺は、笑みを浮かべてボーナスおじさんへと剣を突きつけた。




「実戦稽けい古こしてよ。技を教わるばっかりで、この手の訓練殆ほとんどやってなかったし」

「そりゃまぁ、お前さんと俺とじゃあ実力差ってのがよう？」

「今回ばかりは気にしなくて良いよおじさん。おじさんにとって、いつも通り戦って欲しい」




　俺の言葉にボーナスおじさんこと『剣けん聖せい』佐貫 章一郎は楽しげにニヤリと笑う。




「坊主、死んじまうぞ？」

「そうなったら考えるわ」




　ますます笑みを深める俺にボーナスおじさんも笑みを浮かべ、身の丈たけほどもある大おお太だ刀ちを片手で背中から引き抜き、力を入れずにダラリと下げる。

　心底愉ゆ快かいなものを見るようなおじさんを見て、やっぱりこの人は俺にとって『剣聖』ではなくボーナスおじさんであるのだなと、失礼ながらも再認識する。

　俺の内心に湧わき立つ喜びを伝えてボーナスおじさんと分かち合いたいと思うものの、これ以上頬ほおが上がりそうにないのが残念で仕方がない。

　数打ちの直剣を手に、身体中のポーションベルトには今までの貯金の全すべてをはたいて大量購こう入にゆうしたＨＰ全回復ポーションがあることを確認する。

　そして頭に巻くのは不ふ屈くつの鉢はち巻まきと呼ばれる装備品。これは自身のＨＰ上限を大きく上回るダメージを受けた際にＨＰを１だけ残して耐たえきる効果を持っている。




　相手は『剣聖』。その一いつ閃せんでも致ち死しに至るという前提でアイテムを揃そろえ、俺の身体に僅わずかでも戦闘経験が染しみ付くまでサンドバッグにしてもらう。

　本気の『剣聖』を相手に、不屈の鉢巻と回復アイテムを駆く使しして戦い続けるチキンレース。

　これまでの経験で戦いの中で手に入る経験値の高さは相手の実力に比例することはわかっている。

　ならば『剣聖』を相手にしたこの実戦稽古を乗り越こえれば、俺はきっとさらなる強さを手に入れていること間ま違ちがいない！







「──負けてもリトライはプレイヤーの特権。激強ボスはゲームの華はなってなァ!!」







　ヒィィハァァァ！　今日も明日もレベリング！　キャラもスキルもカンストさせるつもりで全力全開！

　飽あきようがキツかろうが疲つかれようが腰こしを痛めようが、連日連夜と付き合ってもらうぜおじさぁぁぁぁん!!




「そら行くぞ坊主。防いでみな」

「ヒャッハーッ！！！」




　目視もできない斬ざん撃げきに身体中を斬きり刻まれながら。腕を、足を、何度も何度も斬り飛ばされそうになりながら。
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　回復アイテムを惜おしみなく使い、笑顔と共に死線の上を反復横よこ跳とびし続ける。そして身体中を通り抜ける二十の斬撃の内一つでも多く受けれるようにと剣を振ふるう。

　偶ぐう然ぜんか必然か。剣と剣が合わさったならば、火花と共に視界に散るのは『経験値』。それを見た俺は我が慢まんできずに笑みを深め、ついには大きく笑い出す。

　あぁ楽しい。あぁ！　楽しい！　飛び散る血潮が気にならなくなるほど、魂たましいの奥底から活力が漲みなぎってくる！




「がほっ、ごほっ、うっっひょぉ！　レベルが、レベルが上がるのぉおおお!!」

「はっはっは。楽しそうだなぁ、坊主」

「そりゃぁもう!!」




　完全に正気を失った笑い声を上げる俺と、愉快そうに剣を振るうボーナスおじさん。

　その戦いとも言えない程ほどに一方的な暴力の嵐あらしは、日が落ちてなお続くのであった。







　時刻は夜中。現代で言えば夜の９時前後と言ったところか？

　ギルド内部は壁へき外がいでの仕事を終えて帰ってきた冒ぼう険けん者たちや単純に暇ひまつぶしに来た者で溢あふれかえっており、その光景は夜の酒場へと移り変わっていた。




「あぁ～疲れた。全く、あの坊ぼう主ずとんだ重労働をさせやがる」




　そんなギルドに弟で子しとの戯たわむれを終えた佐貫 章一郎は戻もどってきた。

　彼は脇わき目めも振らず──むしろその姿を見た冒険者たちが率先して道を譲ゆずり──どさりと、もはや指定席となっているソファへと座り込んだ。

　桜さくら井い 亨とおるによって蹴り飛ばされたテーブルは新品に交こう換かんされており、そこには何時いつも通りの酒とグラスが用意されていた。




「あの、剣聖殿どの？」

「おん？　なんでぇなんでぇお前ら、皆みんなしてこっち見て。そんなに睨にらまれると思わず縮こまっちまうよ？」

「睨んでませんよ。それより朝の少年、一体誰だれなんですか？」

「あー坊主のことか。誰かと言われると……」




　佐貫はグラスに酒を注そそぎ込みながら、自分とあの少年の関係性に思いを巡めぐらせる。

　知人ではあるが友人でもなし。自分にとっても相手にとっても、お互たがいに利益があるからつるんでいるような関係。

　思い浮かぶ言葉はどれもが本質からはやや外れたものだと感じるが、その中でも一番自分らしいものを選び取り佐貫は口にした。




「あれだ、弟子だよ弟子」

「弟子？　檜垣ちゃんの弟弟子ってことですか？」

「いんや、アイツが先だ。一番弟子っての？　奇き縁えんでな。弟子と言えども暇つぶし以上の手ほどきはしとらんし、それこそ見てやった時間は碧のお嬢じようのほうがずっと長いだろうよ」

「正直、想像できませんね。弟子入りの嘆たん願がんをあれほど拒こばみ続け、檜垣ちゃんのしつこさに嫌いや々いやながら承しよう諾だくした剣聖殿が、一番弟子だなんて」




　眉まゆをひそめた冒険者の滑こつ稽けいな顔に、クスリと笑いながら酒を呷あおる。

　一言で済ませるつもりが結局長々と話してしまっている辺り、どうやら自分は上じよう機き嫌げんなようだ。

　であれば少しばかり口を動かすのも一興だろう、と考えた佐貫が手に持ったグラスをくるりくるりと回しながら語りだす。




「お前さん、美術館は行ったことあるかい？」

「え？　まぁ、何度かは」

「彼処あそこはすげぇよなぁ。正直、絵には詳くわしかないが一枚一枚に味があって、時折ハッとさせるような気付きを与あたえてくれるわけよ」

「は、はぁ……」

「でよぉ、そこに一枚。変な絵があるんだわ。絵と言うか、真っ白なキャンパスにただ力任せに筆も使わず素す手ででベタベタと描かき殴なぐったような奴やつがよぉ」

「一枚だけとは……何というか不自然で、周りとズレてるような感じですね。その絵が、彼だと？」

「応とも。お前さん中々察しがいいじゃねぇか」




　人は自身の経験を通じて極ごく彩さい色しきをふんだんに使った自分という一枚の絵を作り出す。誰一人として同じ絵はなく、どれもに感心する部分、落らく胆たんする部分がある。

　これまでの人生を通して出会ってきた人々総すべてに貴き賤せんはなく、善人だろうが悪人だろうが佐貫はそこに一定の美を見み出いだしていた。




「だけどよぉ、根本的には似たりよったりなんだよなぁ。それが悪いとは言わないが、まぁ、食傷気味つーか……正直飽きてたところはあったんだ」




　生きる為ため、守る為、そして豊かになる為。佐貫が見てきた人物の殆どがこの３つのどれかしらに当てはまる。

　そう思っていたところに現れたのが、桜井 亨という少年だった。




「あの坊主だけが思うがままに欲ほしい色だけをぶちまけて、手足全体でバタつきながら楽しむためだけに絵を描いてんだ」

「…………」

「その姿に興味が湧わいて。俺の技法を伝えたらどんな風に変わっちまうのか見てみたくなって。そして今ではどんな絵になるんかねぇと年とし甲が斐いもなくワクワクしちまってる。結構、入れ込んじまってるだろ？　だから一番弟子ってことよ、一番弟子」

「そうまで言われると檜垣ちゃんが何だか可哀かわい想そうですね」

「碧のお嬢？　まぁ、喧やかましいから仕方なく付き合ってやったくらいだからなぁ。しかし、それが坊主に発はつ破ぱかけることに繋つながったみたいだし拾いものっちゃ拾いものだったのか？」




　興味なさげに語る剣けん聖せいの姿を見て、冒険者は檜垣 碧に同情した。

　彼女がどれだけ剣聖に執しゆう着ちやくしていたか、どれだけ憧あこがれ恋こい焦こがれていたか。それは少なくはない人数が知っており、それに感動した者たちも居る。

　しかし僅かでも反感を覚えた者は、桜井のことをまるでお気に入りの玩がん具ぐを自じ慢まんげに語る子供のような『剣聖』の姿に毒気を抜ぬかれていき。後に残ったのは、剣聖の無関心さに対する檜垣 碧への同情心だけだった。




「（だがまぁ、彼女は強い子だし。自分の道を真まっ直すぐ進める子だから心配は要いらないか）」




　檜垣の皮の下にあるドロリとした感情を知らない冒険者たちは、同情しながらも心配はせず。彼らもまた檜垣 碧に対する関心を失い剣聖の言葉に耳を傾かたむける。




「朝の騒そう動どう、俺も見てたけどよ。あの『剣聖』相手に真正面から一歩も引かずに堂々とした姿には思わず舌を巻いたね」

「坊主はこれと決めたことに対する肝きもの据すわりっぷりは尋じん常じようじゃねぇんだわ。俺の気当たりに怖おじ気けづいたこと、一度もないんだぜ？」

「あの子、抜ばつ剣けんから『剣聖』殿どのに斬りかかるまでの動きが随ずい分ぶんと滑なめらかだったわね。まるでお手本みたいな動きで、私の弟子にも見せたいくらいだったわ」

「暇さえありゃ素振りし始めるくらいには長年基き礎そばっかり続けてたからなぁ、あの坊主。これからドンドン化けてくれると面おも白しろいんだがなぁ」

「将来性に期待ってところですかい？　そりゃ今から学園卒業後が楽しみですな」

「そんときゃここに来るだろうからよぉ。精々可愛かわいがってくれや」




　珍めずらしく饒じよう舌ぜつな剣聖の話に一人、また一人と会話の輪に入り込み。暫しばらくの間、ラウンジの話題は『剣聖の一番弟子』の話で持ち切りになっていく。

　そこに檜垣 碧というもう一人の弟子の影かげは、まるで存在しなかった。








第三章　同門相あい容いれず









　今日も今日とてレベリング。河か川せん敷しきにてレベリング。

　剣を振るえば数値が浮うかび、数値が貯たまればレベルが上がる。




「は～、めっちゃ癒いやされるわぁ」




　報復を誓ちかった俺ではあるが時にはこうして心を休めることも重要だ……というのは建前で、既すでに檜ひ垣がきに対する嫌いやがらせはほぼ済ませており後は座して待つばかりの状態だった。

　であるならばこれ以上クソアマ相手にあれやこれやと準備する労力を割さくのもアホらしいので、こうして和なごやかにレベリングをしているのだ。




「やはりこの河川敷はマイ・フェイバリットプレイス……俺が来るだけでいそいそと立ち去ってくれる人々のお陰かげで静かにレベリングに集中できる……」




　別に俺は気にしないのに、何で皆してどこかに行くのだろうか？　やってることと言えば素す振ぶりとスキルの動作確かく認にんくらいなのに。

　動作確認と言えば、世界がアクション化してるのだからモーションキャンセルの１つや２つあるのではないかと最近色々と試行錯さく誤ごしてみたのである。

　結果としてはモーションキャンセルの類たぐいは見つけられないどころか、挙動が変な引っかかり方をしてその場で錐きり揉もみ回転しながら空中に飛び上がることもあった。大いなる物理エンジンの神はこんな異世界でも通りがかることがあるらしい。

　ふと思えば動作確認をする前はまだ周囲に人ひと影かげくらいはあったような……いや、まさか俺の動きが原因とは考えられない。オープンワールドのアクションゲームでは割と頻ひん繁ぱんに見る光景なのだから、笑いこそすれ人が消える要素にはならないはず。うーん、わからん。




「随分と、ごきげんそうだな」

「おん？　あ、アオちゃんおっすおっすー！　元気ー？」




　俺を除いて無人の河川敷に現れたのはみんな大好き檜垣 碧あおさん。

　爽さわやかな笑え顔がおで出で迎むかえた彼女は、可愛らしい顔立ちの上に青筋が走っており、今にも爆ばく発はつしそうなほどに苛いら々いらとしている様子が見て取れる。

　俺から奪うばった剣を持つ左手は鞘さやの上から握にぎり潰つぶす気なのではないかと思ってしまうほどに力が込こめられ、それは今や陶とう器きのように真っ白だ。




「どうしたのそんなに不ふ機き嫌げんそうな顔で？」

「誰のせいだとッ！」

「おぉ、効いてる効いてる」




　彼女の怒いかり具合を見て俺はニヤニヤと笑った。

　俺は今日までずっとレベリングをしながら彼女への意い趣しゆ返がえしを続けてきた。

　それが彼女が慕したう『剣聖おじさん』を利用するというものであり、俺は聞き込みの上で居場所を突つき止めたボーナスおじさんを連日連夜連れ回してレベリングに利用させてもらった。

　当然、俺は毎日のように冒ぼう険けん者ギルドへと足を運んで騒動を起こしてはおじさんと共に外に出るを繰くり返すことになる。そうなれば、「かの『剣聖』を連れ回すものは一体誰だれか」と話題になるのは自然な流れだろう。

　そしておじさんも俺の意を汲くみ取ってくれたのか、おじさんは俺のことを弟で子しであると周囲に話し、俺の存在を広めてくれた。これにより俺は名実ともに『剣聖』佐さ貫ぬき 章しよう一いち郎ろうの一番弟子と認知されたのだ。

　ついでに俺とおじさんのレベリング風景を描いた風景画を毎日風紀委員長宛あてに送りつけたりもした。妹弟子へのお裾すそ分わけですよ、お裾分け。見取り稽げい古こも稽古の内ってね？

　絵を描いてもらうために画家を雇やとったせいで俺の財さい布ふの中身は風前の灯ともし火びになっているが、おじさんとの鍛たん錬れんで大たい枚まいはたいてる訳だし今いま更さら気にするほどのことでもない。嫌がらせをするならば、手心を加えず質も高めておくのが重要なポイントだ。

　こんなことをしていれば一番弟子に拘こだわる彼女は不ふ愉ゆ快かいだろうし、そのうち突っかかってくると踏ふんでいたが……見事に釣つれて嬉うれしい限りである。煽あおり耐たい性せいの低さがうぬの敗因よ！




「それで何の用事かな妹弟子ちゃん？　兄弟子の俺は忙いそがしいんだけど」

「貴様ぬけぬけとよくも……ッ！」




　彼女の視線には今にも弾はじけそうな殺意がこれでもかと込められている。

　そりゃ自分のデリケートな部分を突かれて神経を逆さか撫なでされ続けてきたのだから殺意の一つや二つは抱いだくだろう。

　しかも彼女のその殺意は脅おどしでも何でもない、本当に本当の殺す意志だ。




「この程度の挑ちよう発はつで殺意を抑おさえきれずにノコノコやってくるあたり、なんかもう相当拗こじらせてるよね。ちょっと怖こわいわ」

「あぁ、そうだ。その通りだ、なんとでも言えばいい。もはや私にとってお前は純じゆん粋すいに邪じや魔まだ。私の生きる意味に、進む道に面白半分で砂をかけ泥どろを塗ぬる。それだけでも腹に据すえかねるというのに、よりにもよってお前は私を一番弟子だと思っていた人々にまで手をかけた!!」

「誤認を正してやっただけですー。なのに手をかけたって……言い方が物ぶつ騒そう過ぎない？」

「黙だまれ黙れッ！　これまで積み重ねてきたものがお前のせいで無に帰きした!!　先生の背中が遠くなった!!　あの太た刀ちへの道が遠のいた!!　お前の、お前のせいだ！　お前さえ居なければよかったんだ!!」




　顔が真っ赤になるほどの勢いで叫さけぶ檜垣 碧の目め尻じりには薄うっすらと涙なみだが浮かんでいた。その言動は相当に身勝手なものだというのに、音声が無ければその表情は可愛らしく見える辺り、やっぱり美人は得なのだなと思わずにはいられない。

　そして同時にそれだけの情熱を持ちながらも、何な故ぜそれを健全な方向へと結び付けられなかったのかと残念に思いながら俺はニヤリと笑みを浮かべる。




「んなこた知らんがな。だけど、ここに来たってことは後の展開については予想できてるだろ？」

「……あぁ、もはや事ここに至ってやることなどただ一つだ」

「同意を得られて何より。後始末に関してはおじさんに頼たのんであるから気にしなくて良いからな」

「どうして先生はお前などを……いや、もういい」




　そう、もういいのだ。

　どれだけ言葉を尽つくそうとそもそもが平行線に立つ俺と檜垣に解決などというハッピーエンドな展開は訪おとずれない。

　俺にとって彼女は理り不ふ尽じんな悪と言える存在であり、彼女にとっても俺は理不尽に現れた許せない存在なのだ。妥だ協きようも和解も、そして譲じよう歩ほさえもする気はないし、したくもない。

　解決不可能。故ゆえに解消するしかない。




　俺は剣けんを抜ぬく。手にした武器は数打ち鉄剣。

　彼女が剣を抜く。手にしたのは俺から奪った剣聖の剣。

　構えた姿は鏡写し。呼吸の調子さえもシンクロしながら、互たがいに敵意を研とぎ澄すます。

　そして最後に相手を見み据すえ、最後の言葉を交かわし合う。




「お前が邪魔だ──」

「──死んでくれッ!!」




　一言一句変わらない、同門同士の殺し合い。

　青春という言葉では取り繕つくろえない、醜みにくく惨みじめな戦いが始まった。




　　　　※




　強くなっている。

　檜垣 碧は激情と共に剣を振ふるいながらも、頭に残した理性で目の前の男……桜さくら井い 亨とおるを観察していた。

　元々地力においては自分よりも間ま違ちがいなく彼のほうが優すぐれていた。

　それはきっと自分よりも長く積み上げてきた努力の結果によるものであり、１年前の出会いで見せたあの戦いがその事実の証明だろうと考えた。

　だからこそ、逆に対人戦の経験は薄うすいのではないかと疑った。

　そして実際に対たい峙じした時、その無防備な姿を見てそれを確信して剣を奪うことを決めた。

　こうして彼女は剣聖の剣を奪い取り、彼の報復に憤ふん怒どし、今や殺し合いへと発展している。




「チィッ！」

「オラァ!!」




　フェイントを交えた斬ざん撃げきに引っかかることもなく対応される。刃やいば同士がぶつかり、擦こすれ合い、火花を散らす。

　刺し突とつ、斬撃、打撃。一挙一動、殺意を込めた全すべての攻こう撃げきが目の前の男に弾はじき返される。




「どうしたどうした！　スキルレベルが足りねぇぞ!!」

「何をわけのわからないことをッ！」




　晒さらした隙すきに打ち込もうとしても、まるで示し合わせたかのように対応してのける。

　それはまるで彼の防ぼう御ぎよに剣が吸い寄せられているような奇き妙みような感覚があり、そのカラクリを解き明かさない限り致ち命めい傷しようどころか傷さえ与あたえられないだろう。

　１年前に彼と対峙したナックル・ラヴィーもこの奇妙な感覚に襲おそわれていたのかもしれない。そう思うと、自身が翻ほん弄ろうされている事実にまたもや怒りが湧わいてくる。




「っの野や郎ろう!!」




　対して攻撃に関しては些いささか杜ず撰さんと言わざるを得ない。

　わざとらしい隙を作れば見事なまでに引っかかってくれる点は彼の戦せん闘とうにおける対人能力の低さを示している。

　しかしそこから反撃に移れば即そく座ざに対処されてしまう。ともすれば、彼がこの短期間で伸のばしたのは『負けないため』の受けの技術といったところか。




「（狙ねらいは持久戦か。小こ癪しやくな小癪な小癪な小癪なァッ!!）」




　桜井の狙いに当たりを付けながら、その技術を身につけた経けい緯い──剣聖と彼の風景画が脳のう裏りに浮うかび上がり檜垣の感じる不快指数が怒ど髪はつ天てんを衝つくほどに急きゆう上じよう昇しようする。

　一撃一撃の重さが増していき、散る火花も響ひびく剣けん戟げきも激しさを増していく。

　持久戦では地力で劣おとる自分のスタミナが先に切れてしまい、その隙すきを突つかれて殺されるだろう。そもそも何より一分一秒でも早く眼の前の害がい獣じゆうを殺してやりたくて仕方がない。

　故に檜垣は出し惜おしみをせず、今この瞬しゆん間かんの全力を決意する。

　やるべきことと、やりたいこと。

　その二つが最悪の一いつ致ちを果たした時、檜垣の剣が空気を斬きり裂さき炎ほのおを纏まとう。

　剣聖より教わりし浄じよう火かの刃、激情の如ごとき烈れつ火かを操あやつる超ちよう常じようの剣術。

『火ひ剣けん』が、姿を現した。




　　　　※




「（来るか火剣ッ！）」




　原作において檜垣が覚えている火属性剣術スキル、『火剣』。

　通常の斬撃に火属性を付ふ与よした数々の技わざを持つこのスキルは、ダメージ量の増加に加えて状態異常の炎えん上じようを相手に付与できるようになるスキルだ。

　炎上はダメージを与えたかではなく、攻撃がヒットしたかどうかを参照する。

　敵がガード状態であったかどうかを踏まえて、蓄ちく積せきされる炎上ゲージが一定値を超こえると状態異常の炎上が発動。対象者に持続ダメージを与え続ける仕組みになっている。

　加えて炎上状態は火属性の攻撃に対する防御力を下げる効果を持っているので、次々と襲いかかってくる斬撃は基本的には全て回かい避ひするのが最善手だ。




「（かと言って避よけられるかって言うと無理!!）」




　レベル上げに夢中で対人戦の経験を積んでこなかった俺はその点において誰だれよりも負けているし、それは剣を奪うばわれた事が証明している。

　だからといってその経験は一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくわけでもないので相手が彼女でなければどうしようもなかっただろう。

　そう、檜垣でなければどうしようもなかった。

　つまり檜垣 碧なら対たい抗こうできる。

　同じ師を仰ぐ彼女だからこそ、俺は短い期間で対抗することができる。

　教わった技も、動きも、俺と彼女はボーナスおじさんこと『剣聖』に教わっており他ほかの人間に薫くん陶とうを受けたわけではない。

　そうであるならば技を放つときの構えや癖くせは理解しているし、動き出しを捉とらえることもできる。

　その精度を上げるためにも互いのスタイルの大元である剣聖を相手取り、俺自身生なま半はん可かに身につけていた火剣を実戦レベルまで育て上げ、その技の数々を見て覚えてきたのだ。頂点である彼から覚えてきたものを彼女に適用できない道理はない。

　檜垣の予備動作、構えや四し肢しの動きから次に放たれる技を予測。それに対してカウンターとなり得る技をぶつけることで凌しのいでいく。

　俺の後に薫陶を受けたくせに、火剣の練度においては檜垣のほうが上回っている。そこに才能の差というものを感じながらも、俺は全力で刃を振るう。




「（それはそうと炎が視界の邪じや魔まにぃぃ!!）」

「このぉ！」

「危な!?　殺す気か！」

「そうだッ!!」




　要は後出しジャンケンを繰くり返しているだけなのだ。

　一つ見誤れば死に繋つながりかねないだけで、グーチョキパーのどれかしか使わないなら何とでもなる。

　だがしかし、逆に言えば俺は彼女の攻撃に対して技を出し続けなければ彼女の攻撃を凌ぐことはできず、それは最善手である回避という手段が取れないことを意味する。




「（炎上耐たい性せい装備はしてあるが絶対じゃない。こっちの世界で状態異常を受けた経験は無いし、どう感じるかわからない！　炎上が発動したらそこから崩くずされるかもしれん！）」




　一撃。たった一撃で良いからこちらの技を打ち込めれば終わらせられる。

　しかしその一撃が入らない。技を放った後の隙、そこへと打ち込むタイミングは掴つかんでいるというのに１テンポの遅おくれが起きてしまう。

　原因は明確だがそれを解消するのは困難極きわまるというか、自分という存在への否定にまで繋がりかねない。




「（畜ちく生しよう……畜生……ッ！）」




　炎が迫せまる。

　刃を打ち合わせる度たびに、剣より離はなれて肌はだを撫なでる炎の熱さに瞼まぶたを閉じてしまいそうになる。だがそれは許されない。

　相手の動作を見み逃のがすことは命取りであるし、そして何よりも────「耐たい火か＋１」のログを見逃してしまうから……ッ!!




「（あぁぁぁああぁぁぁあああんもぉおおおおお！！！）」




　前に火傷やけどした時にそんなん出てこなかっただろうが!?　何で今になって出てくんだよおおおおお！！！

　畜生笑うな俺！　今戦ってんだぞ!!　でも対処できてるし耐火スキル獲かく得とくのチャンスだしレベル上げに利用できるんじゃ、いやしかしだなぁ!!

　おのれ、おのれ、おのれぇ！　頑がん張ばれ負けるな俺の理性！

　こうなりゃ相打ち覚かく悟ごで無理矢理奥の手ねじ込むしかねぇ!!

　最大の敵は俺自身とかそういうイベントもうちょい後にしてくれよぉぉぉぉ！！！




　　　　※




　檜垣は地力の差を鑑かんがみて、桜井は己おのれの性さがを顧かえりみて。

　互たがいに短期決戦を選せん択たくした二人は次の一手によって決着をつけんと斬り込んだ。




「唸うなれ焔ほむらァ！」




　檜垣の火剣により生み出された炎が８つの軌き跡せきを描えがいて桜井へと殺さつ到とうする。

　それは纏う炎を振ふるい放つ魔ま剣けんが一つ、『蛇へび焔ほむら』。

　大地をのたうち回りながら四方八方から迫りくる炎の蛇は、僅わずかに触ふれるだけでもその身を炎上せしめる熱量を内包した檜垣の必殺技だ。

　それを知る桜井は、だからこそ前へと駆かける。

　振り放たれた瞬間から、炎が攻撃の軌道に乗るまでの僅かな時間。剣より剥はがれた炎は檜垣を避けるように弧こを描く。

　その一いつ瞬しゆんだけ、桜井と檜垣の直線上には蛇が通ることのない空間が、道が形成される。

　彼がゲームの中で見た攻撃動作から振るわれる剣の角度と順番は、目の前の事象と寸すん分ぶん違たがわず一致しており。桜井は15年の歳さつ月げつを超えてなおその動きを鮮せん明めいに覚えていた。

　故ゆえにこそ見える勝利への道を、桜井は迷うことなく駆け抜ぬける。




「（間合い、入ったッ！）」




　蛇の隙すき間まに身体からだを捻ひねり込み、剣を握にぎりしめ。その勢いのままに振り下ろされる檜垣の剣を弾はじき上げる。
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　無防備に身体を晒さらした檜垣の歯は噛がみする顔を見み据すえながら、剣を腰こし溜だめに引き戻もどし技へと繋げる。




　それは、一いつ閃せん。




　何の変へん哲てつもない唯ただの斬ざん撃げきなれど、極きわめに極めたその一閃はただそれだけで技スキルへと昇しよう華かされた『剣聖』のみに許された斬撃の極きよく致ち。

　それは『剣聖』にとっての通常攻こう撃げきでしかない。しかし、それがこの世界の中で技として成立しているのであれば、覚えてしまえるのが桜井 亨という男の異常性。

『偽ぎ称しよう・剣聖一閃』、剣聖の通常攻撃を放つことができる……ただそれだけの技。

　されどその威い力りよくは必殺。

　桜井が耐たえられぬ一閃に地力で劣る檜垣が耐えられる道理はなく。間合いに入り込んでしまった檜垣の命運は、もはや尽つきたと言っても過言ではない。

　だからといって、檜垣が諦あきらめる理由などはない。その命運を覆くつがえさんと剣を握る。

　思考が加速し世界が速度を落とす。脳の奥底でバチリと何かが弾ける音が鳴り、窮きゆう地ちを逃のがれんと力が湧わき上がる。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからによる強引な駆く動どうは跳はね上げられた剣を引き戻すに足る膂りよ力りよくを発揮するものの、筋力のリミッターを外したその力は内部から自らの筋肉を断裂させる。




「ォォォォオォォオッッ！！！」




　獣けものの如き咆ほう哮こうと共に、放たれたのは９匹目の蛇焔。

　ゲームには存在しなかったそれに桜井は目を見開く。

　技の体勢に入ってしまったがためにもはや回避も、防ぼう御ぎよも、不可能。




「──なっ!?」




　桜井は為なす術すべ無く炎の大だい蛇じやに飲み込まれ、それを見た檜垣が勝利の笑えみを浮うかべた。

　大蛇が大地に直撃し、爆ばく散さんする。巻き上がる土つち煙けむりの中で檜垣は剣を構えて警けい戒かいする。

　１秒……２秒……そして３秒。追撃も、そして何かが動いた気配も感じ取ることができなかった檜垣は剣を取り落とすように構えを解いて、息を吐はいた。




「……ハァ……ハァ……」




　強かった。だが自分のほうがより上だった。いや、彼との戦いを通して自分は更さらに強くなった。

　存在しなかった９匹目の蛇焔を放つことができたことがその証明であり、相手を殺したことで晴れた気持ちも相まって、心中には僅かばかりの感謝の念が浮かんでいた。

　不ふ愉ゆ快かいだった、それこそ吐き気がするほどに。

　しかし今となっては剣聖の背に近づくための試し金きん石せきとなり、そして踏ふみ台となってくれたではないか。

　この９匹目の蛇をものにすることができれば、さらなる高みへ、あの一ひと太た刀ちへと近づくことができるだろう。そう考えると今にも小こ躍おどりしそうになる。




　そんな檜垣の身体を、銀閃がスルリと通り抜けた。




「………………は？」




　土煙のカーテンの先から放たれたそれは、憧どう憬けいの中に残された刃やいばと寸分違わぬ美しさを有していた。

　斬きられたという自覚はあれど痛み無く、されど止め処どなく流れる鮮せん血けつの海に檜垣は崩れ落ちた。

　驚きよう愕がくに見開かれたその視線の先には黒くろ焦こげとなった一人の男だったものが、剣を振り抜き立っていた。




「そん、な。嘘うそ……!?」




　確かに自分は蛇によって桜井を焼き殺した。

　しかし事もあろうに桜井は、死した後に剣聖の一太刀を放ってのけた。

　桜井に言わせたならば「既すでに始動しているモーション中にＨＰが０になろうとダメージによる『怯ひるみ』が入らなかったため、その動きがキャンセルされずに実行されたのではなかろうか」と仮設を立てただろう。たとえそれが真しん偽ぎ不明の偶ぐう然ぜんの産物であったとしても、少なくとも理解できる道筋は立てられる。

　だが檜垣にはそれがわからない。わからないからこそ、只ただ々ただ驚おどろき続けるしかない。

　彼女の新たな蛇焔が気合の産物であるとするならば、その一太刀は理外の産物。

　ありえぬ故に信じ難がたく、されど現実に起きてしまった以上信じる他ほかにない。頭ではわかっていても心がついていかず、納なつ得とくする間もなく命の水が流れ出ていく。




　桜井 亨。檜垣 碧。両名ここに相あい討うった。

　河か川せん敷しきに残され転がる骸むくろに、彼らの魂たましいは欠片かけらたりとも残されていなかった。








幕間　それは正しき者









　生まれ落ちた世界がＲＰＧゲーム、「フロンティア・アカデミア」の世界であると気がついたのは物心ついた時だった。

　このゲームは据すえ置き機と生まれて間もないＶＲ機器の２つの形態で販はん売ばいされた意い欲よく作であり、描かれる物語は同じであってもその視点の差によってゲーム性に変化が存在したり、キャラクターから受ける印象が違ちがったりするという点で話題を呼んだ作品だ。

　そんな世界の主人公である少年『天あま内ない 隼はや人と』として第二の生をうけた俺は、後の事を考えて学園入学前に早めのレベル上げをすることにした。

　今後、原作通りに進むのであれば入学して一ヶ月後には魔ま人じんとの邂かい逅こうが控ひかえている。

　ゲームで言えば最初のボスではあるが、現実となったこの世界では死んでしまったらリトライなどできるはずもないと考えていいだろう。

　俺は学園入学前に可能な限りのレベル上げを行い、本来はレベル１でスタートする入学時期には、既にレベル18という状態でスタートダッシュを決めることに成功した。




「土ど龍りゆうの籠こ手ても手に入ったし、ちょっと防御力を重視し過ぎかと思うけど安全マージン取るに越こしたことはないよな」

「ん？　隼人、なにか言った？」

「あぁいや。ダンジョンの第１層が思ったよりも楽に終わって少し拍ひよう子し抜ぬけしてたから、ちょっと気を引き締しめなきゃなって」

「隼人は相変わらず生き真ま面じ目めというか慎しん重ちようねー」




　学園へと向かう途と中ちゆう、隣となりから話しかけてきたのは原作ヒロインの一人である幼おさな馴な染じみの『赤あか野の 玲れい花か』だった。

　ツーサイドアップにした赤色の髪かみ。目鼻がバランスよく配置された端たん正せいな顔立ち。

　浮かび上がる表情の数々は勝ち気な印象を持たせながらも、強い愛あい嬌きようを感じさせる活力を備えている。

　精神的にも自分より大人びているようで人付き合いも上手うまく、クラスの中心に立つわけではないが密ひそかな人気を得るような少女と言えるだろう。




「学園生とは言え、冒ぼう険けん者は命がけなんだから当然だろ？　馬ば鹿かな失敗して痛い目みるのは嫌いやなんだよ」

「それもそうだけど、あんまり神経質になりすぎてもしょうがないし。気楽に行きましょう気楽に。学生の内に失敗しておくのも経験とか言うでしょ？」




　失敗したら壁かべが壊こわされて国が滅ほろびかねないんだよな……等ということは決して口にすることができず、思わず憂ゆう鬱うつなため息を吐つく。

　それを見た玲花が笑みを浮かべて「気合が足りないぞー！」と背中をバシバシ叩たたく、これが何時いつもの俺たちのやり取りだ。




「（俺が物理アタッカー。玲花がメイン魔法でサブ回復。回復とバフを任せられるエセルとは問題なくパーティを組むことができたし、戦せん闘とうリソースを節約するためにもう一人物理アタッカー……できれば属性攻撃持ちを仲間に加えたいな）」




　今この場には居ないが俺の仲間には『エセル・タイナー』というエルフ族の女子生徒がいる。

　彼女も原作ヒロインの一人であり、彼女が扱あつかう神聖魔法は今後の魔人との戦いにおいて非常に戦力になる。

　特に不死種の魔物に適合した魔人を相手にする時には彼女が居るか居ないかで難易度が大きく変わるほどだ。




「（候補で言えば最高なのは檜ひ垣がき 碧あお先せん輩ぱいだな。あの火力は戦いが後半になればなるほど魅み力りよく的だ。加入時期が遅おそいのが問題だけれど、原作開始時点で特定のパーティに所属せずソロで活動していたはず。交流を深めれば早めに加入……少なくとも剣けん術じゆつスキルの歩法系だけでも教わることができたなら……）」




　檜垣 碧は原作におけるヒロインの一人だ。

　学園の秩ちつ序じよを守る風紀委員長であり伝説の冒険者であったという『剣けん聖せい』の唯ゆい一いつの弟で子し。

　真面目な性格で誇ほこりを持ち、生徒たちの規き範はんとなる行動を心がけている人物でありながらも、プライベートな面では少々天然な部分も存在する愛嬌のあるキャラクターだ。

　そんな彼女が仲間に加わればこの先の戦いも楽になるだろう。

　天内は脳のう裏りにそのようなことを考えつつ教室に到とう着ちやくした。すると何やら教室内が騒さわがしいことに気がつく。

　玲花もその妙みような雰ふん囲い気きに気がついたのだろう、率先して近場の女子生徒に話しかけて情報を集めだした。




「おはよう八や代しろさん。ねぇ、何だか騒がしいけど。どうかしたの？」

「あ、赤野ちゃんおはよう。赤野ちゃんは風紀委員長の檜垣さんって知ってる？」

「部活説明会でずっと武器を抱かかえてたあの人のこと？」

「そうそう。何でもあの人、誰だれかと戦って今や意識不明の重体だって……」

「はぁ!?　ちょっとその話詳くわしく!!」

「わ!?　隼人どうしたの？」




　檜垣 碧が意識不明の重体!?　そんなイベント聞いたことないぞ!?




「詳しくと言われても噂うわさ程度しか知らなくて。何でも男性生徒とトラブルを起こしたせいで大きな傷を負って、今は病院で寝ねたきりになってるって話みたいよ」

「マジかよ……どうなってんだ……」

「隼人、風紀委員長とは知り合いだったっけ？　気になるなら今度お見み舞まいにでも行ってみる？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。面識があるわけじゃないから行っても門もん前ぜん払ばらいになるだろうし」

「そっか。でも風紀委員も大変よね、そんなに治安悪い学園には思えないんだけど」

「相手の男子生徒について何にもわからないってのも不思議よねー」




　玲花はそのまま八代さんとの談だん笑しようを始め、お礼と共にそこから抜け出した俺は席に着いて窓から空を見上げながらも、内心気が気でなかった。

　それは自身が知らないイベントが起きたからというだけでなく、自分の知らない所で原作の流れをおかしくさせる存在が居るかも知れないという可能性が出てきたからだ。

　仮に一部の重要キャラに対して致ち命めい的な出来事が起きてしまった場合、それはそのままゲームオーバーに繋つながりかねない。

　自分が関かかわれない場所でそれが起きてしまうというのは、この物語戦いを乗り越えるにあたって何としてでも避さけなければならないだろう。




「（ちょっとレベル上げは控えて、原作キャラクターたちとのコミュニケーションを優先するか。少なくとも顔つなぎだけは済ませておいたほうがいいかもな……）」




　俺は現在接せつ触しよく可能なキャラクターのこととそのエピソードを思い出しながら、檜垣 碧が無事学園に戻もどってきてくれることを祈いのるばかりだった。








第四章　レベルバカと冥めい府ふの塔とう









　皆みんな知ってるかな？

　実は冥府の川辺で石を積み上げていると河か原わら鬼おにという魔物が出現して石を崩くずしに来るんだ。

　この時に積み上げた石を囮おとりにすれば鬼の無防備な背中の後ろに回ることができ、後はバックスタブで始末することで安全にレベリングができるんだぜ？




「お前は素す直なおに悔くい改めるということができんのか」

「祈っても信しん仰こうレベル上がらないんだよ。だったら現世利益レベリング優先するわ」




　累るい計けい５体目の河原鬼を始末した俺は檜ひ垣がきの言葉にそう言って返した。

　昔、知る限りの神々全すべてを称たたえれば信仰スキルの経験値を一気に取得できるんじゃないかと思って試ためしてみたが、完全に無意味に終わったことがある。

　せっかく時間をかけて全神格をミックスした前衛的偶ぐう像ぞうを自作してやったというのに酷ひどい話だ。




　ともあれ皆さんご機き嫌げん麗うるわしゅう。レベリング大好き桜さくら井い 亨とおるです。




　今、俺は死者の集まる一大娯ご楽らく施し設せつもといダウンロードコンテンツの追加ステージ『冥府』へとやってきている。

　原作では物語中ちゆう盤ばんで魔ま人じんとの戦いで傷つき意識不明となった主人公の魂たましいが迷い込み、追加ヒロインと共に現世に繋がる塔を登りきって蘇そ生せいを目指す物語が紡つむがれる場所だ。

　そんな場所に何で俺がいるかと言うと、概おおむねこの隣に居る檜垣碧メンヘラクソアマに絡からまれて殺されてしまったせいなのだが、まさか死後の世界が実装されてるとは思わなかった。




「ところで殺したと思った相手に余よ裕ゆうぶっこいてたら遅延デイレイ攻こう撃げきで殺された檜垣さん」

「ふんっ」

「あああああ！　鬼を殺すために積み上げてた俺の石の山がああああ!!」

「命に対する不敬極きわまりないなお前」




　くそ、これから仕方なく建設的な話をしてやろうと思ったのにこの野や郎ろう！　そんなんだからジジ専拗こじらせるんだ!!

　大体なんだよあの９匹ひき目の蛇へび焔ほむら！　あんなんゲーム時代無かったやろ！　ずるい！　卑ひ怯きよう！　俺にも教えて！　馬鹿！




「それで？　カッコよく前に進んだら全身消し炭にされて、見事私の成長の踏ふみ台にされた一番弟子殿どのは何を言おうとしたんだ？」

「お前一々人のことディスるの止やめたほうがいいと思うよ？」

「投げてすぐ戻るブーメランの達人かお前は。用件を早く言え」

「現世に蘇よみがえる方法あるんだけど一人だと面めん倒どうだから暫しばらく手を組もうぜ」




　小一時間悩なやんで、物もの凄すごい嫌そうな顔とヒキガエルのように濁だく音おんの混じった引き気味の声でやっと了りよう承しようを告げたこの女の姿を、俺は生しよう涯がい忘れることはないだろう。檜垣くんが返事をするまで４体の河原鬼が犠ぎ牲せいになりました、反省してください。

　そういう訳で俺と檜垣は川辺を後にして、冥府の主あるじが住まう水すい晶しようの城ニブルヘイムへと足を向けることとなった。

　そして夜遅おそく、営業時間外のニブルヘイムに辿たどり着いた俺たちは見事警備員にとっ捕つかまり反省室に叩たたき込まれたのである。




「とりあえずは安全な宿を確保できたな」

「雨あめ露つゆ凌しのげる場所だが檻おりという点で全てが台無しだ」




　仕方ないじゃん、営業時間外に押しかけたんだからさ。

　檻くらいなんだ、人類死ねば皆が罪人なんだから気にすんなって。それにお互たがいに人殺しでもあるんだから、お似合いっちゃお似合いだろ？　俺のほうは正当防衛を主張するが。

　ちなみに水晶の城ニブルヘイムの営業時間は朝９：30から夕方17：30までだ。今から一ひと眠ねむりすれば朝一の列に並べるだろう。どうやこの完かん璧ぺきなタイムスケジュール！

　なお他ほかの施設にも営業時間が存在している。そんなんだからユーザーに娯楽施設扱あつかいされるんだよ。冥府とは一体……？




「はぁ、もう良い。考えがあるならひとまずはお前の方針にしたが…………付いて行く」

「そこまで嫌いやな顔しなくてもいいじゃん」

「嫌なものは嫌だ。それで？　ニブルヘイムとやらには何をしに行くんだ？」

「ポイントカード貰もらいに……まて、剣けんを下ろして話を聞け。というか何で武器没ぼつ収しゆうされてないんだお前」

「男と同室で寝るならば何か身を護まもる物が欲ほしいと丁重にお願いしたら返してもらえたぞ」




　女の特権フル活用かよコイツ。後、何で丁重にを強調した。

　まぁ、ただ協力しろと言われても意味不明だろうし、流石さすがにちゃんと説明しなければコイツも納なつ得とくしないだろう。

　一時的にとは言え共同戦線を張るのであれば、情報の共有はしておかなければならない。




　では原作に沿いながら説明しよう。

　まずこの世界における冥府とは、現世に強い未練を持った死者の魂が集まる更こう生せい施設だ。

　ゲーム内で説明された内容によると、強い未練を持った魂は様々な理由で汚けがれており、そのまま輪りん廻ねへと入ると魂の転生システムに負荷をかけてしまう。

　一つ一つは小さな汚れだが塵ちりも積もれば山となるように、それらを浄じよう化かしないでいると現世に新たに送り出される魂が弱まり、それに釣つられて肉体までもが虚きよ弱じやくになるそうだ。

　肉体が虚弱になってしまえば死と転生のサイクルが早まると共に、その種の寿じゆ命みようの上限が削けずられていく。行き着く先は種の死し滅めつであり、人間だけでなく多種多様な生物からの信仰を得て存在を確立する神々にとっては都合が悪い。

　そこで人類の魂を管理する冥府の神アヌビスはこの事態を解決するために魂の汚れを事前に落とす場所を作り上げた。

　それがここ、冥府だ。

　ニブルヘイム北欧神話に輪廻転生仏教の概がい念ねんぶち込んで、挙句の果てに管理者がエジプト神であることにツッコみたい気持ちはわかるが、そういう物だと受け取っておいて欲しい。




「なるほど。それで、魂の汚れ落としと私たちの蘇生がどう繋がるんだ？」

「魂の汚れってのは要は未練のことだ。そこでアヌビスは未練を解消することが汚れ落としになると考えたわけだ」

「道理と言えば道理だが……そんなこと成立させられるのか？」




　疑問はご尤もつとも。

　もしこれが単純に未練に対して相応の快楽を用意するとかいうものであれば、人間は際限なくそれを求め続けて結果的にその未練を更さらに肥大化させるだけだろう。




「そこで考えたのがあの窓の外に見える塔だ。ほれ、乗れ」

「あ、あぁ……なるほどあれか」




　四よつん這ばいになった俺の背に乗り、鉄てつ格ごう子しの嵌はめられた小窓から外を確かく認にんした檜垣が納得したように呟つぶやいた。

　きっと彼女の視線の先には、天まで伸のびる巨きよ大だいな塔が見えているのだろう。




「そこから見える塔は人の未練を収集し、神造魔物を作り上げる。アヌビスはその魔物を死者に倒たおさせて、それに応じた報ほう酬しゆうを与あたえることで魂の汚れを掃そう除じするシステムを作り上げたわけだ」

「なるほど。魔物となった未練を死者に消させて、代わりに蘇生という報酬を与えるわけか」

「そういうこと。意外と飲み込み良いなお前」

「意外とは余計だ」




　そう言いながら檜垣は俺の背から降り、踏み台にしていた俺の背を優やさしく叩いて汚れを払はらい落とした。

　それが自然に行える辺り根本的には善人なのだろうが、おじさんが絡むと凄すさまじく拗れるのは一体全体どうしてなのか？　女心と秋の空ってこういう事？　いや絶対違ちがうだろ。




「読めてきたぞ。お前の言ったポイントカードとは塔でどれだけの魔物を倒したのかを記録するものであり、蓄ちく積せきした結果に対する報酬として現世への蘇生が含ふくまれているわけだな？」

「そういうこと。なのでまずは朝一でアヌビスに会って徳々カードと塔への入場許可を得なきゃならんわけだ」

「徳々カードって……」

「ネーミングに関する文句は神々メーカーに言ってくれ」




　なお、原作では冥めい府ふに点在するイベント施設でミニゲームを行うことでもポイントを貯ためることができた。

　ただ増加するポイントは塔とうと比べると微び々びたるものであり、実際には息いき抜ぬきとアイテムを取得するだけのような場所だ。気が向いたら行くかも知れないが、今の所予定はない。




「つーわけで寝ねた寝た」

「ベッドが一つしか無いぞ」

「お前以外に誰だれが使うんだよ、考えるまでもないだろうが」




　今日はあんまりレベリングできなかったから不完全燃焼だ。こういう時は一度眠ねむって諸もろ々もろ忘れるに限る。

　俺は適当に敷しかれた毛布の上に寝転がり目を閉じる。

　眠りにつくまでの間、背後のベッドで横になっている檜垣が身じろぎする音にやや警けい戒かいしながらも、ゆっくりと睡すい魔まに身を任せた。




　で、翌日。早朝のニブルヘイムにて。

　原作における主人公とアヌビス神の会話文を一から十までその場で諳そらんじたら、周りに居た側近さんたちとかにクッソ気味悪がられた。

　でも冥府のシステムを理解していると判断されて、スムーズに徳々カードと塔への入場許可を貰えたので、きっとアヌビス様は良い神様だと思います。




「さて、出所を済ませた俺らには生活拠きよ点てんがありません。なのでとりあえず拠点を手に入れなければならない」

「そうだな。それに装備も整えねばならないし、塔の魔物に関する情報収集もしなければな」

「なので役割分担をします」

「聞こう」




　俺、塔に突つっ込む。

　お前、お家見つける。




「完璧」

「何ど処こがだ！　塔に挑いどむための諸々の下準備だというのに自殺しにいくつもりか!!」




　うん、まぁ、その反応はわかる。

　風紀委員長である檜垣は未知の領域に存在する魔物に警戒を高めているのだろう。

　もしかしたら過去に壁へき外がいで魔物に襲おそわれた出来事も慎しん重ちようさに拍はく車しやをかけているのかもしれない。

　更に言えば物事に挑ちよう戦せんする前に情報収集を行い、それを元に準備を整えることはゲームだろうが現実だろうが重要なので彼女の反応は何もおかしくはないだろう。

　でも僕、塔に出てくる魔物の種類と弱点、それに固定配置に内部マップとか諸々全部覚えてるんですよ。

　じゃあ情報収集必要ないじゃん？

　剣一本貰えればなんとかなるし、塔の中にある宝箱まで敵ガン無視で進めば武器も手に入るから買い物も要いらないじゃん？

　そうなると必要なのは食料と寝るためのお家なのだが、16時間ぶりのレベリングの機会をそんな些さ事じに時間を取られたくない……ないんですよ!!




「よしわかった、じゃあ俺は情報収集してくるから檜垣には拠点探しをお願いしたい。俺みたいなモロ新入生のような奴やつより、ある程度学園で実績もあって地に足の着いてる様子のお前のほうが対人能力高いだろうしな」

「最初からそう言えば良いだろうに。それで、集合はどうする？」

「あー……一ひと先まずは昼過ぎに広場辺りで進しん捗ちよく確認？　できればその時までに小こ銭ぜにくらいは稼かせいでおくから、それを元手に拠点にできそうな場所のピックアップを頼たのむわ」

「良いだろう。それじゃあ後でな」




　そうして俺たちは別れ、俺は檜垣の背が見えなくなるまでしっかり確認すると、裏路地を通って駆かけ足で塔へと向かう。

　俺が「レベル47というのは原作ゲーム中ちゆう盤ばんの折返し地点に入る時期くらいのキャラクターレベルである」と言ったことを覚えているだろうか？

　物語中盤とはキャラクターのレベルが40～60程度あれば攻こう略りやくできるように設定されている部分だ。

　なのでゲーム中盤まで進んでいる前提のダウンロードコンテンツである冥府もまた、レベル40～60もあればクリアできる難易度に設定されている。

　それに合わせて塔の中に出てくる魔ま物ものたちもレベル50前後あれば偶たまに苦戦することはあれど、問題なく倒すことができる連中しか出てこない。

　つまり、冥府の塔とは現在のレベル帯における適正な魔物たちの巣そう窟くつ──それが意味するところは魔物の経験値が美味うまい現状最高効率レベリングダンジョンということである！




「オフ……オッフォ！　ひひひ、待ってろよ魔物共！　俺が！　大義名分と正義と経験値と経験値の為ために！　今から昼のタイムリミットまで狩かるだけ狩って、俺の糧かてにしてあげるからね！　うっひょー、テンション上がってきたァ!!」




　道中、ガラの悪い同業者を襲い適当な短たん剣けんを手に入れた俺は抜ぬき身の刃やいばを握にぎりしめて塔へと駆け込んだ。背後から制止を告げる門番の声が聞こえるが知ったことではない。

　そして脳内の地図に従い走り抜けた先には完全武装のミノタウロスの集団が。

　目もく論ろ見み通り魔物と接せつ触しよくすることができた俺は、短剣を逆手に持ち意い気き揚よう々ようと飛びかかる！




「５体で合計経験値６１４０だァ!!　一匹ぴきたりとも逃のがさんぞぉぉォォオッ、ヒョイ!!」




　一先ず昼間までに２０００体を目標に頑がん張ばろう!!

　そう目標を定めた俺は、視覚化されていく経験値に頬ほおをこれでもかと吊つり上げつつ、短剣を振ふり下ろしミノタウロスたちに突き立て続けるのであった。




　　　　※




「桜井は一体何処に居るんだ！」




　昼時、拠点となり得る場所をピックアップしていた檜垣は集合場所の広場にやってきていた。

　しかし待てど暮らせど桜井は姿を見せない。苛いらつきが積み重なり、周囲の目も顧かえりみずに怒いかりの声を出す。




「（あいつ……まさか塔に？）」




　ふと思っただけのことだが、短い付き合いの中でも彼が基本的にバカであることはなんとなく悟さとっていた。

　もしかしたら彼は自分を遠ざけて一人で塔に挑んでいるのかもしれない。

　思えば最初の役割分担の時も、何の準備もすることなく塔へと挑もうとしていた。

　考えれば考えるほどにそれは確信となっていき、檜垣は塔へと駆け出していた。

　彼のことが心配だという気持ちよりも、自身のことを謀たばかったことに対する怒りのほうが遥はるかに強く大きく。見つけ次し第だい、痛い目に遭あわせてやろうと決意していた。

　こんなにも他者に対して暴力的になっているのは自分自身らしくないと思いながらも、後ろめたさ等は欠片かけらも存在しなかった。




　塔の前に行くと何やら人ひと垣がきができているのが目についた。

　人々（というより死者たちのほうが正しいのだろうか？）の様子を見るに平時の様子とは言い難がたい雰ふん囲い気きであり、そうなると思いつく原因が一名ほど浮うかび上がってくる。




「すまない。何か起きてるのか？」

「ん？　なんでも塔に新種の魔物が出てきた上に内部で魔物同士の殺し合いが起きているらしいぞ。そのせいで塔のシステムがおかしくなってるから調べるために今から塔を封ふう鎖さするんだとよ」

「一体何をしでかしたんだアイツ……！」

「うん？　あ、ちょっと。おい嬢じようちゃん!!」




　檜垣は人ひと混ごみをかき分けて塔へと向かった、間ま違ちがいなく桜井が内部で何かをやらかしていると確信した檜垣は人目を盗ぬすんで塔へと侵しん入にゆうする。

　兎とにも角にも見つけ出してほとぼりが冷めるまで一度身を隠かくさねばならない。この騒そう動どうを引き起こした犯人であると露ろ見けんしたことで蘇そ生せいへの道が遠ざかるのは非常に困るのだ。

　そう意気込んで塔へと踏ふみ込んだ檜垣が見たのは魔物の屍しかばねの山だった。

　現世の魔物と違って塔の魔物たちは人の未練というエネルギーが魔物の皮を被かぶっているだけの存在であるため、普ふ通つうであればその死し骸がいは風に流れる灰のように溶とけ消えると聞く。

　もちろん目の前に転がる魔物たちも徐じよ々じよに宙に溶け始めているのだが、無造作に転がる死骸の山は、その多さも相まって灰色の砂さ塵じんとなり視界を閉とざしてしまっている。

　しかもその砂塵の先に耳をすませば、聞こえてくるのは魔物たちの断だん末まつ魔まの連続だ。

　一切途と切ぎれることなく聞こえ続けるその声の元に、檜垣は剣けん聖せいの剣を握りしめてゆっくりと向かっていく。

　その先で目にしたのは、数打ちの直剣を手に魔物を一方的に狩り続ける桜井の姿であった。




「リポップおせーぞォ！！！　人の未練がこんなに少ないわけねーだろ!!　もっとガンガンかかってこいやァッ!!」




　正気の欠片も見えない笑えみは口元が引き攣つる程ほどに吊り上がっており、そこから上がる高笑いと共に、作り出されたばかりの魔物の首を難なく斬きり飛ばす。

　即そく座ざに大地を蹴けって横合いから差し込まれた槍やりを躱かわし、その柄えを掴つかみ、力任せに引き寄せながら裏うら拳けんのように突き出した剣で槍を掴んだ魔物の手を斬り落とす。

　魔物を殺す度たびに漏もれ出る笑い声が周囲に響ひびき渡わたり、爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみはこれでもかと大きく見開いたまま瞬まばたきもしない。

　確かにこれでは見ようによっては新種の魔物と言われても文句は言えないだろう。




　だがそんなことはどうでもいい。問題は彼の放つ斬ざん撃げきだ。




　それは憧どう憬けいの中にある美しき、そして狂くるおしいほどに愛して止やまない『剣聖』の一ひと太た刀ち。

　自身の命を奪うばわれた時は反撃されたという衝しよう撃げきと、彼にできるはずもないという思いから、心に一いち抹まつの疑念は持っていたものの信じることをせずに抑おさえ込むことができていた。

　しかし今、現実として桜井はその一太刀を放っている。

　それはよく似た何かなどではない。自分がそれを見間違えるハズもなく、見誤ることなど絶対にない。

　だからこそ桜井の一いつ閃せんは『剣聖』の一太刀と完かん璧ぺきと言って過言ではないほどに同様のものであり、檜垣はまるでそれが生き写しかのように目に映る。




　呆ぼう然ぜんと、立ち尽つくし。







「──────貴様ァァァアアァァァァアッッッ!!!!」







　心しん火かが燃え上がり激げき怒どした。




『剣聖』でないものが『一閃』を振るう。自分ではないものが『剣聖の一閃』に手をかけている。

　自身の憧憬に吐と瀉しや物を吐はきつけられ土足で踏みにじられたかのような、邪じや悪あくかつ醜しゆう悪あくなその所業に檜垣の全身全ぜん霊れいが怒り狂う。

　冥めい府ふでの全すべてのやり取りと目的が頭から完全に消し飛んだ檜垣は迷うことなく桜井へと火ひ剣けんを向ける。燃え盛さかる炎ほのおを身に纏まとい、それを推進力に放たれる刺し突とつが桜井の背後へと吸い込まれていく。




「あぁん!?」




　対して一種のトランス状態となり深い集中力により感覚を研とぎ澄すませていた桜井がその奇き襲しゆうに反応しグルリと顔を向ける。

　彼は迫せまりくる刺突に対して即座に近場の魔物の足を握りしめ、その剣先を側面から殴なぐりつけることで軌き道どうを変へん更こう、その勢いのまま壁へき面めんへと突つき進む檜垣の背を追うように意い趣しゆ返がえしとばかりに火剣による刺突を放つ。




「チィッ！」




　檜垣は軌道を逸そらされた刺突をそのまま横よこ薙なぎへと変化させることで身体からだを転身させ、その勢いの一部を遠心力と共に剣に乗せ、背後より迫る桜井の刺突を弾はじき飛ばす。

　刹せつ那なの攻こう防ぼうの後、檜垣も桜井も自身に伝わる衝撃を和やわらげるように二度三度身体を回して対たい峙じした。




「テメェ……俺のレベリングの邪じや魔まするとはどういうつもりだッ！」

「黙だまれ黙れ黙れ！　その剣は、その斬撃は先生のものだ！　何な故ぜお前が！　何で!?　どうして!?」

「邪魔するくらいなら経験値サンドバッグにしてやるよクソアマァッ!!」

「貴様ァァァッッ!!」




　ここに至って両者ともに当初の目的など忘ぼう却きやくの彼方かなた。

　もはやお互たがいに眼の前の外敵を排はい除じよすることしか思考になかった。




　桜井 亨　VS　檜垣 碧あお。

　その第二ラウンドは塔とうの魔物たちを含ふくめた三みつ巴どもえとなり狂きよう乱らんの宴うたげと化していくのであった。




　　　　※




　アイリス・ニブルヘイムは冥府の秩ちつ序じよを守る警護役の一員だ。

　白味のある褐かつ色しよくの肌はだに背まで伸のばした銀の髪かみ。

　すらっとした長い手足に胸から腰こしまでを理想的な曲線で描えがいているくびれのライン。

　その女性らしい肉体を包むのは胸を締しめ付けるチューブトップとマイクロミニのホットパンツのみ。幾いくつかの装そう飾しよくで民族衣い装しようのように成り立っているが、実質それは下着姿にも等しい露ろ出しゆつ度どを誇ほこっている。

　そんな扇せん情じよう的とも言える衣装を普ふ段だん着ぎとして着こなす彼女は、今や大おお慌あわてで塔へと走っていた。




「なんなんですか、なんなんですか!?　あんな『熱意』初めて見ましたよ!?　一体何がどうなっているのですか!?」




　彼女の目に宿る魔ま眼がんは心が発する熱意の度合いを、まるでサーモグラフィのように映し出す力を持っている。

　冥府にも物事に対する強い熱意故ゆえに悪行へと走る者や、過激な思想と共に破は壊かいを撒まき散らさんとする者は少ないながらも存在している。

　そのような人物たちは身体から溢あふれ出るほどの熱意を宿していることが多いため、見るだけで人知れず危険人物をマークすることが可能なこの能力は、周囲に重宝されていた。

　熱意は強ければ強いほどに赤く、そして熱く感じる。

　そんな力を持つアイリスの視界の中で塔が突とつ如じよとして膨ぼう大だいな熱意を放ったのだ。

　今までの生しよう涯がいで感じたことがないほどに強い熱意は塔の中腹から全体を包むように広がっており、彼女はまるで塔が大炎えん上じようしているかのような錯さつ覚かくさえ覚える。




「どうしたのですか、一体何があったのです!?」

「あぁ、アイリス様！」

「様は止やめて下さい！　私も警護役の一員です！」

「失礼しました。実は新種の魔物が出たという報告が──」




　アイリスは先んじて塔を封鎖していた警護役たちからの報告を受け、その認にん識しきが誤っていると断じた。

　あの熱量は魔物が出せるものではない。魔物は何ど処こまでも等身大の破壊衝しよう動どうと生存欲よつ求きゆうへの執しゆう着ちやくしか持たない。遠目に見えるほどに膨大な『熱意』をその身に宿すことができるのは、知性がありその欲よく望ぼうに果てのない存在だけだ。

　自身の経験からそう判断したアイリスは、周囲の警護役にも聞こえるように声を張り上げる。




「彼処あそこまでの熱量を魔物が出すことはありません、居るのは新種の魔物ではなく人間です！　応おう援えんを呼んで下さい！　私は先んじて確かめに向かいます！」

「アイリス様!?　ダメですお一人でなんて!!」

「だから様は止めて下さい!!」




　愛用している折りたたみ式の長棒を握にぎりアイリスは塔を駆かけ上がる。

　道中に転がる魔物の死し骸がいとそこから発生する灰の砂さ塵じんが視界を阻はばむが、通路を通じて伝でん播ぱする熱意が行くべき道をしっかりと指し示してくれている。

　そしてアイリスが辿たどり着いた先では一組の男女が焔ほのおを纏いながら殺し合っていた。




「「オォォオオオオォォァァァァァァッッッ！！！」」




　片や狂乱と共に剣けんを振ふるう男。

　片や憤ふん怒どと共に剣を振るう女。

　ぶつかり合う炎と彼らの身から溢れる熱意が、周囲の魔物の灰を巻き取りながら暴風のごとく暴れ狂っている。




「（これは、不味まずい！）」




　冥府では稀まれに、現世への復活に興味を持たない者が現れる。

　塔での活動は冥府が死者に与あたえる仕事と言って良いだろう。

　一いつ般ぱん的な死者は現世への蘇そ生せいといった破格の報ほう酬しゆうがあるからこそ仕事に精を出している。

　対して未練を肥大化させる者は現世への回帰など考えておらず、使命感や趣しゆ味みで冥府での活動を続け、悦えつ楽らくを得る者が多い。何かの活動家や芸術家など自分の世界に深くのめり込んでいる人物はこの様な者になりやすい傾けい向こうがある。

　未練がある者にただ悦楽を与え続けても、彼らの未練が肥大化していくだけで魂たましいの汚けがれを浄じよう化かさせることには繋つながらない。

　それを前提として仕事と報酬の形を取ることで、魂の汚れを死者に浄化させるシステムを構築したのがこの冥府だ。

　故にその全てをレベル上げの舞ぶ台たい装置として捉とらえる桜井 亨という男は、無報酬で永遠と働きながらも自分の未練を肥大化させていく奇き妙みような人物と言えるだろう。

　結果として桜井によって鏖おう殺さつされた魔物たちの屍しかばねが塔の浄化機構をパンクさせ、それを知らず魔物を殺し続ける桜井が更さらに戦い続けることで塔のシステムに負荷をかけ続ける。

　そしてそこに踏ふみ込んだ檜垣が桜井に激げき昂こうしたことをきっかけに彼を邪魔する存在として立ちはだかったことで、塔の魔物を巻き込んだ激しい戦せん闘とうが開始。

　ヒートアップし続ける二人の戦いによって発生するシステムの負荷は増加の一いつ途とを辿る事態へと発展してしまっていた。




「（燃え上がる心と過度の未練が合わされば、行き着く先は魂の消失！　そうなってしまったら、もうどうしようもない!!）」




　魂があれば、新たなる命へと転生することができる。

　だが魂が燃え尽つき消失してしまったならば、その先にあるのは本当の意味での死が訪おとずれる。そうなれば、無の世界を揺蕩たゆたう虚きよ無むの一員として、未来永えい劫ごう苦しみ続けることとなる。

　そんな結末は死者を更こう生せいさせるための冥府の一員として、アヌビス神の血に連なるものとして見過ごすわけにはいかない。




「冥府の主あるじ、アヌビス神よ！　我が身はその背に続くものなれば、今一時その神しん威いをお貸し下さい！」




　未いまだ殺し合う二人を見み据すえ、アイリスは杖つえに見立てた長棒を掲かかげ神へと祈いのる。その先せん端たんには小さな水球が生まれ、中央には小さな光が灯ともった。

　彼女は空中をかき混ぜるように棒を動かし、周囲の砂塵を水球へと集め始めた。砂塵を取り込んでいく水球はどんどん肥大化していき、視界がクリアになる頃ころには彼女の身長の倍はあろうかと思うほどに巨きよ大だいな水の塊かたまりが作り上げられていた。

　中央の光は集めた未練をアヌビスの下もとに送り出し、残された水球をゆっくり振りかぶると──




「いい加減に、しなさぁぁぁい！！！」




　──争い合う二人にその水球を叩たたきつけた。




　爆はぜた水球は通路を満たすほどの津つ波なみを引き起こし、桜井と檜垣の二人を纏まとう炎ほのおもろとも飲み込んでいく。

　波が引き、その身体を壁かべに叩きつけたことで気を失った桜井と檜垣を見て、アイリスはひとまず二人の熱意が収まったことを確認して一息つく。

　後は応援が来るまでこの二人を逃のがさないようにすればよいだろう。
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「はぁ……一体何でしょうこの子たち。あそこまで燃え上がるような熱意、初めてですよ」




　厄やつ介かいなことに首を突つっ込んでしまったかと思いながらも、あれ程ほどの熱意を生み出しぶつかり合う事情に興味が無いと言えば嘘うそになる。

　何だか複雑な心境と共にアイリス・ニブルヘイムは下からやってくる応援を待つのであった。










「それではこれから怒おこります。良いですね？」

「う、うっす」

「……はい」




　今、俺と檜垣は初日に叩き込まれた反省室でダウンロードコンテンツのヒロイン『アイリス・ニブルヘイム』を前に二人仲良く揃そろって正座していた。

　原作では快活で公正、それでいて世話焼きな年長者として人をグイグイと引っ張っていくタイプのキャラクターである彼女。

　そんな彼女が今や俺たちの前で腕うでを組み、その全身で「怒っています」とアピールしており、鼻息もわざとらしくフンスフンスと音を立ててその怒いかり具合を見せつけていた。

　正直、内心で可愛かわいいと思う反面。檜垣のように原作における性格との乖かい離りでエキセントリックな性格に豹ひよう変へんしているのではなかろうかと戦せん々せん恐きよう々きようとしている気持ちも強い。




「よそ見をしてないでまず私を見なさい！」




　怒られたので彼女を下から見上げる。格好がエロい。




「先ほど、お二人の事情はお聞きしました。蘇生を目的に塔とうへと挑いどむ……このことはなにも問題はありません。百歩譲ゆずって下準備もせず無む謀ぼうにも突とつ撃げきするのも自己責任の範はん疇ちゆうと言えるでしょう。そこは構いません……ですが！　お互たがいに余りにも身勝手な理由で殺し合いを始め、互いにそれを悪びれもしないとは言語道断!!　どれだけの人々に迷めい惑わくをかけたと思っているのですか!!」

「誠まことに申し訳ありません……」

「はぁ、すみませ──痛ァッ!?」




　とりあえず謝っておこうと声を出したところをアイリスに棒で叩かれる。

　ジクジクとした鈍どん痛つうを頭に受けながらも彼女を見ると、まるで脅おどすように右手に握った棒を左手の掌てのひらにペチペチと当て続けながら冷ややかな目で俺を見据えていた。




「桜井さん。とりあえず謝っておけばいい……なんて考えたでしょう？」

「はい」

「素す直なおなのはよろしい、ですがそれを発揮する場面は今ではないです。貴方あなたは全体的に自分本位過ぎます。他者へのリスペクトというものが感じられません。今までご学友等にご指し摘てきされたことはないのですか？」

「ご学友が居ませんでした」

「それは……その……いえ、貴方もしかして自分の鍛たん錬れんを優先して他者との関かかわりを自ら薄うすくしていませんか？」

「え、何でわかるんですか」

「おバカ!!」




　ポコンっ！　という音と共にまた頭に衝しよう撃げきが伝わる。

　引いてきた痛みが再発して思わず頭を抱かかえて呻うめいてしまう。




「好きなことがありそれに熱中するのは素晴らしいことですが、それ以外全すべてを蔑ないがしろにするなど余計な敵を作るばかりで無む駄だの極きわみ！　世の求きゆう道どう者しやがその行いを阻そ害がいされないのは彼らが世を排はい他たするのではなく尊敬と共に承しよう認にんし合って、社会との折り合いを付けているからです！」

「えぇ……面めん倒どうな……」

「[image: かっこ]俺は好きにやるから関わってくるな、その結果何が起きても関わってきたそっちが悪い[image: かっこ]なんて子供じみた理り屈くつが通用するわけないでしょう!!　貴方のお師し匠しよう様である『剣聖』殿どのも含ふくめて、あらゆる人々がその面倒なことを当たり前にやってきているんです！　貴方が社会から排はい斥せきされないのは、周囲が貴方の過あやまちに許しを与えているからであり、貴方はそれに甘え続けてるだけです！」

「なるほど……」




　ぐうの音も出ない正論だ。

　思い返せば確かに俺は今まで相当身勝手に過ごしてきた自覚はある。

　なるべく他者に迷惑をかけないように配はい慮りよしていたつもりだったが、学園ダンジョンに乗り込めるようになってからその意識は徐じよ々じよに薄れていたような気がしないでもない。

　だがしかしそれを素直に受け止められるかと言うと別で、頭ではわかっていてもどうにも心中にモヤモヤとしたものが湧わき立ち納なつ得とくができないでいる。




「どうにも納得できてないようですね。であればここは言い方を変えて、貴方の価値観に沿って欠点を指摘しましょう。貴方の言うレベルという概がい念ねんはしっかり理解したとは言いがたいので語ご弊へいを生むかもしれませんが、きっと使い方は間ま違ちがっていないはずです」




　俺の様子を見たアイリスはそう言うと、小さくコホンと咳せき払ばらいをして。

　ビシッと俺の顔に手にした棒の先せん端たんを突き付け俺の意識を向けさせてこう言った。




「貴方、対人能力のレベルが低いです。赤子のほうがまだマシですよ」

「────、────。」




　俺に対するクリティカルな言葉選びに、それを受け入れることを拒きよ絶ぜつしたい気持ちと、思い当たる節がありすぎて事実を認めなければならないという気持ちがぶつかり合い。

　俺は暫しばらく呆ぼう然ぜんと、フリーズし続けた。







「さて、次は貴方です」

「は、はいっ」




　視線を虚こ空くうに留めたまま、完全に動きが止まった桜井を放置し、アイリスは檜垣へとその矛ほこ先さきを向けた。




「目標としている人物に自分よりも興味を持たれている人がいる、その人物は自分よりも進んだ場所にいる。そのようなことに嫉しつ妬としてしまうことは何もおかしくないです」

「ですよね！」

「それを殺し合いにまで発展させてどうするんですかおバカ!!」

「痛ぁっ!?」




　檜垣は桜井と同じくやや強めに頭を叩かれ遅おくれてやってくる痛みと共に、目め尻じりに涙なみだを浮うかべる。

　アイリスの持つ棒はその魂こん魄ぱくに直接衝撃を与あたえる特とく殊しゆな武具であり、いくら外傷の痛みに慣れている人間であろうと魂たましいへの痛みに慣れている者はあまり多くない。




「憧あこがれの人に特別に思われたいし、自分が一番で居たい。そのために日々努力しているのに何でコイツが！　……そんな気持ちになるのは何もおかしなことではありませんし、許せないと思うのも致いたし方ないことでしょう。しかし、その嫉妬の炎を他者への攻こう撃げきに向けるなど呆あきれに呆れます！　貴方のやっていることは、貴方の剣けんにも、そして貴方に剣を教えたお師匠様に対しても泥どろを塗ぬっているような行こう為いなんですよ!?」

「そ、そんなことは！」

「貴方の剣は気に食わない相手を殺すためのものなのですか？　貴方の師匠はそうして名を上げてきたのですか？」




　アイリスの問いかけに檜垣は言葉に詰つまった。

『剣聖』佐さ貫ぬき 章しよう一いち郎ろうが私情でその剣を振ふるったことがない等とは流石さすがの檜垣も思っていない。

　しかし、彼女の言う通り『剣聖』の剣は気に食わない者を斬きり殺してきた訳ではないし、魔ま物ものの脅きよう威いからその剣で人々を救ってきたからこそ彼は褒ほめ称たたえられているのだ。

　檜垣もその剣に救われたからこそ『剣聖』を目指した。そんな剣であったからこそ、自身の心にあの一いつ閃せんは未いまだなお色いろ褪あせずに刻み込まれている。




「ならば、ならば私はどうすれば良かったのですか!?　桜井の……彼の剣を見る度たびに今にも狂くるいそうになる！　耐たえられないんです！」

「だったら癇かん癪しやく起こしてないで修しゆ行ぎようしなさいおバカ!!」




　檜垣の嘆なげきをバッサリ切り捨て、アイリスはこれまでで一番強く彼女の頭をポコンっ！　と叩たたく。

　湧わき上がりかけた嫉妬の炎ほのおの矛先を潰つぶされた檜垣は、苦にが虫むしを噛かみ潰したような面おも持もちで沈ちん黙もくする。

　アイリスはそれを見て小さくため息を吐つくと、今度は諭さとすような声こわ色いろで話しかけていく。




「良いですか檜垣さん。彼との話の中でわかりましたが、彼は寝しん食しよくを除いてその全てを鍛錬に当ててきたのです。貴方が家族の団だん欒らんを得ている時も、友人と笑い合っている時も、勉学に励はげんでいる時も。あの様子から察するに物心ついた時にはもはやそうなってしまっていた程ほどの筋金入りです。物理的に剣にかけてきた時間が違うのですよ」

「…………」

「彼のいる前でこんなことを口にしたくはありませんが……その……きっと、彼は才覚という点で貴方に大きく劣おとるかと思います。何もかもを切り捨てて全てを鍛錬に注つぎ込んで、やっと貴方と同じ場所に立てている。その努力を認め、称しよう賛さんすれど排はい除じよしにかかるなど……当然彼も激げき怒どするに決まっているではないですか。というか師匠から受け継ついだ剣を理り不ふ尽じんに奪うばわれて激怒しない訳がないでしょう。その気持ちは貴方にも、いや貴方だからこそよく理解できると思いますが？」

「わ、わた……私は……」

「同門なのでしょう？　貴方の兄弟で子しなのでしょう？　貴方が取るべきだったのは襲おそうではなく教わるではありませんか？　お師匠様の剣を受け継いだ、たった２人の門下生が、互いに殺し合い自らの剣を世から絶やしてしまう。そんなことは誰だれも望んでいない、そう私は思います」




　そう言ってアイリスは屈かがみ、檜垣と視線を交えて微笑ほほえんだ。

　その笑みは柔やわらかで温かなものではあるが、突つき付けられた言葉は重く心に伸のし掛かかる。なまじ『剣聖』が関かかわらなければ常識的とも言える檜垣だからこそ、言っている事も自身の落ち度もハッキリと理解して省かえりみることができてしまう。

　片や呆然としたまま固まる者、片や俯うつむき沈ちん黙もくする者。

　アイリスはその二人の注意を引くように軽く手を叩くと、最後のまとめに入る。




「一ひと先まず、今回の件は厳重注意と二週間の塔とうへの入場禁止にて手打ちとします。また明日一日は別々の反省室で過ごしてもらいます。一日しっかり自分を見つめ直して、しっかりと話し合うように。何かあれば私、アイリス・ニブルヘイムを呼んでもらえれば向かいます。以上、わかりましたね？」




　彼女はそう告げて話を終える。

　そして待機していた人員にそれぞれ別の場所へと連れて行かれる二人の背を見ながら、そして彼らの発していた熱意を思い出しながら。




「あれだけの熱意の持ち主、変な方向に転ばないように見ておかなきゃ不味まずいですよね……」




　放ほうっておけないなぁ、などと一人愚ぐ痴ちりつつ。アイリスは小さくため息を吐くのであった。







　１日の時間をおいて、騒そう動どうから２日後。

　俺と檜垣は魔物の討とう伐ばつ報ほう酬しゆうとしてアイリスさんから渡わたされた纏まとまった額の金銭を使って、暫くの拠きよ点てんとなる宿を取っていた。

　各おの々おの個室を取ってはいたが互たがいに思うところがあったのか、今こうして一つの部屋で膝ひざを突き合わせている次し第だいである。

　まぁ、その……あれだ。

　アイリスさんに言われた通り俺も調子に乗っていた部分はあるし、今後のレベリングにおいておじさんに教わった火ひ剣けんや偽ぎ称しよう・剣聖一閃は多用することになるだろうから、その度に邪じや魔まされたら敵かなわないのでいい加減腹を割って話そうと思ったのだ。




「その、だ。すまなかった」




　口火を切ったのは檜垣のほうからだった。

　彼女は腰こしに携たずさえていた『剣聖』の剣を外し、ゆっくりと俺の前に置いた。




「思い返せば私がやったことは強ごう盗とうだ。しかも風紀委員という立場を利用してまで……どんな理由があれどそれは悪行に変わりない。それに怒いかり、報復しようとするのは当然だ」




　その言葉を俺は静かに聞く。

　眼の前に置かれた剣に手を出すことなく続きを待つ。




「私が未熟だった。私が愚おろかだった。君の積み上げてきた努力にツバを吐はき、ただ理り不ふ尽じんに君を傷つけた。……本当に、申し訳なかった」




　彼女はそう言って深く頭を下げた。

　思うところが無いと言えば嘘うそになるし、言ってやりたいこともあるにはある。

　だがあそこまで拗こじらせていた彼女が、心底憎にくく思っているであろう俺に頭を下げてくるのであれば、それを受け取ることがアイリスさんの言う尊重することに繋つながるのだろう。




「まぁ、あれだ。俺も勝手にダンジョンに不法侵しん入にゆうしたり、好き勝手してたし、迷めい惑わくはかけてたから。あの時だって失礼なこと言いまくってたわけだし……」

「だが」

「お互いに非があったからチャラにする……なんてつもりはない。ただ、うん。檜垣さんの謝罪は受け取る、その上で剣は返してもらう」




　そう言って俺は一度目の前に置かれた剣を手に取り持ち上げた後、今度は彼女の眼の前に置く。

　怪け訝げんそうな顔をする彼女に俺は目を合わせて、今度は此方こちらからゆっくり頭を下げた。




「俺も今まで色々迷惑をかけて、すみませんでした。ごめんなさい」

「……あぁ、君の謝罪を受け取ろう。だがこの剣は」

「確か学園の罰ばつ則そく規定に一時武器没ぼつ収しゆうとかあったよな？　どの問題に引っかかるかまでは覚えてないけど、まぁ、どれかしらには引っかかってるだろうし」




　お互いに非があって、謝りあって、許しあうにしても。それはそれとして通すべき筋は通しておくべきだと。

　そう思った俺はうろ覚えの学園規則の罰則を思い出しながら、彼女に言外にその意図を伝えようとする。

　それが伝わったのか、彼女は僅わずかに目を瞑つぶった後に俺が差し出した剣を手に取り、腰へと戻もどした。

　少なくとも俺が彼女の立場であれば、その身を焼くほどの激情を一日ちょっとで完全に納なつ得とくさせることはできやしないだろう。

　打算も含ふくまれるのだが、彼女ほどの激情家の心中に不ふ穏おんな火種が燻くすぶり続ける限り真の意味で解決には至らない。であるならば、彼女にとって俺がその剣を振るうに値あたいする人物だと納得してもらえるまで剣は檜垣に預けておくのが無難であり、お互いに納得できる形になるだろう。

　一先ず、これにて手打ち。俺たちの諍いさかいはこれで終わりとしよう。




「しかし、そうなると私も何かしら筋は通さねばならんな」

「おん？」




　と、思っていたら檜垣が思案顔でそう口にした。

　俺としてはお互いに謝罪もしたし、受け取ったし、加えて現世で殺されはしたが殺しもしたのでスッキリ状態で気持ちを切り替かえていたのだが、どうにも檜垣の中ではまだ功罪のバランスが取れていないのだと言う。




「そもそもの発ほつ端たんは私にあるわけだしな。だから……なんだ。何か、私にしてほしいこと等は無いだろうか？」

「してほしいこと、ねぇ」

「あぁ、私にできることならばこの際だ。何でもやろう。それくらいのことを私はしてしまったのだからな」




　何でも。何でもと来たか。そうですか何でもですか。

　いやもう、そう言われてしまったならば男としてはね？　応こたえてあげねばならないと言うかですね？

　拙せつ僧そう、なんやかんや言って男性であるからして中身は別として見た目は美少女の檜垣にそう言われると思うところも出てくる次第で。

　不ぶ躾しつけながら、こいつをどうやってレベリングに利用してやろうかと思っちゃうわけなんですよフフフ。




「（しかし下手にパーティ組むと取得経験値が等分されるから逆に効率下がるし、そもそも二週間後までは塔に入れないからなぁ）」




　となると後は空いた時間でできることを見つけるしかないのだが……と思った時に俺の脳のう裏りに電流走る。

　俺はその閃ひらめきを二度三度吟ぎん味みした後、強く檜垣の両手を掴つかみ、笑みを浮うかべて手短に要約した言葉を告げた。




「じゃあとりあえず家政婦にでもなろうか！」




　まさしく天てん啓けいと言っても過言ではない俺のナイスアイデアに対して、要領を得ない様子の檜垣は頭に幾いくつもの疑ぎ問もん符ふを浮かべたまま小首を傾かしげるのであった。







「まだですかー檜垣さーん。ちょっとー？　何時いつまで心構えに時間をかけてるんですかー？　聞いてますか檜垣さーん、檜垣さんちょっとー？」




　いつもの三割増しくらいのウザさを交えて、俺は宿における檜垣の個室の外側から彼女を煽あおるように声をかけ続けていた。

　それもこれも、俺の要求に関して具体的な内容と必要な道具を渡したところで、肝かん心じんの檜垣が「時間を、時間をくれ」と情けないことを言って個室に逃にげ去ったせいである。

　なので一分一秒が惜おしい俺はこうして彼女の部屋の外から「はよ出てこいや」と煽り続けている次第である。

　そして余りにも時間がかかるので足あし腰こしの鍛たん錬れんついでに始めた廊ろう下かの雑ぞう巾きんがけが一段落した頃ころ。

　ようやく檜垣の個室の扉とびらが僅かに開き、その隙すき間まから周囲を探さぐるようにゆっくりと檜垣の顔が現れた。

　額に僅かな青筋を立てた檜垣は、その耳まで血色の良い赤色に染めつつ、その瞳ひとみは床ゆかの雑巾がけをしている俺へと注がれる。

　彼女はそのまま努めて平静を保とうと長く細い吐と息いきを吐き出し、それでもなお震ふるえる声を俺に向けてきた。




「確かに、私は、何でもすると……言った」

「言ったね」

「私に家政婦になれと言った理由も、炊すい事じ洗せん濯たくをする時間も鍛錬に当てるために、私にそれを代行させることにした。というのは、わかった」

「帰ってきたらご飯があってお風ふ呂ろが沸わいてるって良いよね」

「で、そのためにお前が用意してきたというのがコレな訳だが……」




　蝶ちよう番つがいが小さく音を立て、扉がゆっくりと開いていく。

　その先に立っていた檜垣はいつもの純白の学生服姿ではなく、膝ひざ上うえほどのスカート丈たけをもつ白いフリルのあしらわれた黒のワンピースを身に纏まとっていた。

　ワンピースの上には肩かたからストラップを回し、ウエストで締しめた純白のエプロンを身に付け。その頭には同じく白いレース付きのカチューシャを装着している。




　メイド服。まごうことなきメイド服。

　それも清く正しいロングドレスタイプのものではなく、アニメや漫まん画が等に多く描えがかれるミニスカートのフレンチメイドタイプであった。




「何な故ぜ……何故こんな衣い装しようを身に着けねばならんのだ……ッ！」




　顔を真っ赤に染めて羞しゆう恥ちに身体からだを震わせる檜垣の姿に、俺は思わず吹ふき出しそうになってしまう。彼女もそれを察してか、キッ！　と俺を強く睨にらみつけてくる。

　それに対して俺はニヤニヤと笑いながらも彼女に対して説明をしていくことにした。

　そもそも檜垣の何でもするという発言は俺が彼女を許したかどうかは関係なく、自分が納得できないからという罰ばつを求める感情から来ているのだろう。

　だからこそ檜垣が何でもと発言した以上、生なま半はん可かに日ひ和よった要求をするのは罰を望む彼女に対して不誠実であるし、下手に甘さを見せたならば俺がヘタレだの何だのと舐なめられることに繋がるかもしれない。それはそれで何か嫌いやだ。

　通すべき筋は通し、締めるところはしっかり締めておくのが彼女に対する一番誠実な対応になるだろう。




「かと言って、性せい欲よく満点のクソみたいな要求をするのは俺の趣しゆ味みじゃない」




　そんなことをして一体全体何が今後の経験値稼かせぎに繋がると言うのだろうか？

　据すえ膳ぜんを食う暇ひまがあるのなら、外に駆かけ出し魔ま物ものを狩かるのが健全男子レベルマンこと俺という存在なのだ。

　え？　エロいことすれば性技のレベルが上がるんじゃないかって？

　このゲームは全年ねん齢れい向けなのでそんなスキルは存在しないから論ずるに値しないですね。そんなものより今持っているスキルのレベル上げのほうが遥はるかに重要だ。

　というわけで思いついたのが俺のレベル上げ環かん境きようを向上させるためのお手伝いさん。

　俺が限界まで時間を切り詰つめレベリングに当てられるように炊事洗濯をしてくれる家政婦さんを要求することにしたのだ。




「それがどうしてこの衣装に繋つながる!?」

「冥めい府ふと言えば冥めい土どだし」

「クソみたいなダジャレをお前……ッ！」




　むしろ美少女ヒロインが何でもと言っておきながら脱ぬげと即そつ決けつしなかったことに感謝してもらいたいぐらいだ。




「はぁ……もういい。それで、私は何をすればいい？」




　諦あきらめのため息を吐ついた檜垣の問いかけに、俺は無言で一枚の紙を手て渡わたした。

　内容を確かめ目を見開いた檜垣は俺に向けて正気を問いかけるような表情を向けてくるが、俺は正気だし至し極ごく真ま面じ目めに要求しているので是ぜ非ひとも実行して頂きたい。

　そんな想おもいを言外に詰め込んだ笑え顔がおを向けてやると、彼女は紙を握にぎりつぶして身体を震わせながら睨みつけてきた。




「お、おま……お前というやつは……下手に出れば調子に乗って……！」

「女性が軽率に何でもなんて口にしたらどうなるか。それを身を以もつて学んで欲しいという善意だよ？」

「う、ぐ。うぐぐぐ……！」




　返す言葉も無いのか、紙を握りつぶして唸うなる檜垣。

　自分の言葉に追い詰められ葛かつ藤とうするその姿を見て確かな手て応ごたえを感じた俺は、彼女に俺だけに見せてもらえば良いと妥だ協きようすることを告げる。

　それが最後の一押しとなり小さく頷うなずいた檜垣は俺を部屋に招き入れ、ベッドに腰こし掛かけた俺の前に立つ。

　そして頬ほおを朱しゆに染めながら目め端はしに僅わずかな涙なみだを溜ためて、屈くつ辱じよくに震えながらも上うわ目め遣づかいでポーズを取って。







「きゃ、きゃる～ん！　純情派メイドの碧たんだよ～！　風紀を乱す悪いご主人は、私の剣けんでメッ！　しちゃうぞ！」

「ブッホッッッ!!」







　腰掛けたベッドが激しく上下する。飛びかかってきた檜垣が俺をタコ殴なぐりにしているからだ。

　いやもう可愛かわいいには可愛いのだけれどお前のキャラじゃねぇだろというか。純情派って自分で名乗っちゃうのかというか。

　色々思うところはあったとは言え、流石さすがに吹き出したのは俺が悪かったので為なすがままにされてやろう。




「顔を真っ赤にして涙目になっている姿もまた可愛らしいですなぁ檜垣さんよぉ！」

「お前ェェーッ！」




　こうして俺は無事ボコボコにされ、腫はれ上がった顔面で檜垣の用意した食事を摂とる羽目になった。

　ここまでやってしまえば恥はじも遠えん慮りよも薄うすれるようで、大人しくなった檜垣は食べにくそうにしている俺を見て、切り分けた食材を手ずから食べさせてくれたりとその衣装に恥はじない献けん身しんを見せてくれた。何度もため息吐いてたけど、こういうところは真面目な奴やつである。




「何でもなんて言うんじゃなかった」

「学んでくれてなにより。ま、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようだとでも思って諦めるんだな」

「お前を相手にしている状じよう況きようが凄すさまじく嫌だ」

「ざまぁねぇな!!」




　煽ったところで頭を叩たたかれ、おかずを一品没ぼつ収しゆうされる。

　ともあれ、こうして俺と檜垣の関係はマイナスの極きよく致ちから少なくともゼロかややプラスまで持ち直したのであった。








第五章　邪じや悪あくたる夜空の王









「対人能力、ねぇ」




　それがアイリスさんが俺に突つきつけてきた俺自身の問題点。

　だがそうは言っても対人能力とは何か、それを鍛きたえるにはどうすればいいのかが中々に思いつかない。

　対人能力という定義がわからない、ふんわりとしている。それを定めるという第一歩に躓つまずいてしまって、そのまま先に進めない。

　それでも悩なやみ、悩み、悩み続け。檜ひ垣がきが目覚めた後も一昼夜素す振ぶりをしながら考え続け。宿の女将おかみさんにも話を聞いてみたりなどをしてみて。

　丸一日を思考に当てて導き出した結論を、一いち抹まつの不安を抱いだきながらもメンタルが回復した檜垣に告げてみる。

　それを聞いた彼女は額に手を当てながら天てん井じようを仰あおぎ見て、長い長いため息を吐はき出すと。




「とりあえずアイリスさんにアドバイスを貰もらってきたらどうだ？　私よりもきっと的確で良い助言を貰えるはずだ」




　と、返してきた。

　それもそうだ。私情で人に襲おそいかかる激情家よりもアイリスさんのほうが真っ当な感性を持っているので、常識的な助言を求めるならば彼女に相談するのが当然の帰結だろう。

　前々から檜垣と和解できたお礼も告げにいかなければならないと思ってもいたし、ついでに相談もさせてもらうとしよう。

　そう考えた俺は檜垣に留守を頼たのみ、腰こしに数打ちの直剣と懐ふところに毛糸と棒針を携たずさえて、一人アイリスさんの勤める施し設せつへと向かうのであった。




　　　　※




　桜さくら井いたちが塔とうへの立入禁止を申し渡わたされてから一週間、アイリス・ニブルヘイムは冥めい府ふ警けい護ご御ご所しよにて日々の業務に努つとめていた。

　冥府警護御所とは冥府の秩ちつ序じよを守る人々が集まる施設である。

　アヌビス神の姪めいに当たるアイリス・ニブルヘイムは組織の中でも警察官のような立場を務め、人々と触ふれ合いながら日々平和の為ために活動することに喜びを見み出いだしていた。




「アイリスさん、貴方あなた宛あてにお客様です」




　デスクワーク中、アイリスの下もとにやってきた同どう僚りようがそう告げた。

　本日の予定に特に来客の予定は無かったはず、と思いながらもアイリスは同僚に問い掛かける。




「私に？　どなたですか？」

「例の少年ですよ」




　そう聞いてアイリスは桜井のことだと当たりを付けた。

　手元の書類を片付け待合スペースへと向かうと、そこにはソファにちょこんと座り込んで編み物に精を出す桜井の姿が見えた。

　傍はた目めには暇ひま潰つぶしをしているかのように見えるが、アイリスの魔ま眼がんは彼から発せられる熱意を視覚的に捉とらえる。

　塔の時ほどではないものの、その炎ほのおは天井にまで届き、その肌はだにひりつくものを感じさせた。




「輪を作って＋１、つなぎ合わせて＋１、一列できたら＋14……なるほど編み込んだ輪の連なりがボーナスとして加算されるのか。編み物スキルはパズルゲーっぽくていいなぁ……これ、いいなぁ……！」




　高まる熱意に比例するように止め処どなく動き続けるその指先、そこから量産されていく毛糸のマフラーは今や彼の身体からだの上から床ゆかへとこぼれ始めている。

　他者からの目を気にすることもなく、そして内心の歓かん喜きを抑おさえきることができなかったが故ゆえに作り出される笑みは、楽しそうと言うよりも狂きよう気き的であり。感じさせる不気味さから変なクスリでも服用しているのではないかと疑わせる。




「（あの子は……本当にもう……）」




　いよいよもって周囲の警護役が警けい戒かいの色を見せ始めた所で、頭を抱かかえていたアイリスは覚かく悟ごを決めて桜井に声をかけた。




「あのー、桜井さん？　桜井さーん？」

「…………え？　あ？　あぁ、アイリスさんどうもどうも」

「熱中するのは良いですが程ほど々ほどにして下さい。ここは警護御所ですよ？」

「いや、大して熱中しては……うわ何だこの長さ!?」




　全長５ｍはあるであろうマフラーの山に驚きよう愕がくする桜井を見てアイリスは少々呆あきれてしまう。

　彼のこの熱中癖へきはどうにか矯きよう正せいしてやらなければ、そのうち馬車にでも轢ひかれてしまいそうで、アイリスは少なくはない不安を感じざるを得なかった。




「それで今日はどうされましたか？」

「あぁ、その。まずはお礼を言いに。アイリスさんのお陰かげで色々省かえりみて……ここには居ませんけど檜垣とは手打ちに持っていけました。ありがとうございます」

「それは良かったです。自らの過あやまちと向き合い前に進む、桜井さんならばできると信じていましたよ」




　マフラーを抱え込み、ペコリと頭を下げる桜井の姿にアイリスは喜びを感じた。

　丁度よい位置に頭が来たこともあり、思わず無意識に彼女は桜井の頭を撫なでた。男子特有のゴワゴワとした硬かたい髪かみは手て触ざわりが良いとは言えないが、嫌きらいではなかった。




「何かむず痒がゆいです」

「っとと。失礼しました、馴なれ馴なれしかったですね。申し訳ありません」

「いえ、構いません。それでですね、もう一つご相談がありまして」

「はい何でしょう？　私にできることであればご協力しますよ」




　頭を上げた桜井を見て柔やわらかな笑えみを浮うかべるアイリスは誰だれから見ても上じよう機き嫌げんであり、事実彼女は大たい概がいのことには協力してあげようと思うくらいには機嫌が良かった。

　根本的に世話焼きに過ぎる部分がある彼女にしてみれば、凄まじい熱意をその身に宿す桜井の成長は、自分のことのように誇ほこらしく嬉うれしいものだった。

　だからこそ、次に彼が何を言ってくるのか。どんな成長を目指そうとしているのかを期待して、彼女の笑みはどんどん高まっていく。

　対する桜井は自分を落ち着けるように小さく息を吐くと、アイリスの目を決意の籠こもった視線で見つめ、周囲に聞こえるほどにハッキリとした声を上げた。




「塔に挑ちよう戦せんできないのでナンパに勤いそしもうと思うんですがアイリスさんはどうすれば口く説どけますか！」

「ちょっと反省室行きましょうか桜井くん」




　周りに居た警護役は後に語った。

　それはそれは見事なアイアンクローだった、と。




　　　　※




　反省室に丁重に投げ入れられた俺はアイリスさんと対面し、待合スペースでの発言の真意を問われていた。




「では、その考えとやらを聞きましょう」




　説明を求められたので俺は背筋を伸のばし、胸を張って口を開いた。

　まずね？　対人能力って何かと考えた時、要はコミュニケーション能力だと思ったんですよ。

　職場、家庭や友人関係、恋れん愛あいに於おいても全すべてが大いなる叡えい智ち「コミュニケーション」で成り立ってるわけじゃないですか？




「確かにそうかもしれませんね。続けて下さい」




　じゃあコミュニケーション能力って何さ？　と言われれば「人に好感を与あたえることができる」「人を動かすことができる」「話をまとめてわかりやすく伝えることができる」ってのは当然として、相手に共感して気持ちを察する……他ほかにも挙げればキリがないけど要約すると３つに纏まとめられると思うんですよ。

　ズバリ、「聴きく力」「伝える力」「心理を汲くみ取り動かす力」。

　これがコミュニケーション能力、対人能力の要点になるわけです。




「その考察には一理あるかと思います。それで、それを磨みがくために貴方あなたは何をするのですか？」




　ナンパです。




「理由を聞きましょう」




　ナンパは当然として自分が好意を持っていることを伝える力が必要です。

　そして同どう伴はんさせるために言葉を弄ろうして心理を汲み取り動かす力も高くなければなりません。

　さらに相手の心理を動かすための言葉を選ぶためにも、相手の反応や言葉を聴く力が重要。

　これってもう完全にコミュニケーション能力の中ちゆう核かく全てを求められる行いじゃないですか？

　であればナンパに成功すればするほど経験値が貯たまり、対人能力が上がっていくに違ちがいないでしょう!?




「……まぁ百歩譲ゆずってそうだとしましょう。それで？　ナンパに成功した場合、相手の方とはどうするつもりですか？」

「いや、成功したら経験値入るしもう特に用はないですけど？」

「そういうとこですおバカ!!!!」

「痛いっでっ!?」




　ポコポコポコンっ！　と何度も叩たたかれ、俺は頭を抱えて床を転がりまわる。

　何でだ!?　俺の理論は完かん璧ぺきだっただろ!?　これ以上の対人能力レベリングとかあるのかよ!?




「言葉にするのもバカバカしいほどに呆れましたよ！　短たん絡らく的かと思ったらしっかり考えた上で、何でそんな情けないほどに明後日あさつての方向に着地するんですか!?　檜垣さんはそれを聞いて何も言わなかったんですか!?」

「話してみたら両手で顔を覆おおって[image: かっこ]とりあえずアイリスさんにアドバイスを貰もらってきたらどうだ？[image: かっこ]と言われました」

「匙さじを投げられてるじゃないですかー！」




　あー！　もー！　と頭を抱えてぐるぐる動かすアイリスさんはきっとエネルギーが有り余っているのだろう。

　これが主人公が来た途と端たんに太古の邪じや神しんが復活したり、そいつに塔とうが乗っ取られる羽目になるってんだから大変だよな。

　ともあれ、頭の痛みも引いてきた頃ころ。

　彼女は「ちょっと待ってて下さい！」と言って反省室にしっかり外から鍵かぎをかけて退室していった。俺は大人しく施せ錠じようされた扉とびらに張り付き解錠スキルの経験値を稼かせいだ。

　鍵の解錠に成功してから小一時間、暇ひまだったので素す振ぶりをしながら待っていると、アイリスさんが何やら勝ち誇ったような笑みを浮かべて戻もどってきた。

　その後ろには宿から連れ出されたであろう制服姿の檜垣も居て、人の顔を見るなりため息を吐ついた。




「本当にやるんですかアイリスさん……？」

「当然です。彼が目の届かない場所に居たら何をするかわかりませんし、要いらぬ騒そう動どうを防ぐためにも私がしっかりと監かん督とくしますとも」

「何の話か見えないんですけど」

「良いですか桜井さん。対人能力を高めるために、コミュニケーション能力を重視して人との関かかわり合いに目を向けた。その着眼点は間違っていません。しかし、手段というか配はい慮りよというか言葉にもできない身勝手さに溢あふれています！　それはダメです！　ダメダメです！」




　そう言ってアイリスさんは手にした長棒をビシッと俺に向けると、反論は許さないと言わんばかりの不敵な顔で宣言する。




「なので貴方には……いえ貴方たちには塔への立ち入りが許可されるまでの一週間、私と同じ警護役として冥めい府ふに住まう皆みな様さまの平へい穏おんのために尽じん力りよくして頂きます！」

「え、嘘うそ。マジで？」

「諦あきらめろ。もうアヌビス様から許可を取ってきたみたいだぞ……おい、心底嫌いやそうな顔するのはやめろ」




　俺は小一時間で根回しを済ませたアイリスさんの行動力に面めん倒どうくさいという気持ちを全開にしつつ、無言で彼女を見つめた。

　しかし彼女はそれを意に介かいさず、ニコニコとした笑みで金色のバッジを取り出して説明を始めてしまっている。

　暫しばらく見つめ続けても何の効果も得られなかったので、俺は観念して受け取ったバッジを胸むな元もとに装着した。




「（意図せずミニゲーム開始、か。さてどうしたもんか）」




　胸に輝かがやく金のバッジ。

　それは原作において冥府警けい護ご御ご所しよで発生するミニゲーム、警護活動録が始まったことを示していた。

　警護活動録はアイリスさんの手伝いをしながら、冥府のトラブルを解決していくという設定のミニゲームであり、内容としては制限時間ありの鬼おにごっこだ。

　ランダムで発生するトラブルに応じたターゲットを捕つかまえるというものであり、例えば犯罪なら犯人を、行方ゆくえ不明なら行方不明者（ペット含ふくむ）を、冥府の中から探し出して捕まえる……と言った具合だ。

　対象はプレイヤーに見つかるとエリア外に向かって逃にげて行き、それまでの間に接せつ触しよくすることができれば成功。捕まえられなければ失敗となる。

　そして最終的なスコアによって、それに対応したポイントと、アイリスさんからのプレイヤーに対する好感度を得ることができる。

　ちなみにアイリスさんの好感度は冥府におけるストーリーに影えい響きようし、最終的に現世に蘇よみがえる主人公に付いて来てくれるかどうかの判定に使用される。

　彼女は元々追加コンテンツのキャラクターなので本編には影響を与えず、メインシナリオのイベントにおいても殆ほとんど喋しやべることはない。

　現世に同行してきた場合の特典といえば、クリスマスやバレンタインデーイベントの追加、一部サブシナリオの解放、冒ぼう険けん者ギルドにおけるクエスト数の増加程度だ。




　で、このミニゲーム。実は結構面倒くさい。

　まず冥府というマップエリアがそこそこ広いので対象を追いかけて捕まえるのに時間がかかる。

　加えてトラブルはランダムで発生するので犯人が逃とう走そう中に行方不明者のトラブルが発生して……と事態が重なっていく。

　それだけでなく、プレイヤー以外にもＮＰＣであるアイリスさんにも指示を出して動かしてやらなければならないという要素もある。

　彼女に指示を出すとマップ内を移動し、彼女の知覚範はん囲いにターゲットが入ると自動的に追いかけてくれるのだが……。




「（……知覚範囲が広すぎてあっちこっちに移動して誰だれも捕まえられないとかよくあるんだよなぁ）」




　しかも制限時間が短くなればなるほど、スコアが伸びれば伸びるほどにトラブルの発生率は上がっていくので、後半になればなるほど彼女はポンコツ化していく。

　そのためプレイヤーのこまめな指示が必要なのだが、自分も対象を追いかけつつターゲットの動きを予測して、指示して変な方向に行くなら修正して……を繰くり返すことになるのだ。




「（ハイスコアを目指すには彼女の協力がないと絶対にハードル超こえられない作りになってるし。面倒くさいんだよなぁ）」




　だがいくら面倒くさいと思ってもアイリスさんはある意味で俺の恩人だ。

　俺は彼女のお陰かげで自分の欠点を知ることができたし、檜垣とも和解することができた。そして彼女の説教はこれからレベル上げを続ける中で他者とぶつかり合うことを避さけるための一助にもなるだろう。

　だからこそ、自分が嫌だからと言って彼女を蔑ないがしろにすることはしたくない。それをすれば結局俺は彼女の言葉から何も学んでいないことになってしまうだろう。




「それでは冥府の平和を守るため！　そして地域の皆様と関わり、桜井さんの人間性を向上させるために、頑がん張ばりましょー！」

「お、おー？」

「おー」




　何やら元気な声を上げるアイリスさんに合わせて小さく腕うでを上げつつも、俺は速そつ攻こうで彼女たちと別れて適度にサボる算段を立て始める。

　蔑ろにはしないという気持ちはあるが、レベル上げが関わらない以上どうしてもやる気の問題は発生する。

　アイリスさんの顔を立てる程度には原作知識を使って参加はするが、力を抜ぬけるところは適度に抜かせてもらうとしよう。

　そう判断した所で視界の端はしに「処世術＋１」という表示が現れる。

　なるほど、状じよう況きように対する判断も行動と見なされるのか。これは良い発見をした、世間との折り合いというのはこうしてつけていくのだなー。




「じゃあ人の手を借りずに自分の力で頑張ってみようと思います！」

「何だか妙みようにやる気満々ですね桜井さん」

「そりゃもう！　アイリスさんにはお世話になったし、やる気の湧わかない時間の浪ろう費ひも空元気出して頑張りますとも！」

「素直さというのは普ふ通つうは美点だが、桜井は反対の方向に発揮されているな」

「様子からしてわざとじゃない辺りが質たちが悪いですよね桜井さん」




　さーて地理の関係で半分くらいのターゲットが逃げる路地裏に陣じん取どって、素振りしつつ捕まえてそこそこの評価を獲かく得とくするぞー!!







　空元気を出しながら冥府の治安維い持じ活動に付き合わされて早一週間。

　原作ミニゲームの時と違ちがって本人に優先順位を判断する知能が備わっているアイリスさんと、元々学園で風紀委員として秩ちつ序じよを守っていた檜垣の活かつ躍やくは目覚ましく、日々の騒動の殆どは二人で解決してしまっていた。

　そんな中で俺は見回りと称しようして街中をランニングしてまわったり、「俺の短たん剣けんを返しやがれ！」と言いがかりを付けて襲おそいかかってくる連中を返り討うちにしたり、逃走者が高い頻ひん度どで通る裏路地に潜ひそんで素振りしつついざ犯人が来たら鎮ちん圧あつしたりと活動をこなしていた。




「桜井さんはあんなことを言っておきながら、やるべきことはそれなりにこなしている辺り……素す直なおに喜んで良いのかわかりませんね」

「そこは素直に喜んで褒ほめて欲しいところなんですけど」

「でも桜井さん、想像以上に地域の皆様と関わらなかったじゃないですか。評判は悪くはないですけど、特段好かれてもないですし……」




　鬼ごっこ系のゲームで地域の人々と関わるってのが結構難しいと思うのだけれど、そこはやぶ蛇へびを突つつく気がするので沈ちん黙もくしておく。

　だが割と好き勝手していた気がするが大したトラブルも起きていない時点で合格点とはいかなくても及きゆう第だい点を与あたえてくれてもいいのではなかろうか？




「それもそうですね。明日には塔とうに立ち入りも許可されますし、今日はここまでにして祝しゆく杯はいを上げましょう！　お祝いですから、私が奢おごっちゃいます！」

「アイリスさん、ちょっと桜井に甘くないですか？」

「お前が厳しすぎるだけだと思うぞ檜垣」

「ほらほら、睨にらみ合ってないで行きますよー。美味おいしいお店が埋うまっちゃったら大変です」




　そう言ってアイリスさんは俺たちの背を押して歩き出す。

　この中で一番年上な癖くせに、誰よりも子供っぽい素直な笑えみを浮うかべる彼女に毒気を抜かれ、俺と檜垣は素直についていく。




　酒場の外に設置されたテーブルを囲み。注文の後にやってきた料理に舌した鼓つづみを打つ。

　そんな中で唯ゆい一いつ成人しているアイリスさんだけがシュワシュワと泡あわ立だつ黄こ金がね色いろのビールを手にしていた。

「そんなに強いものではない」とはアイリスさんの弁だが、10分と経たたずにその頬ほおには朱しゆが差し、ほろ酔よい気味になっているのがすぐにわかった。




「そう言えば一週間も仕事をしたのですから、私のことは敬けい称しようを付けずに[image: かっこ]アイリス[image: かっこ]と呼び捨てて構いませんよ」

「いえ、それは。アイリスさんは私たちよりも年上ですし……お世話になった人をそう軽々と呼ぶわけには」

「なんでですかー。良いじゃないですかー。桜井さんもそう思いませんかー？」




　仕事中とは打って変わって、酒が入って気持ちが緩ゆるんでいるのかやたらと距きよ離り感かんを縮めてくるアイリスさん。

　そして彼女のノリに檜垣も絆ほだされたのか、普ふ段だんから腰こしに携たずさえている『剣けん聖せい』の剣を外し、近場の空き椅い子すに立て掛かけアイリスさんとの歓かん談だんを楽しんでいる。

　俺はそんな二人を見てそこまで油断して大だい丈じよう夫ぶなのかと思いつつも、ここ一週間の経験から大した問題は起きないだろうと判断して彼女たちの話にぼんやり耳を傾かたむけていた。




「私、本当のところは死んでもやり直しが利くと命が軽んじられることが嫌いやで、蘇そ生せいを報ほう酬しゆうにすることには賛同しかねる立場ではあるのですが。でも、お二人の強い熱意はきっと現世で多くの人々を元気づけることができるのではないかとも思うのです。なので私は桜井さんにも檜垣さんにも頑張って欲しいと陰ながら応おう援えんしているんですよ」




　酔いが回ったアイリスさんが柔やわらかく、そして優やさしげな声でそう口にした。きっとそれはこんな場所でしか聞くことができない彼女の本音なのだろう。

　檜垣はそれを聞いて「応援されるほど立派なものでは」と申し訳なさそうに苦く笑しようしていたし、俺は真正面から言葉を向けてくれる彼女の顔を直視するのが何だか恥はずかしくなり、顔を背そむけてわざとらしく今後のレベル上げについて考え始めていた。




　そんなことに意識を割さいていたから、俺はその瞬しゆん間かんに何もすることができなかったのだろう。




「──ッ!?　アイリスさん、避よけて!!」




　突とつ如じよとしてテーブルの上に現れた男に、真っ先に気がついたのは檜垣だった。

　即そく座ざに剣を手にした彼女はテーブルに乗り出し鞘さやに入ったままのそれを振るうも、男の反はん撃げきを受けて酒場の奥へと殴なぐり飛ばされた。

　それを見て反射的に男へ拳こぶしを放った俺も、身を翻ひるがえし回かい避ひした男に蹴けり飛ばされ大地の上を無様に転がっていく。

　そしてテーブルの上に立つ男は立ち上がっていたアイリスさんの腹部を黄金色の槍やりで貫つらぬき、まるで獲え物もののように掲かかげた。




「ガフッ!?　檜垣さ……っ!?　桜……逃にげ……ッ!!」




　血ち反へ吐どを吐はいたアイリスさんが自身の身に起きたことに混乱しつつも、それでもなお俺や檜垣を危険から遠ざけようとしていて。

　男がその言葉を遮さえぎるように槍の刺ささったアイリスさんを乱暴に担かつぎ上げ、たった一度の跳ちよう躍やくで塔へと連れ去った。




「……はぁ？」




　身体からだを起こした俺は、まるで他人ひと事ごとのように間ま抜ぬけな声を出した。

　どんどん小さくなっていくアイリスさんの姿を見上げて小首を傾かしげる俺の中に最初に湧わき上がったのは、困こん惑わくではなくただ純じゆん粋すいな疑問だった。

　目の前で起きた出来事はゲームプレイ中に何度も見た光景であり、襲しゆう撃げき犯はんが誰だれなのかも、その目的もすぐに理解できた。

　これは冥めい府ふ編の最終章、復活した邪じや神しんに攫さらわれたアイリス・ニブルヘイムを助けに行くことになるメインイベントだ。

　ただ、主人公が居ないというのに何な故ぜメインイベントが発生しているのだろうか？

　周りの人々がにわかに騒さわぎ出す中で、俺は自身が持っている原作知識や設定の数々を思い出し、この世界との差異を組み合わせ、その疑問について考え始める。




「うーん……？　いや、そうか。そういうことか」




　イベントというものはゲーム世界のキャラクターたちによって紡つむがれ、物語を彩いろどっていく重要な要素だ。

　そしてそれはゲームの進行度やキャラクターとの親密度など様々な条件フラグによって管理され、主人公の行動によってそれら条件を満たすことで、イベントは発生・進行していく。

　重要なのは主人公の行動によってという部分であり、逆説的に言えば主人公が存在しない状態で勝手にイベントが進行することはない。

　だからこそ俺は見落としていたのだ。

　この世界はゲームでありながらも、１つの現実世界であるという事実に。




　原作におけるこの騒そう動どうの発ほつ端たんは冥府に迷い込んだ主人公が現世に戻もどろうと奮ふん闘とうするところにある。

　決意は強い熱量となり、それは意図せず邪神である襲撃者の男を復活させる後押しとなって……というのが冥府編のざっくりとした流れだ。

　彼が居なければ邪神は復活することはなく、イベントが発生するようなこともない。

　だがしかし、主人公の代わりになるほどに強い熱量を持つ存在が現れればどうなるだろうか？

　邪神が復活する設定は類たぐいまれなる熱量を持つ存在が現れることである。それが主人公でなければならないのは、あくまでもゲーム側の都合と言っていいだろう。

　だからこそ現実世界となった冥府において……いや、この世界においては条件にさえ合がつ致ちしてしまえば主人公というのは代だい替たい可能な存在になってしまうのではないだろうか？

　なにせこの世界の人々は一人ひとりが生きていて、ゲームにおける役割はあれどそれぞれに人生があって、そこに想おもいを宿している。

　そのことは檜垣 碧あおという原作ヒロインでありながら、そこからかけ離はなれた人間性を持っている彼女が証明しているだろう。




（主人公ではない、ってとこを除けば奴やつが復活する条件を俺と檜垣で満たしちまってんなこれ。くそ、完全に見落としてたな）




　この世界がゲームであると知っていたことや、だからこそ主人公が存在していると思い込んでいたことが完全に裏目に出た形だ。

　結果として邪神は復活し、アイリスさんが攫われてしまった。主人公が居ないのにイベントを進行させてしまった責任は俺にあるだろう。




（だが助けるにしてもどうする？　今の俺だとソロ攻こう略りやくできるような相手でもないし）




　今の俺のレベルは、塔で少し暴れたことでレベル48まで上じよう昇しようしている。

　だがこんなレベルでは冥府編におけるボスである邪神の男を攻略することはできないだろう。しかし早めに助け出さねば冥府編のバッドエンドに繋つながってしまう。

　そのためにもレベル上げは必ひつ須す項こう目もくではあるのだが、このイベントが発生した後は邪神の男が塔に逃げ込み封ふう鎖さしてしまうので、効率的なレベル上げができなくなってしまう。

　ゲームの時のようにアイリスさんを救いに塔に踏ふみ込まない限りは時が止まったようにイベントが進行しないならまだしも、現実となったこの世界では秒針が止まることはない。




「（どーしたもんかなーこれ……）」

「アイリスさんっ、何ど処こに……アイリスさんッ！」

「ん？」




　俺が解決方法に悩なやんでいると、酒場の奥に殴り飛ばされていた檜垣が戻ってきた。

　彼女の肩かたには幾いくつもの木片が突つき刺さり、額にできた傷から多くの血が流れ出している。設定上は俺と檜垣は現在死人なので、身体に流れる血液は半分くらいは生前のイメージを引きずっているだけなのだが、だからといって放置していい理由にはならないだろう。

　しかし流れる鮮せん血けつに気づいていないままの檜垣は剣を手に周囲を見回し、塔とうの中に消えかかっていた襲撃者の後ろ姿を捉とらえると、ややふらつきながらもその背を追わんとする。




「待て檜垣、今の俺らのレベルじゃ勝てん。追いかけたって無む駄だだ」




　俺は檜垣に歩み寄り、その腕うでを掴つかんで制止しつつ懐ふところから取り出したポーションを手て渡わたそうとする。

　すると彼女は焦あせった表情で振ふり向きながら、俺が渡そうとしたポーションをガムシャラにはたき落とした。




「じゃあどうするんだ！　アイリスさんが攫われたんだぞ!?」

「とりあえず落ち着けって。傷だらけのままで行っても仕方ないだろ」

「お前はなんでそんなに落ち着いているんだ！　こんな時に、こんな場所に突っ立ったままで、一体何を考えてるんだ!?」

「そりゃお前、今後のレベル上げどうしたもんかと」




　次の瞬間、俺は檜垣に胸むなぐらを掴まれ近場の壁かべに叩たたきつけられていた。

　何が起きたと視線を向けた先には、悔くやしさと怒いかり、そして焦しよう燥そうを混ぜ込んだかのような怒いかり苦しんでいるような表情を浮うかべた檜垣の顔がそこにあった。




「お前は、こんな時にっ。アイリスさんのことをどうでも良いと言うのかッ！」




　歯を食いしばり、目元に涙なみだを浮かべながら睨にらみつけてくる彼女を見て、俺はそこでやっと自分がやらかしたことに気がついた。

　今の彼女の怒りは、アイリスさんが俺に指し摘てきした自分本位な考えで行動する対人能力の低さから来るものであり。それは俺が反省したつもりになっていたものだった。

　彼女の問いかけに何故レベル上げが必要なのかを提示すれば良かっただけなのに、俺はそれを省いてまた余計な諍いさかいを引き起こしてしまった。




「悪い……いや、すまん。俺も焦って、ちょっと一人で考えすぎてた」

「……桜井」

「まぁ、なんだ。アイリスさんの言葉を忘れかけてた。本当にすまん」




　胸ぐらを押し上げる力が弱まり、俺はそれに手を添そえてゆっくりと引き剥はがす。

　そして一度、自分を落ち着けるために瞼まぶたを下ろし、頭に溜たまった熱を吐き出すように長く細い息を漏もらした。

　頭を切り替かえよう。

　やらかしてしまったことはしょうがないし、今すぐそれを改善しろと言われてもそれは無理な話で、そう簡単に今までの自分を変えられるとは思わない。

　俺にとって大切なのはレベル上げであり、それ以外の事象には根本的に興味がない。だから俺の邪じや魔まをされない限りはどうする気もない。

　しかしそれではダメなのだと、アイリスさんが教えてくれた。それは闇やみ雲くもに敵を作っていくだけであると、檜垣で痛感した。

　だがレベル上げは俺の根幹であり最上位に存在するものだ。これを変えてしまったら俺という存在はその場で死んだも同然になる。

　だからアイリスさんに言われた通り、全すべてを蔑ないがしろにするのではなく、排はい他たするのではなく。

　俺なりの線引きをした上で、周りに目を向け尊重し、折り合いをつけて、自分の行いが承しよう認にんされるように努力しよう。

　そんな考えを頭の片かた隅すみに置いておくだけでも意識できる視界の広さというものは変わるもので、瞼を開いて見る世界は今までよりも少し広く感じた。

　かと言ってそこに不安は無く、むしろ俺の中にやる気が、そして怒りが、ふつふつと湧き上がってくる。




　奴は恩人であるアイリスさんを傷つけ攫って行った。

　奴はレベル上げをするための塔を占せん拠きよし封鎖した。

　それはどちらも俺の怒りに触ふれるものだ。

　彼女が無事でいなければ、塔で活動できなければ──俺は心置きなくレベル上げに励はげめない。




「よぉぉしシリアスムード終わり！　アイリスさんを助けに行くぞォォォッ！」




　俺が急に大声を上げたことに驚おどろいた檜垣が一歩後ずさる。その隙すきを突ついて檜垣にポーションを振りかけその傷を癒いやす。

　額から流れていた血液と浮かべていた涙を服の袖そでで拭ぬぐった檜垣がいつもの調子で俺を睨みつけ、その視線で問いかけてくる。

　対して俺は意識を切り替えたことで考えついた秘策を脳のう裏りに浮かべ、その内容を伝える。




「お前、本気か？　そんなことできるのか？」

「そのためにアヌビス神の助けがいる。だから無理矢理にでも謁えつ見けんするし、力ずくでも話を聞いてもらう」

「助けを求めるためにニブルヘイムに乗り込む、か。普ふ通つうなら絶対に止めるんだが……」




　しゃーないやろ！　レベルも低いし武器は数打ちの直ちよつ剣けん、防具に至っては学園入学時の初期装備、ついでに言うならアイテムも金も皆かい無むな状態なんだからさぁ！

　こんな状じよう況きよう、プレイヤーなら割と真ま面じ目めに匙さじを投げてリセット考えるくらいなんだぞ！　時間も資金も全く足りないんだから、装備諸もろ々もろ足りないものは持ってる人から奪うば……支し援えんしてもらうしかねーだろうがよぉ！




「というわけでニブルヘイムの謁見の間まで猛もうダッシュ。基本周りは無視していいけど、邪魔する奴は排はい除じよする。なーに、斬きり捨てたところで此こ処こに居る連中は俺ら含ふくめてみんなして魂たましいだけの存在だ、アヌビス神の力で復活できるから気にするな」




　兎とにも角にも時間との勝負なのだ、タイムアタックは得意ではないが冥めい府ふで手に入るアイテムや装備の入手方法は頭の中に全てある。そこにアヌビス神の助力を得られれば、やってやれないことはないだろう。

　そうして冥府を駆かけ抜ぬけ、水すい晶しようの城ニブルヘイムへと辿たどり着く。

　酒場での騒そう動どうの情報が回ってきたのか、やや騒さわがしい兵士たちを見み据すえて、俺は物もの陰かげで檜垣と共に剣を引き抜く。

　アポイントメントは取っていないがこれもアイリスさんの為ため、俺の為。そう言って自分を正当化した俺たちは、二人揃そろって謁見の間へと突とつ撃げきするのであった。




　　　　※




「う……」




　アイリスが目を覚ましたのは大広間のように開けた薄うす暗ぐらい場所だった。

　冷たい氷で作られた椅い子すに座らされている彼女は、両手を天てん井じように繋がる鎖くさりで拘こう束そくされ、腹部には彼女と背もたれを縫ぬい付ける黄金色の槍やりが突き刺ささっている。

　冷気に冷やされ凝ぎよう固こした血液が止血代わりになっているのか、見た目よりも失った血液は少ないと思う反面、冷たさも熱さも感じないその傷口を見て、想像よりも重じゆう傷しようを負っているのだろうと彼女は思った。




「（ここ、は……塔の中？　こんな場所が……何ど処こ……に？）」

「ここは塔の中ちゆう枢すうの更さらに奥、一部の者しか知らぬ秘密の場所だ。もっとも、今では私とアヌビスしか知るものは居ないだろうが」




　もはや瀕ひん死しの状態とも言える彼女の前に現れたのは、身長２ｍはあろうかという大男だった。

　男は頭の片側を剃そり上げておきながらも、その反対からは足元まで届くほどに長い紫むらさきの髪かみを伸のばしており、顔の半分どころか身体からだの半分を髪で包み込んでいる。

　巨きよ大だいな戦せん斧ぷを背負っている上半身は、鍛きたえられているというより引き締しまっていると言えるような細身の身体だった。

　だがしかし、その身体中に刻まれた渦うずを巻く赤いタトゥーの数々は男の身体を二周り以上大きく見せるほどの存在感を与あたえ、物々しい凶きよう暴ぼう性を印象づける。

　更に言えば、そのタトゥーは首を通り顔や耳にまで達している上に、頭のバランスの悪さを調整するためなのか、男は常に頭を剃り上げたほうへと傾かたむけていた。

　あまりにも不気味で、奇き妙みようなその男の、されど堂々とした立ち振ふる舞まいにアイリスは息を吞のむ。




「そう警けい戒かいするな。折角の再会だろう」

「貴方あなたは……誰だれ……？」

「……私に向かって誰だ、だと？」




　その言葉に一いつ瞬しゆんにして憤ふん怒どの表情を浮かべた男はアイリスに突き立つ槍を握にぎりしめ乱暴に引き抜く。

　身体にぽっかりと開いた穴を駆け抜けるように、消失していたはずの痛みと熱が蘇よみがえる。

　その痛みを僅わずかでも和やわらげようとアイリスは叫さけび呻うめいた。




「がぁ!?　ぐッぅ～～ッ！」

「何を叫ぶ！　痛いのか!?　私を傷つけておきながら、お前が痛みを語るのか!?　お前が!!　お前が!!」




　男は怒りのままに手にした槍でアイリスを何度も殴なぐりつけた。

　一いつ切さいの加減を考えぬ文字通りの暴力が、彼女の命の灯ともし火びを加速度的に奪うばっていく。




「ハァ、ハァ……！　いや、待て。そうかアヌビス。お前の仕し業わざなのかアヌビス！　おのれ忌いま々いましき我が弟め!!　アイリスに罪は無かったではないか！」

「がぼっ!?」




　男は天に向けながら怨えん嗟さの声を叫びつつ、手にした槍をまたもやアイリスの腹部に刺し戻もどす。

　アイリスは抉えぐるような痛みに合わせ、身体の内側からせり上がってきた血を吐はき出した。

　彼女はここまでの仕打ちをされてなお、何な故ぜ自分が生きているのか不思議でしょうがなかった。




「そうであるならば教えよう。いや、知らねばならない。私の名はバビ・ニブルヘイム。アヌビスの兄にしてお前の父だ」

「何を、馬ば鹿か、な」

「あの男はお前の父は死んだとでも語ったか？　違ちがう、違う違う!!　奴やつは私からお前を奪い去ったのだ！　私のものを！　身勝手にもだ！」




　アイリスは彼が何を言っているのか理解できなかった。

　自分の父は終末の異名を持つ狼おおかみの魔ま物ものとの戦いで死んだと伝えられてきた。

　かつてアヌビスたちが地上に住んでいた頃ころ、逃にげ惑まどう人々を守りながら、アヌビスとその仲間が駆けつけるまで戦い抜きその命を落とした、と。

　過去に一度、現世へと連れられた時にアヌビスから優やさしく語られたその話を聞き、アイリスは顔も覚えていない父を誇ほこりに思った。

　だからこそ自分も誰かを守れる仕事を、冥府の秩ちつ序じよを守る警備役を希望した。

　彼女の中で父とは理想父であり、だからこそその理想に恥はじぬ生き方を求めてきた。




「あぁ忌々しい！　私からお前を奪っただけでなく、その記き憶おくさえも書き換かえてしまうなど！　これが兄に対する、父に対する所業か!?　外げ道どう、外道に過ぎる！」

「……う、ぐ」

「お前は何故私を思い出さなかった!?　自分が誰のものか！　何故思い出さなかった!?　出来が悪い……あまりにも出来が悪い！　アヌビスの魔の手に落ちながらも、なお私を忘れぬことが子たるお前の務めであろう!!」




　だからこそ目の前の男が父を名乗ることが理解できなかった。

　こんなにも醜みにくい存在が父であるなどと考えたくもなかった。

　彼の放つ禍まが々まがしい熱意が目を焼いていく。

　痛みから逃のがれるように力強く目を閉じるも、瞼まぶたの裏へと突き抜けてくる刃やいばのような熱意に、瞳ひとみのみならず心までもが軋きしんでいくのが自覚できた。




「まぁいい。お前にも落ち度はあるが、原因はアヌビスにある。こうして俺の下もとに戻ってきたのだから、お前もまた務めを果たせばそれでいい」

「あ、がああああああああぁぁぁ!!」

「黙だまれ。動くな」




　バビがアイリスの頭を掴つかむ、加減を知らぬその掴み方はこめかみに指が食い込み激しい痛みを与える。

　抵てい抗こうするように首を振り回そうとするも、それを許さぬと言わんばかりに掴む力が増していく。アイリスは痛みに叫ぶことしかできなかった。




「よし。おい、アイリス。お前を攫さらった男の名は何という？　お前を育てた男の名を何という？」

「っぁ──な、なに……を？」

「二度も三度も言わせるつもりか！　思い出せ！　答えろ!!」

「そんなもの──？　え？　っ!?」




　言葉が出てこなかった。

　自分を今日まで育ててくれたのは「　　アヌビス」様だ。

　……「　　」とは誰だ？　痛みで出てこないだけ？

　いや、違う。「　　」は、何故？　どうして出てこない？

　アイリスは今までの痛みさえも忘れ、突とつ如じよとして欠落した記憶に呆ぼう然ぜんとする。

「　　」は大切で尊敬していた存在のはずだ。

　しかし名前は疎おろか、顔も姿も、どのような人物かも思い出せない。

　数日前にも話した相手だと言うのに、その情景に、その場所にいるべき存在がぽっかりと抜け落ちてしまっている。




「そんな、何で!?　どうして!?　私に、私に何をしたの!?」

「よしよし。消えたな。それでいい、それでいいのだ。「　　」の記憶など不要である」

「なんで、何で聞こえないの!?　その名前は!?　どうして！　どうして!!」




　バビが口にした言葉さえも認にん識しきできない。

　そこには大切な人の何かがあるはずなのに。

　絶望し、恐きよう怖ふし、バビから逃れようと彼女は暴れ出した。

　しかしその行動は闇やみ雲くもに自身の体力を削けずるばかりで、傷口は広がり両手を縛しばる鎖が更に強く食い込んでいくる。




「離はなして！　触さわらないで！　帰して！　嫌いやぁ！」

「ダメだ。お前が我が家に帰るにはその頭の中に不要なものが多すぎる。これまでの全すべてを消して、お前は私の娘むすめに戻るのだ。これは必要なことだ、我わが儘ままを言うな」




　狂きよう乱らん状態のアイリスを見てバビは笑えみを浮うかべる。

　彼はアイリスを娘と呼びながらもその苦しむ様子を堪たん能のうするように、ゆっくりと丁重に彼女の頭の中から不要と断じた記憶を消していく。




「嫌！　嫌ぁ!!　誰か、誰か助けて！　誰かぁぁ!!」

「そう暴れるな。如い何かにお前が私の頑がん強きようさを受け継ついでいるとしても、その傷では何時いつか死んでしまうぞ？　そんなことは許さんからな？」




　要いらぬ、要らぬ、これも要らぬ。

　必要なのは私のことのみ、父のことのみ、それだけを思いそれだけに生きろ。

　果て無きエゴの塊かたまり、邪悪たるバビ・ニブ夜空の王ルヘイムは泣なき叫ぶアイリスの悲鳴を楽しみながらゲラゲラと笑い声を響ひびかせた。




　　　　※




　冥めい府ふ編のボス、バビ・ニブルヘイム。

　そいつの正体はヒロインであるアイリス・ニブルヘイムの父親だ。

　数千年前、神々がまだ現世に住んでいた頃。奴はアヌビスの兄として生まれ、一国を支配していた神にして人々の王だった。

　その当時から非常に凶暴かつ身勝手な存在であった彼は、人々を守護するのではなく赤子一人に至るまでを自分の所有物として扱あつかっていた。

　彼にとって国とは自分を快適に住まわせるための装置システムであり、人々とはそれを構成する部品パーツでしかないからだ。

　また自分こそ至高であるという傲ごう慢まんさは、自分に無いものを他者が持っているという事態を許容しなかった。

　彼の国に海が無ければ海に面する国ことごとくを討うち滅ほろぼし、彼よりも進んだ技術を持つ国があると聞けばその技術を奪って国を滅ぼした。

　事が思い通りに運ばねば暴れ、気に食わぬものを滅めつ殺さつし続ける。

　朝から晩まで暴れ続け、夜空の下には屍しかばねの山と彼一人。

　故ゆえに、彼は邪悪たる夜空の王と呼ばれることになった。




　そんな父親の下に、アイリスは生まれた。

　彼女の母親を不要物と斬きり捨てた男が彼女をどのように扱っていたかなど語るまでもないだろう。

　それを知ったアヌビスは他ほかの神々や彼の被ひ害がいを受けた者たちによる連合軍を結成しバビと対たい峙じ、奴はついに命を落とす羽目になる。

　凄すさまじいまでの因果応報である上に、その魂たましいは天国にも地じ獄ごくにもそして冥府にまでも入国拒きよ否ひされ霧む散さんした……はずだった。

　しかしこのコンプレックスＤＶ野や郎ろうは自分の血を受け継ぐアイリスの中に自身の魂を残し、彼女の魔眼にて観測できる熱意エネルギーを餌えさにその力を蓄たくわえていたってわけだ。

　原作の物語においては主人公の放つ強い熱意が最後のひと押しとなり、アイリスの瞳から復活。

　そして奴は自分の娘を拉ら致ちし、今までの記憶を消し去ることで自らの手て駒ごまに加え、彼女と共に冥府を滅ぼし再び自分の国を作り上げようとしているのだ。

　こんな怒いかりも通り越こして呆あきれさえ生む畜ちく生しよう野や郎ろうだが、腐くさってもボスはボス。

　追加コンテンツのボスというだけあり、いくら中ちゆう盤ばんレベルの敵だと言っても場当たり的な動きで攻こう略りやくできる相手ではない。

　ましてや自分は才気溢あふれた主人公ではないのだから、取れる手段はすべて取らなければアイリスさんを助け出すなど夢のまた夢だろう。

　そのために必要なのがこの冥府の主あるじであるアヌビス神の協力だ。

　そしてその協力を得るためにも、俺と檜垣は彼に手を組むだけの実力があることを示さなければならない。

　故に今、俺と檜垣は共にアヌビス神へと刃を向けていた。




「合わせろ檜垣ィ！」

「わかった！」




　冥府の主、アヌビス・ニブルヘイム。

　それは身長２ｍ弱。全身漆しつ黒こくながらも光こう沢たくを放つ筋骨隆りゆう々りゆうの巨きよ体たい。

　ゴースト系に対して高い攻こう撃げき力を発揮する武術『魂こん撃げき』の始祖であり、アイリスの育ての親。

　トレードマークのジャッカルの頭部に腰こし布ぬの一枚を身につけて、四し肢しには黄金のリングを嵌はめているプロレスラーもかくやと言わんばかりの出いで立ち。

　本来であれば戦うことなどない存在、そんな相手に対して俺たちは果か敢かんに挑いどみかかる。




「「火ひ剣けん・炎えん武ぶ!!」」




　２人の火剣使いによる合わせ技わざ、炎武。原作においては合体攻撃と呼ばれる特とく殊しゆ技を発動する。

　炎ほのおを身に纏まとった二人の剣士による剣けん戟げき、俺と檜垣による合わせて12匹ひきの蛇へび焔ほむら。

　謁えつ見けんの間を暴れ回る蛇たちに対し、アヌビスはその四肢を使って殴なぐり、貫つらぬき、砕くだいていく。

　手も足も、肘ひじに膝ひざ、挙句の果てには頭も背中も使う全身凶きよう器きの拳闘士グラツプラー。

　俺と檜垣は常にどちらか片方がアヌビスの背に回り、彼が最も得意とする一対一の状じよう況きようを作り出さないように心がける。




「魂撃・仁に王おう──」

「衝しよう撃げき波は来るぞ！　飛べッ!!」

「──破は脚きやくッ！」




　丸太の如ごとき太ふと腿ももを大地に突つき立て、放たれるのは全方位に広がる三重の衝撃波。

　それは一つでも直撃すると硬直スタンの状態異常が付ふ与よされ、その隙すきに次々と連撃を叩たたき込まれてしまうものだ。

　ギリギリまで距きよ離りを稼かせいで飛び上がり、近場の柱を蹴けり飛ばし二度の衝撃波を回かい避ひする。

　迫せまる最後の波から飛び退のこうとした所で、飛来するのはジャッカル頭。




「チッ！」




　地に足つけて迎げい撃げきすれば衝撃波に飲み込まれ、飛んで回避すればアヌビス神に襲おそわれる。

　俺は即そく座ざにアヌビス神に向かって跳ちよう躍やくする。剣を投げつけ僅わずかな時間を稼ぎ、徒と手しゆ空くう拳けんの構えを取る。




「我に素す手でで挑むか！」

「手数さえ足りてりゃ何とでもしてやらぁ！」




　彼が取るその構え、そこから放たれる攻撃モーションパターンは原作ＶＲ版のアイリスで覚えがある。

　ならば速度とタイミングを合わせればジャストガードで凌しのぎきれるはず！

　原作は基本的にコマンドバトルではあるが、敵の攻撃モーションに合わせてボタンを押すことでジャストアタックまたはジャストガードを発動することができる。

　このジャストを発動させると攻撃時には攻撃力が増加、防ぼう御ぎよ時には被ひダメージ量が減少する補正が得られる。

　俺が様々なモーションを覚えているのはこれが理由であり、ジャストをどれだけ安定して発動できるかでプレイヤーの腕うで前まえが見えてくる。

　当然、ゲーム時代は今の現実のようにゴリゴリのアクションではなかったのでタイミング合わせも楽なほうではあったが、これからやろうと考えていることのためにはアヌビス神の連撃くらい、全てをジャストガードで凌ぎきれなければ話にならないだろう。




「ッシャオラ来いやぁ！」

「魂撃・渡わたり五ご紋もん！」




　右フックからの裏うら拳けん、蹴りが二連にトドメの左ストレート！　知ってるんだよその動きィ！

　鏡写しの動きで拳こぶしを、足をぶつけ合う。接せつ触しよくの際に発生する円形の火花はジャスト発生の証あかし、ダメージが大きく減少し死なずに乗り切ることには成功した。




「檜垣!!」

「ハァァァ！」




　アヌビス神の背後から、俺が投げ捨てた剣と合わせて二本の剣を持った檜垣が襲いかかる。

　火剣により発生する炎を纏った回転斬ぎりはもはや一つの炎の渦うずとなり、アヌビス神を横から殴りつけて壁かべ際ぎわまで吹ふき飛ばすことに成功。

　そして檜垣は俺の横に立ち、彼女から投げ渡される剣を視線も向けずに受け取り構え直す。それを見たアヌビス神はゆっくりと戦いの構えを解いた。




「良かろう。確かに汝なんじの力は見せてもらった。提案を受けよう」

「っ、ハァハァ……」

「認めてくれたようで何より、ってこのくらいで何ヘバッてんだアオちゃん。ほら息整えて」

「ハァ……ハァ……アオちゃん言うな」

「そう返せるならまだ元気だな」




　緊きん張ちようからか疲つかれ切っている檜垣を放置し、俺は数打ちの剣を鞘さやに戻もどして背を伸のばす。

　後は装備をなるべく早く整えれば動き出せる。そのためにも冥府の主であるアヌビス神の手助けが必要だ。




「ふぅ──よし。それじゃあ、これから伝える武器と防具。回復アイテム諸もろ々もろ融ゆう通ずうして欲しいんですが」

「すぐに用意しよう。それと、我の仲間たちへの連れん絡らくも早急に行う」

「有り難がたい、じゃなくて有り難がとう御ご座ざいます。アイテムが揃そろい次し第だい、軽い打ち合わせしてすぐに出かけるのでよろしくお願いします」

「……やはり、我では敗するか」

「いくら復活したての弱体化状態とは言え、全盛期の時は数で押さないと倒たおせなかった相手。流石さすがにアヌビス神一人では絶対に無理ですね」




　設定集でもゲーム中でも、一人で助けに向かったアヌビス神は奴やつに敗北する運命が明示されている。だからこそアイリスさんを救い出すためにはお互たがいに協力する必要がある。

　アヌビス神は知る由よしもない過去の出来事を口にする俺に驚おどろくことなく、むしろそれを認めるように頷うなずいた。




「桜井 亨とおる。我は彼女、アイリスを実の娘むすめのように思っている。その彼女のことを任せるならば本来は正道を征ゆく者に委ゆだねようと考えていたが、今ここに居るのはお前であった。然しからば、これもまた運命の一つなのだろう」

「は、はぁ？」

「それが邪じや道どうを征く運命であろうと我はアイリスの意思を尊重しよう。されどその熱がアイリスを焼くことがあるのであれば、お前はバビと同じ命運を辿たどることとなるだろう。努ゆめ々ゆめ忘れるな」




　分かり難にくいがアイリスさんを泣かせるなよ？　と釘くぎを刺さされたようなので俺は素直に頷いておく。

　なーに、何があろうともバビ・ニブルヘイムより人間性が下がることはないだろうから問題ない問題ない。




「身体からだを休め、待っていろ」




　アヌビス神は部下に指示を出すためにこの場から立ち去る。

　そして謁見の間に残された俺が元気に素す振ぶりを始めたのに対して、息を整えた檜垣は床ゆかに手をついて座り込んでいた。




「なぁ。お前のそのスタミナ、一体何ど処こから湧わいて出てくるんだ？」

「冥めい府ふだしなここ。要は気の持ちようだ」

「どういうことだ？」

「現世と違ちがって今の俺らは魂たましいだけの存在。それが現世の肉体の形に変化してるだけで、本来は食事も睡すい眠みんも不要なんだよ」

「そう、なのか？」

「アイリスさんやアヌビス神のように冥府で生まれた連中以外は全員そうだ。んで、魂を動かす燃料ってのは精神力だからソレさえ溢あふれてれば問題ないんだってよ」




　ファンブックか何かで語られていた設定なのでうろ覚えだが、その上で冥府に娯ご楽らく施し設せつなどがあるのは魂を健全に保つためだとかなんとか。

　効率的なレベル上げには健康な肉体と魂が必要である。しかしちょっと気張れば食事も睡眠も０にできる。

　結構凄すごい環かん境きようだなここ。星の種が何個も手に入る場所だったら間違いなく蘇そ生せいを無視して入り浸びたっていた。




「つまり、お前は気力に溢れているから疲れが無いのか」

「そういうこと」

「……私は恩人の命がかかっている事態に今も不安でしょうがないのだが。お前はどうして……なんというか、楽しそうにしているんだ？」

「何でって。俺が一番やる気を出すものが何かくらい、流石のお前もわかってるだろ？」




　檜垣の問いかけに俺は素振りの手を止め、もはや俺の代名詞ともなりかけている答えを満面の笑えみと共に答える。

　俺が重視して、世界で一番やる気を出すこと。そんなものはただ一つ──




「──この戦いでがっつり鍛錬レベリングもできそうだからな！」




　その答えを聞いて、檜垣はため息と共にガクリと頭を俯うつむかせる。いい加減、俺の行動原理くらいは学習して欲しいところだ。

　武器を構えて前を向き、誰だれも居ない空間にバビ・ニブルヘイムの幻げん影えいを思い浮うかべる。

　襲しゆう撃げき時に見せたその姿に、ゲーム時代の攻こう撃げきモーションとをかけ合わせ、その動きを想定していく。




「待ってろよ畜ちく生しよう系屑くずのＤＶ野や郎ろう、この世界ゲームで俺プレイヤーを敵に回すとどうなるか……しっかりと教えてやるからよぉ……！」




　俺は誰にも聞かれないようにポツリと呟つぶやき、また剣けんを振ふるい始めるのであった。








第六章　闇やみ夜よに燃え、夜空に瞬またたく









　何か大切なことを忘れてしまった気がする。

　家族は、父と母が居たような気がする。

　兄弟は居なかった。父の名前は──バビ・ニブルヘイム。母はわからない。

　友人や知り合いは誰か居たような気がする。でも誰が居たのか思い出せない。

　私はこんなにも一人寂さびしい人間だったのだろうか？

　わからない、思い出せない。心が寂しく、冷たい。

　寒い寒い寒い。身体の全すべての場所から熱というものが抜ぬけて、四し肢しの指先はもう凍こおりついてしまったかのように動かない。




「要いらぬ要らぬ要らぬ、あぁどうしてこうも無む駄だな記き憶おくが多いのだ！　お前の全ては私のものだというのに、何な故ぜ勝手に余計なことを覚えている!!」

「ごめん、なさい。お父様」




　この冷たい場所でたった一人の私以外。お父様だけが私の瞳ひとみを通じて熱を与あたえてくれる。

　感謝しなければならない、奉ほう仕ししなければならない。そうしなければ熱がなくなってしまう。




「そうだ、それでいい。私が言葉にする前にお前は意図を汲くみ取り奉仕しろ、私が行動する前には全ての準備を整えろ、そして私が指示したこと以外を勝手に行うな。お前にはそれができる。できなければならない！　何故ならお前は私の娘だからだ！　私に最も近い家族だからだ!!　わかるか!?」




　苛か烈れつな、痛いほどの熱が身体中に挿さし込まれて行く。身を焼かれるほどのそれを受けて、今度は喪そう失しつへの恐きよう怖ふが湧き上がる。

　指先からジワジワと凍りつき、自分の中で温めていた何かを否いや応おうなしに奪うばい去る冷気が喉のど元もとまで登り上がってくる恐怖。

　嫌いやだ、冷たいのは嫌だ。寒いのは嫌だ。凍こごえるのは嫌だ。




「わか、り……ました」

「おい、何故言葉に詰つまった？　その間は何だ？　不満があるのか!?　この私に対して!?　答えろアイリス!!　アイリスッ!!」

「そんなことは」

「ならば何故そんなにも流りゆう暢ちように否定できる!?　お前は私に隠かくし事をしてはならない！　お前は誰のおかげで生きているのか自覚が足りない！　父たる私への感謝を忘れたか！」




　怒ど号ごうを上げて殴なぐりつけてくるお父様に私は謝り続け、問いかけをはぐらかす。何故そんなことをしているのか自分でもわからなかった。

　ただ、何かがあったはず。思い出せないそれは、きっとお父様の熱とは違う芯しんの芯までを暖めてくれるもの。




「ごめんなさい、ごめんなさい」

「謝るようなことを考えたのかアイリス！　さっきの否定の言葉は嘘うそだったのか!?　お前は父に対して嘘を吐ついたのかアイリス!!」




　寒い、痛い、冷たい、痛い。

「　　」様。「　　」さん。「　　」さん。

　誰か、誰か。誰でも良いから、凍る私を暖めて。










「「火ひ剣けん・炎えん武ぶ──双そう頭とう蛇へび焔ほむらッ!!」」




　氷の空間が炎ほのおに包まれる。

　炎で作られた双頭の蛇が私とお父様を引き離はなし、まるで私を守るかのように渦うず巻まく。

　その中を一人の少女が私のほうへと駆かけ込んでくる。




「アイリスさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「だ、れ？」

「～～クソッ！　今助けますからじっとしてて下さい！」




　彼女は手にした剣を振るい両手の鎖くさりを切り落とし、私の口に布を噛かませると腹部の槍やりを一気に引き抜く。

　苦く悶もんの呻うめき声を上げる私に彼女は青色のポーションを振りかけると、傷口が少しずつ塞ふさがり始めた。




「貴様ァァァ！　私の、私のアイリスに何をするつもりだァァァッ!!」

「桜さくら井い頼たのむッ！」




　咆ほう哮こうと共に炎を打ち破りお父様が戦せん斧ぷを振りかぶる。

　私を抱だく少女へと目め掛がけて振り下ろされる瞬しゆん間かんに、今度は横から少年が割って入る。




「火剣、投とう火か落おとし」




　手にした剣が周囲の炎を掬すくい上げるように振るわれる。纏まとう炎が爆はぜて、振るった剣が急加速する。

　少年はそのまま迫せまりくる戦斧の側面に炎を纏わせた剣を叩たたきつけることでその軌き道どうを逸そらし、大地に叩きつけられた戦斧の発する衝しよう撃げきをバネにするかのように宙へと浮かび上がり、お父様の横顔を蹴けり飛ばしてみせた。




「動かせるまで、数十秒はかかりそうだ」

「了りよう解かい。治り次し第だい速そつ攻こうで脱だつ出しゆつしてくれ。守りながらは長く戦えん」




　蹴り飛ばしたお父様を睨にらみ、炎を纏った剣を肩かたに担かつぐ少年がそう言った。その左ひだり腕うでには指先から肘ひじまでを覆おおう程度の盾たてを装着していた。

　突とつ然ぜん現れた少年と少女。二人が発する熱意は強く、そして暖かい。

　お父様に近い苛烈さを持ちながらも、お父様の熱意から私を守るように包み込む炎の壁かべ。

　特に剣を持つ少年の熱意はこの室内をお父様と二分するかのように広く強固に放たれている。




「貴様貴様貴様らァァァ!!　何だ!?　何者だ!?　ただの人間風ふ情ぜいがどうしてここに居る！　何故邪じや魔まをする!?　私のアイリスに、誰の許可を得て触ふれているッッ!!」

「うーわ、金切り声かよ音割れしてるぞお前の台詞せりふ。つか原作でどんなやつかは知ってたけど、実際に目にすると気持ち悪いどころじゃねぇな」

[image: ]

「アァァァアアッッ！　声を出すな囀さえずるな！　羽虫の如ごとき人間が私の視界に映り、私の意に沿わぬことをするなど！　私はそんなことは命じていないだろう!?　何故そんな身勝手なことをする、私の邪魔をするな!!」




　10ｍはあるだろう距きよ離りを、お父様は一瞬で０へと塗ぬり替かえる。

　その疾しつ走そうは残像を作り上げ、戦斧を握にぎるお父様の後ろに横よこ薙なぎを狙ねらう構えの残像が続く。それはいかなる理由か独立した動きを取り、挟はさみ込むように少年へと襲おそいかかった。

　対して少年は左手の盾を巧たくみに操あやつり、振り下ろされる戦斧の軌道を斜ななめに逸らし、後に続く横薙ぎにそれを叩きつけた。

　自身の攻こう撃げき同士がぶつかり合うことで生まれたお父様の隙すきを縫ぬうように、今度は右手に持つ片手剣でお父様を斬きりつける。




「私の、私の玉体にッ！　傷を付けるとは!?　神であり至高たる私に、人が手をかけたと言うのか!?」

「そのくらい自動回復リジエネするんだからワーギャー言うなって。つかそんなに叫さけんで喉のど傷いたまないの？　実は職業オペラ歌手とか？」

「私を愚ぐ弄ろうするつもりか人間ッ!!」

「もうちょいボキャブラリーに富んだ罵ば倒とうないの？　馬ば鹿かと連呼するならガキでもできるだろうに」




　少年は軽口でお父様の注意を引きつつ、憤ふん怒どと共に振るわれる猛もう攻こうを凌しのいでいく。

　武器と防具がぶつかり合う度たびに弾はじける円形の火花を、私はまるで蚊か帳やの外のことのように「綺き麗れいだな」と思っていた。




「よし、コレなら動かせるな。アイリスさん行きますよ、貴方あなたの居るべき場所はあんなふざけた男の下もとじゃない。まずはあの男の手の届かない場所に──！」

「何ど処こに行くアイリィィィスッッ!!」

「お前にとっての無限の彼方かなたさぁぁ!!」




　動き出した私たちを逃のがさんとするお父様に、今度は少年が襲いかかった。

　少女は私の腕を首に回し、覚おぼ束つかない足取りの私を肩で支えるように歩き出す。

　お父様の発する熱意から、私を守ろうとする二つの熱意。

　きっとこの二人は私を知っていて、だからこそ何も思い出せないことがもどかしく、そして申し訳なく思う。

　そんな私の内心を悟さとってか、少女は励はげますように優やさしく語りかけてくる。




「大丈夫ですアイリスさん。貴方の記憶も、その呪じゆ詛そも必ず何とかします」

「どうして……そこまで」

「道を踏ふみ外はずした所を貴方が助けてくれた。だから私たちもアイリスさんを助けに来たんです。さぁ、もう少しで出口ですよ！」




　輝かがやきを放つ転移門に踏み込む直前、僅わずかに後ろを振ふり向いた。

　お父様と転移門を遮さえぎるように立ち塞がる彼は私の視線に気がついたのか、私を元気づけるかのように視線もよこさずに親指を立てる。

　光に包まれ、自分と少女が転移門の先へと向かう。その最中、少年の放つ熱意がその質を変えたのを感じ取る。

　顔は見えないがきっと今いま頃ごろ、彼はその口元に三日月を貼はり付けたかのような、楽しそうな笑えみを浮うかべているのだろうと、なんとなく思った。




「全く……おバカ、ですね」




　何も覚えていないはずなのに、口からは自然とそんな言葉が漏もれ出た。




　　　　※




「あ、あ、あぁ！　アイリス！　アイリィィィス!?　何な故ぜだ、何故抵てい抗こうもせずに!?　おのれおのれ!!　貴様ら私の娘むすめに何をした!!　どんな呪詛をかけその身を蝕むしばんだ!?　許せぬ、許せぬ許せぬ許せぬ!!」




　バビは消失した転移門の位置に立ち、まるで何かを探さぐるように魔ま法ほう陣じんを出しては消してを繰くり返している。

　対して俺は吹ふき飛ばされた先にあった壁に身体からだを預けながら、ＨＰ回復と防ぼう御ぎよ力を上じよう昇しようさせる効果を持つ『玄げん武ぶの霊れい薬やく』を口にして体勢を整えていた。




「無む駄だだよＤＶ野や郎ろう。今頃、アヌビス神とその神官全員がここに対して結界を張ってる。蘇よみがえったばかりで全盛期に劣おとる実力しかないお前じゃアイリスさんを追うことはできないし、ここから逃にげ出すこともできねーよ」




　その言葉に俺の存在を思い出したのか、バビは血走った目を見開いたままぐるりと首を向けてくる。

　視線には怒いかりを超こえた殺意が濃のう縮しゆくされており、それでも抑おさえられぬ激情が彼の身体を震ふるわせていた。

　ともあれ、一ひと先まずは作戦の第一段階であるアイリスさんの救出が成功したことに内心胸を撫なで下ろす。

　本心としてはここで逃げてしまいたいところだが、放置すればまた間ま違ちがいなくアイリスさんを狙ってくるだろう。




「（だからここで倒たおさなきゃならんが、倒せるかと言われると厳しいとこだな）」




　原作ではバビが塔とうに逃げ込み、アヌビス神が単身で助けに向かい返り討うちにあうイベントが用意されている。

　戦いの余波で塔が崩くずれ、命からがら脱出した先に居た主人公にアイリスのことを託たくすのが本来の流れだ。

　そのため数時間前に戦ったアヌビス神の強さを思い出すと、やはり一人で戦うことには不安が残るのが正直なところ。

　だが先さき程ほど少しやりあったところ幸いにも攻撃モーションはゲーム時代と同じものの組み合わせしか見て取れなかった。

　そうであるならば、少なくとも手数の多い徒と手しゆ空くう拳けんのアヌビス神よりかはジャストが取りやすいだろう。




「（ということは動きを見誤ったら死ぬってくらいか。檜ひ垣がきもこいつもおじさんも、対人戦せん闘とう格上だらけで笑うしかねぇな）」




　なんとはなしにこれまでの経験を思い出し呆あきれていると、バビ・ニブルヘイムが手にした戦せん斧ぷを何度も何度も床ゆかへと叩きつけはじめた。

　自分は怒おこっているとコレでもかとアピールする行動は、まるで地じ団だん駄だを踏む子供のようで思わず笑ってしまいそうになる。




「良いだろう、そんなにも自らの罪を私の手で濯すすいで欲しいと望むのであれば。貴様の身に刻まれた万と五百の罪を、その指先から肉を削そいでいくことで教えてやろう」

「やれるもんならやってみな。満足するまで遊んでやるからかかってこいよ」

「神たる私を舐なめるのもいい加減にしろよ貴様ァァッ！」




　絶ぜつ叫きようと共に氷の鎧よろいを身に纏まとい、その戦斧さえも氷の力で一回り巨きよ大だいな武器となる。

　俺は迫せまりくるバビを見み据すえて腰こしを落としつつ、その一挙一動を見み逃のがさないように目を見開く。

　此こ処こから先は俺の用意した一世一代のレベリングステージ。

　それは俺が死ぬか、もしくは秘策が実を結ぶまで終わることはないだろう。




「ボスを使った実戦式レベリングの時間だァ！　那な由ゆ多たの果てに散ろうとも、俺が満足するまで付き合ってもらうぜ!!」

「戯たわ言ごとをォォォッ!!」

「ヒィィヒャッホォォォォイッッ！！！」




　時間無制限、俺にとってのボーナスステージが幕を開ける。

　さぁ、スキルのレベル上げを始めようか！







　バビ・ニブルヘイムはその暴ぼう虐ぎやく的なモーションに反して、その戦闘スタイルは状態異常を多用してくる搦からめ手タイプだ。

　奴やつが扱あつかう状態異常は呪詛、忘ぼう却きやく、恐きよう慌こうの３種類。

　これらを自身のスキルや攻撃に付ふ与よしてコチラの行動を制限し、高い攻撃力を持つ戦斧で仕留めていくスタイルだ。




「オォォオオォォッッ!!」




　バビが叫び声と共に振り上げた戦斧を足元に叩たたきつけ、その衝しよう撃げき波はと共に紫むらさきの煙けむりを周囲に広げる。

　この煙には呪詛の状態異常を付与する効果があり、呪詛は毎ターンこちらのＨＰを削けずってくる。ターン経過による自然回復が存在せず、かつ最大５倍まで重ねがけが可能なため甘く見ていると痛い目に遭あうこと受け合いだ。




「でも、んなもんはとっくのとうに対策済みなんだよ！」




　俺は迫る煙を前に、左手に装備した聖せい騎き士しの円えん盾だてを構えて前に出る。盾から溢あふれる光の粒りゆう子しが、俺の周囲に漂ただよう煙を打ち消していく。

　駆かけ出した勢いそのままに飛び込むタックルは、追撃のため斧おのを振りかぶっていたバビに直撃し、その体勢を崩した。




「貴様人間風ふ情ぜいがァァァ!!」

「お、っとっと」




　対するバビは崩された体勢のまま、戦斧を振るう。

　あまり力が入っているとは言えない攻こう撃げきだが、僅かなダメージも嫌きらった俺は大人しくバックステップで距きよ離りを離はなす。

　呪じゆ詛そは自然回復することがない。その代わりに、毒よりも対処可能なアイテムや装備が多い。

　俺が装備している聖騎士の円盾も呪詛無効化の能力を持つ装備の一つだ。




「（こいつを攻こう略りやくするなら呪詛対策は必ひつ須す。少しでも事故る要素を減らすために耐たい性せいじゃなくて無効化する！）」




　例えば呪詛耐性装備の中で呪詛耐性80％の効果を持つ首くび飾かざりがある。

　この首飾りには呪詛耐性以外にもステータスに補正をかけたり、別の特とく殊しゆ効果も持っているので聖騎士の円盾よりも有用性は上だ。

　しかしゲーマーにとって耐性80％とは３回に１回くらいは機能しないとほぼ同義であることは皆みなもよく知るところだろう。信用性に欠けると言っても過言ではない。

　よって俺はまず呪詛対策として聖騎士の円盾を選んだ。不安定な耐性ｎ％よりも確実な無効化のほうが戦いを組み立てやすいし安定するからだ。




「貴様ァ動くなァ！」

「嫌いやですぅぅ!!」




　今度は大地に戦斧を叩きつけ、その反動で距離を詰つめて掴つかみかかってくる。

　その手は明らかに触さわったらヤバそうな赤いオーラに包まれており、当然掴まれたらダメージと共に忘却の状態異常を付与されるものだ。

　忘却は付与されるとこの世界で30秒の間、あらゆるアクティブスキルが使用不可能になる。要は火ひ剣けんなどの能動的な技わざの使い方がわからなくなってしまう。

　その間は檜垣相手にやったような相手の技に自分の技をぶつけて相そう殺さいするテクニックが使えなくなるので、掴み攻撃で受けるダメージも加わり一気に死の淵ふちに立つことになる。

　その場合はとにかく距離を取って立て直すのが重要だが、バビの動きから目を逸そらすわけにもいかないので落ち着いて動かねばならない。




「死ね、死ね！　死に晒さらせェッッ!!」

「攻撃の度たびに程度の低い罵ば倒とうしてくんじゃねーよ！　ボキャブラリー低空飛行してんのかテメーは！」




　罵倒に対して言い返しつつも戦斧の連撃を盾と剣で受け流していく。

　バビの攻撃は基本的に自分の残像と合わせて二連撃以上が基本だ。




「オオォッ！」

「（振ふりかぶり、片手握にぎり、二撃目右から薙なぎ払はらい！）」




　振りかぶっているなら、残像は薙ぎ払いをしかけてくる。

　その時に柄えを握る手が片手ならば右から、両手なら左から薙ぎ払ってくるのでそれを見定めて受け流し方を変えてやれば相手の攻撃を利用して二撃目を凌しのぐことができる。

　横薙ぎならば一撃目とは反対の方向から二撃目が、挟はさみ撃うちを凌いだ直後に真正面から戦斧が投とう擲てきと共に迫り、それを回かい避ひしたら突とつ如じよとしてバビが背後に現れ避よけたはずの戦斧を掴んで叩きつけをしてくる。




「私を……私を……愚ぐ弄ろうするなァァァッッッ！！！」




　絶叫に呼応してバビの背後に６本腕うでの巨きよ大だい阿あ修しゆ羅らが現れる。

　それぞれの手にはバビと同じ戦斧を持っており、その全すべてを同時に床に叩きつけたかと思うと身体からだを捻ひねって部屋全体を薙ぎ払う。

　上は天てん井じよう、下は床ゆか下したまでの全てをご丁てい寧ねいに削りながら迫りくるそれは、原作における必中効果を持つ大技だ。

　俺は即そく座ざに蛇へび焔ほむらを掬すくい上げるように放ち、阿修羅の戦斧を僅わずかでも持ち上げると、その隙すき間まめがけて全力のスライディングで通り抜ぬける。

　身体の上を通る戦斧は命中せずとも地面を抉えぐるような衝撃波を放ち、その際に飛んでくる瓦が礫れきが飛沫しぶきの如ごとく身体に突つき刺ささっていく。加えて刃やいばによって発生する風圧が鎌かま鼬いたちとなり身体を刻みつける。

　それをなんとか凌ぐと阿修羅は消失する。だが阿修羅は消える直前にコチラを射い殺ころすように睨にらみつけ、その視線に晒された俺は手にした回復アイテムをその場に取り落とした。




「っ～～～！　クソがッ！」




　大技の後に必ず発動する阿修羅の睨みつけ。その視線に晒されると恐慌の状態異常を付与される。

　恐慌は20秒の間、アイテムの使用を不可能にさせる状態異常だ。

　普ふ段だんは大したことのない状態異常なのだが、バビは回避不可能の大技の後にコレを放ってくるのでどれだけ優位を保とうとも一気に劣れつ勢せいに押し込まれてしまう。

　しかもこの恐慌には対策装備が存在しないから気合で乗り切るしかないんだよなぁぁ！




「チクショォォォ!!　頑がん張ばれ負けるな死ぬなレベルだ上げるぞ俺ェェェ!!」

「えぇい支し離り滅めつ裂れつな言葉を吐はいて私を惑まどわすな！　ゴキブリ同様の汚お物ぶつの如き人間風情がァ！」




　奥歯を噛かみ締しめ恐きよう怖ふに耐たえて、視界に映る経験値ログで心を支えて前を見据える。

　あぁクソ怖こわい。嫌だ逃にげたい。身み震ぶるいするほどに叫さけびたい。

　それでも退けない。退路は断った。気力を上げて魂たましいを保て！

　自分を鼓こ舞ぶしろ、盾術スキルはもうすぐレベル２に手が届くんだ！




「よっし、よっっし！　調子戻もどって来た！　まだまだ遊ぼうぜお義父とうさぁぁぁん!!」

「私はお前の義ち父ちではない！　やめろ！　怖おぞ気けが走るッッ！」




　振るう剣から炎ほのおが渦うず巻まき、刃と合わせてバビへと襲おそいかかる。奴が身にまとう氷の鎧に阻はばまれながらも、押し込むように刃と炎をその身体に刻み込む。

　されどバビは人外の生命力によってなお動き、その身に宿す自動回復の力が瞬またたく間に傷を癒いやす。

　反撃、戦せん斧ぷの叩きつけ。床ゆかを砕くだく衝しよう撃げきとともに呪詛の煙が広がる。呪詛効果は気にしなくて良い、問題は煙でバビの姿が見えなくなることだ。

　舌打ちしながらも懐ふところから取り出した小石を周囲にばら撒まき、一いつ瞬しゆんだけ右手の剣を両手持ちに切り替かえて纏まとう炎を放つ。




「火剣──蛇焔ッ!!」




　身体を捩ねじ上げるように振るった剣から３匹びきの蛇焔が円軌き道どうで放たれる。

　紫の煙を赤い炎で塗ぬりつぶしていく中で俺は剣を構えたまま前後左右に視線を彷徨さまよわせる。バビの姿は見えない──なら！




「上かッ！」

「死ねェェェェイ！！！」




　顔を上げるとその先には音もなく跳ちよう躍やくしていたバビが戦斧を振り上げていた。

　俺はその場から転がるように飛び退のくと次の瞬間には今まで居た場所に振り下ろされた戦斧が突き立ち、またもや衝撃とともに紫むらさきの煙けむりが発生する。




「なに？」




　かのように見えて、煙は発生源から僅かに広がったところでその動きを止めた。バビの足元には回避の瞬間に手放していた聖せい騎き士しの円えん盾だてが転がっており、その淡あわい輝かがやきが呪詛の煙を打ち消していた。

　回避後の片かた肘ひじを突いた状態で剣を振るう。事前にばら撒いていた小石にその切っ先を当てると、それは乾かわいた破は裂れつ音と共に弾はじけてバビが身に纏う氷の鎧よろいへと突き刺さる。




「おのれ貴様ァ！　我が玉体に小石などオォオオォ!?」




　３つ目の小石が鎧に突き刺さった瞬間、バビの全身が突如として燃え上がり、奴やつの口から驚きよう愕がくの声が上がる。

　俺が撃ち込んだ小石は火打ち石というアイテムだ。これは状態異常の１つである炎えん上じようを付ふ与よするためのゲージを増加させる効果を持っている。それが撃ち込まれたことで、火剣の効果と合わさり炎上ゲージが満タンになったことで奴の身体が燃え上がったのだ。




「オォォオオォ!?　何だ、何だこれは!?　何な故ぜ我が身が燃え上がる!!」




　突とつ然ぜんの炎上に混乱するバビに対して、俺は飛び込むように奴の懐に潜もぐり込む。

　そして小こ脇わきに抱かかえるように構えた剣の射程にバビの身体を捉とらえると、呼吸を止め胸の鼓こ動どうを強引に抑おさえ込み技を放った。




「偽ぎ称しよう──剣けん聖せい一いつ閃せんッ！」




　夜空に流れる流星のように、一瞬の銀閃がバビの胴どうを斜ななめに駆かけ抜けた。

　遅おくれて噴ふき出したバビの血潮が致命の傷だと指し示す。




「ゥゥォォォオオオノォォレェェエ！！！」

「ッとぉ!?」




　必殺の直後、乱れた呼吸の中で咄とつ嗟さに足元の盾を拾い上げる。盾から伝わる激しい衝撃と共に、俺の身体は床の上を転がっていく。その勢いを利用してすぐさま立ち上がり、バビの姿を視界に捉える。

　刻んだはずの胴の傷はこの一瞬の攻こう防ぼうの中で既すでに軽傷と言えるほどに回復しており、その自動回復能力に思わず顔が引き攣つった。

　勝利への道はか細い。それでも俺は、この命をかけた綱つな渡わたりを続ける。

　重く考える必要はない。油断なく戦い続ければ俺はいつまでも戦える、そうしていればきっと俺の秘策が奴を殺し切る刃となる。

　だから俺は、俺かコイツが滅めつするその時その瞬間まで、レベル上げを楽しみながら戦い続ければ良いだけなのだ。




「まだまだ行くよぉ、お義父さぁぁぁん!!」

「来るな汚物がァァァ!!」




　声を張り上げ駆け抜ける。俺のレベル上げは、まだまだ終わりが見えなかった。




　　　　※




「アイリスさん、ここに居たんですか」

「あ……えっと……檜垣さん」




　檜垣さんは私のことを心配そうに見つめてくる。私は笑えみと共に心配しなくても良いと告げた。

　ここはニブルヘイムのバルコニー。水すい晶しようの柵さくで囲われたその場所からは冥めい府ふの全てが見み渡わたせる。

　その中には当然ながら塔とうも含ふくまれており、私はそれを見つめ続けていた。




「それに、ここで塔を見ていたいのです」




　塔から助け出されてから２日の時が経たった。

　お父様……バビ・ニブルヘイムの呪じゆ詛そはアヌビス様のご友人であるトート様の手により解呪することができた。

　しかし失われた記き憶おくが戻ることはなく、今まで積み重ねてきた思い出は断だん片ぺん的に残るばかりだ。

　それでも、何も思い出せないまま、周りに人が居ることがわかっていても誰だれが誰なのかさえ見分けがつかない悪夢は終わりを告げた。

　塔は今や完全に封ふう鎖さされ、多くの人々がお父様が抜ぬけ出さないようにと結界を張り続けている。

　内部に居るのはたった二人。その二人の放つ熱意で、視界に映る塔は下から上まで全てが炎に包まれていた。

　二つの熱意はお互たがいを喰くらわんと猛たけり狂くるい、その暴力的な衝しよう突とつは遠く離はなれているこのバルコニーにも届き、この身に熱を届けている。




「あいつはまだ戦ってますか？」

「ハイ。桜井さんの熱意はまだ消えてません。お父様に負けず劣おとらず、熱いくらいに猛っています」

「ここまでされるともはや脱だつ帽ぼうするしかないな……」




　檜垣さんは非常に認めたくなさそうに苦い顔でそう呟つぶやいた。その顔が何だか面おも白しろくて私はつい笑みを浮うかべてしまう。

　桜井 亨とおるさん。自分を高めることに余念がなく、自分を高める鍛たん錬れんにしか興味を持てない少年。

　しかし鍛錬に対する熱意は常人を優に超こえ、今やその熱意で磨みがき上げられた技量は神の一ひと柱はしらにも勝まさるとも劣らない戦いを演じている。

　彼に関する記憶は無い、彼の顔がどんなものかもうろ覚えだ。

　檜垣さんは「自らを鍛きたえることで悦えつに浸ひたる、呆あきれるほどのロクでなし」と言っていた。

　けれども、彼が救出の算段を立ててくれたことを指し摘てきすると、彼女は図星を突つかれたかのように黙だまり込んでしまう。その可愛かわいらしい様子に私はまたつい笑みを浮かべてしまう。

　彼は今もなお、塔の中でたった一人で戦い続けている。

　彼は彼なりに誰かを思う心があり、それがある限りお父様は彼の熱量を喰らい尽つくすことなどできはしない。

　顔を覚えてもいない相手をここまで想おもうことができるのは、どうにも不思議な感覚がしたが悪いものではなかった。




「アヌビス様は今何ど処こに？」

「少しでも早く話をつけるためにと、直接地じ獄ごくとかいう場所に」

「そうですか。私も何かできれば良いのですけれど……」

「なら、桜井を見続けてやって下さい。あいつが生きてるかどうかがわかるのは、今やアイリスさんだけなんですから」




　檜垣さんはそう呟いてバルコニーに肘ひじを突く。

　その声こわ色いろは不満げであることを隠かくすつもりもない、それでも認めるべきところは認めてしまうところに彼女の律りち儀ぎさが垣かい間ま見みえる。




「あいつは今もなお一人で戦っている。年下の癖くせに兄弟で子しで、腹が立つほどに嫌いやな奴ですけれど、それでも誰かに想われるくらいはされていい」

「檜垣さんは桜井さんを想ってあげないのですか？」

「馬ば鹿か言わないで下さい。そんな関係ではありませんよ」




　とは言いながらも、彼女の視線は塔を捕とらえて動かない。

　目は口ほどに物を言うとはこのことで、檜垣さんが桜井さんをどう捉えているかをその瞳ひとみは物語っていた。

　塔に目を向ける。戦いは苛か烈れつさを増し、終わりが見えない。

　それは自分たちの安あん寧ねいだけを考えるのであれば、もはや後は放置し続ければいいだけの戦い。

　しかし、それで良しとするほど私も檜垣さんもアヌビス様も堕おちては居ない。彼の考えた最後の一手の為ために、できることをし続けると皆みなが決意している。




「だから桜井さん。もう少し、もう少しだけ待ってて下さい。今度は私たちが必ず……必ず迎むかえに行きますから」




　口にして、祈いのる。この想いが少しでも彼の力になるように。




　　　　※




　もはやどれくらい戦い続けたのだろうか。時間の感覚はとうになくなっていた。

　戦い続けてわかったことだが、やはりこの男を一人で攻こう略りやくするのは無理だ。

　兎とにも角にも火力が足りず、傷を付けてもバビの自動回復能力がダメージ帳消しにしてしまう。

　しっかりとしたダメージを与あたえられるのは偽称・剣けん聖せい一閃くらいなのだが、あれを放つには溜ためが必要なので連続で叩たたき込むことができない。

　そして畳たたみ掛かけられないのであれば、あっさりとそのダメージは回復されてしまう。

　斬きっても斬っても、死にやしない。戦いの楽しみといえばスキルレベルを上げることぐらい。

　お陰かげで３種の状態異常耐たい性せいが身につき、それぞれスキルレベルは最大までカンストしてしまった。




「……もういい」

「うん？」

「もういい！　もういい！　もういい！　お前の相手はいい加減飽あき飽あきだ！　何時いつまで戦う!?　何処まで戦う!?　貴様に付き合うのはもうウンザリだ!!」




　癇かん癪しやくを起こし何度も戦せん斧ぷを床ゆかに叩きつけるバビの背後に、また巨きよ大だいな阿あ修しゆ羅らが現れる。

　しかし、その阿修羅の六本腕うでには本来あるべき戦斧が一本しか握にぎられていない。




（マジ、か……っ）




　どうやらこの世界特有のゲーム時代に無かった未知の攻こう撃げき。しかも大おお技わざ臭くさい。

　お前そんなの今いま更さら出してくるな！　と声を大にして叫さけびたいところだが、叫ぶ余力も無いので渋しぶ々しぶ盾たてを構える。




「光栄に思え人間。神たる私の神しん威いにひれ伏ふすが良い！」




　眼前を見み据すえ、あらゆる動作を見み逃のがさないように注視する。

　少しでも集中力を高めるために心を落ち着け息を吐はき──盾を構えた左腕が切り飛ばされた。




「──ッ!?」




　痛みを感じる間もなく、斬ざん撃げきの後に続いた衝しよう撃げきに身体が吹ふき飛ばされ壁かべに激げき突とつする。

　床を転がりながらも視線を上げれば、そこには自身の身体を支えるように４つの腕を床に突き立て、残りの腕で握った戦斧を大きく振ふり抜いている阿修羅の姿が見えた。




「ふむ、未いまだ力は戻もどらずか。少々自分の力に振り回され狙ねらいが逸それたようだな」

「くっ……、そ！」

「私は夜を越える度たびに力を取り戻していく。復活を遂とげてから今や２つの夜を越えた……全ぜん盛せい期にはまだほど遠いが貴様を殺すには十分すぎるほどだ」




　２つの夜を越えたってことは今は３日目か？　我ながらよくそれだけ戦い続けたなと思う。

　残った片手で身を起こし、壁を背にして座り込む。疲ひ労ろうと傷とで、もはや立ち上がる余力も無い。

　今の身体からだは肉体ではなく魂たましいが形状変化しているだけなので、左腕を切り飛ばされようともショック死や出血死することはない。だがそれは言い換かえれば左腕に相当する量の魂を切り飛ばされたということで、それはそれで問題がありそうな気がしてくる。




「私の邪じや魔まをしたことは万死に値あたいするが、復活直後の運動としては有用ではあった。言い残すことはあるか？」

「言い残すこと、ねぇ……」




　これはもう詰つんだな。そう考えた俺は視線の先に見える何処までも愚おろかな屑くず野や郎ろうを心底見下して、無言で中指を立てた。




「不快だ死ね」




　世界が色を失い、視界がスローになっていく。

　阿修羅の振り下ろす戦斧は、空気を切り裂さき衝撃を撒まき散らしながら俺へと迫せまる。

　視界の中に幾いくつもの数字が揺蕩たゆたい始める。

　その数字は俺が今まで積み重ねてきた経験値やスキルレベルの数々で、俺はそれが走そう馬ま灯とうの類たぐいであることを理解した。

　死に至るまでの数すう瞬しゆん、星のような輝かがやきを放つその一つ一つに俺は見み惚とれる。




「（まぁ、賭かけには負けたが悔くいは無しってとこか）」




　まるで名作映画を見終わったような、感かん慨がい深い満足感。

　俺はそれを味わいながら、ゆっくりと瞼まぶたを閉じた。










「──アァァァァヌゥゥゥゥビィィィィスッッッ!!!!」




　その絶ぜつ叫きように遠ざかりかけた意識が覚かく醒せいする。

　死を前に閉じた瞼を開いてみると、俺の前には黒く輝く巨きよ漢かん──アヌビス神の背が映っていた。




「桜井 亨よ。よくぞ戦い抜ぬいた」




　アヌビス神はそう言って、素す手でで迎げい撃げきしたのであろう戦斧の残ざん骸がいを振り払はらう。

　それを見て、焦あせるようにバビが叫びだした。




「何な故ぜだ！　何故お前はいつもいつも私の邪魔をするのだ!!」

「兄よ。それは貴方あなたが応報の因果を紡つむいできた故ゆえに、だ」

「因果だと!?　馬鹿なことを言うな！　私が何をしたというのだ！　私を悪逆と罵ののしり、挙句の果てには私の手から娘むすめを奪うばい去った貴様らこそがッ！　応報を受けるべき畜ちく生しよう外げ道どうであろうがァァァ!!」




　バビ・ニブルヘイムが頭を両手で掻かき毟むしりながら絶叫する。

　耐たえきれぬとばかりに床を足で踏ふみ砕くだき、またもや駄だ々だをこねる子供のように癇癪を起こしている。

　その余りにも哀あわれな姿にもはや呆あきれさえ通り越こしたのか、アヌビス神は静かに首を振った。




「もはや救いきれぬ。お前という悪逆を今日こそ我が手で清算しよう」

「兄たる私を、弟のお前が清算するだと!?　馬鹿も休み休み言えアヌビス！　貴様に力はない！　兄に歯向かい刃やいばを向けることなど許されない!!　何ど処こまでも私に劣おとる貴様一人に、何ができると思うてか!!」

「重々承知。故に助力を願ってきた」




　アヌビス神が動じることなく言葉を返したその瞬間、室内に次々と転移門が開き始めた。




「…………は？」




　バビが呆ぼう然ぜんとする中、門から現れてきたのは４人の男女。

　彼らが纏まとう白きオーラは神威の発はつ露ろ、アヌビスの呼びかけに応こたえバビを討うつために集まりし神々の連合パーテイ。




　真っ赤な顔に片眼鏡、白はく髪はつのオールバック。背後に七色の書物を浮うかべた男。

　それはアヌビスの友であり、右に出るもの無き知ち恵え者にして魔ま術じゆつの神トート。

　発光するほどに輝く金きん髪ぱつをダチョウの羽根の髪かみ留どめで結ゆい上げ、背中に２本、腰こしに２本、そして両手にも２本の合計６本の長ちよう剣けんを携たずさえた少女。

　それはかつて混こん沌とんを撒き散らすバビを討たんと剣を手にした、秩ちつ序じよある死を担にないし女め神がみマァト。

　無数のビーズと宝石を組み合わせた綺き羅らびやかなワンピースに、頭に玉座を模した冠かんむりをかぶる褐かつ色しよく肌はだの女性。

　それはバビを生んでしまった罪深さに、自ら地じ獄ごくへと足を踏み入れた母たる女神ネフティス。

　黄こ金がね色いろの包帯で顔に至るまで全身を巻き上げ、白き王おう冠かんを身に着けたミイラのような男。

　それはバビの呪じゆ詛そにより封ふうじられていた、かつての冥めい府ふの神にして王オシリス。

　現在と過去、アヌビスを含ふくめた世界に残る五いつ柱はしらの神々。

　そして死してなお一いつ矢し報むくいんと集つどった虐しいたげられし魂たちがその背に続き、バビ・ニブルヘイムと対たい峙じする。




「馬ば鹿かな、馬鹿な馬鹿な!?　貴様ら揃そろいも揃って何故ここにいる!?　何故私へと武器を向ける!?　何故だ、何故だァ!!」




　向けられた視線の意味を感じ取り、しかしそれを心底理解できず。何故自分がこんな目に遭あう羽目になっているのかが、まるでわからない。

　そんな醜しゆう態たいを晒さらすバビ・ニブルヘイムという男に、俺は思わずクスリと笑ってしまった。




　俺が奴やつを倒たおすために考えた秘策、それは完全なる他力本願であった。

　かつて神々の連合と戦ったバビを相手に、アヌビス神と俺と檜垣の３人だけでは確実な勝利は期待できない。

　であればと俺は設定上まだ存在しているはずの神々を戦力として組み入れることを考えたのだが、倒せるだけの戦力を揃えるには時間が足りない。




　だから「俺が時間を稼ぐ」、とアヌビス神に提案したのだ。




　元々、原作の内容から奴が全盛期とは程ほど遠い状態で復活していることはわかっていたので、倒すのは無理でも時間稼かせぎならできる自信があった。

　そして今の俺は魂の存在、気力さえあれば三大欲よつ求きゆうを無視して活動を続けられる特とく殊しゆな状態にある。であれば、こと足止めという点においてそれをレベル上げとして楽しみ続けることができる俺以上の適役は居ない。

　アイリスを檜垣と共に救出し、俺がバビと戦い続け、そして作り出した時間を使ってアヌビス神には奴を討とう伐ばつするための神々を集めてもらう。

　ゲームの時には不可能だった神のコネを頼たよった戦力増強と神々による攻こう略りやくパーティの結成、これが俺が立てた秘策だ。

　あれだけ人の恨うらみを買い、悪逆非道を繰くり返した身勝手極きわまるクソ野や郎ろうのことだから、あらゆる方面で味方になってくれる連中が居るだろうと踏んでの作戦だったが……。




「（ギリギリ、賭けには勝ったか）」




　緊きん迫ぱくした状じよう況きようで俺一人だけが安あん堵どのため息を漏もらすと、最後の力を振ふり絞しぼり剣けんを支えに立ち上がって神々の戦列に加わる。




「そうか、貴様が、貴様が謀はかったのかッ！　おのれおのれおのれ人間風ふ情ぜいが!!　貴様は一体なんなのだァァァァ!?」




　言葉の呪詛と怒いかりが俺に向けて放たれる。

　俺は向けられた言葉を鼻で笑って流しつつ、冥めい土どの土産みやげに質問に答えてやることにした。




「別に大した人間じゃねーよ。ただちょっとばかり、お前より人間性レベルが高いってだけだ」




　下等な存在であるはずの人間に追い詰つめられた。その事実にバビの理性はついに失われた。

　血走った目と共に狂きよう乱らんするバビと、彼を討つべく集まった神々がぶつかり合う。

　閃せん光こうと衝しよう撃げきと、剣に拳こぶしに魔術に呪詛が弾はじけて消える豪ごう華か絢けん爛らんな戦いが始まる。




「ハハッ！　いいねぇ、いいねェ！　レイドバトルもゲームの醍だい醐ご味みだわな！」




　その戦いを見た俺は、今まで自分の積み重ねてきたものが何処まで通用するのかという期待と興奮に胸が高鳴っていく。

　すべきことはやり終えたのだから、最後の最後に楽しんだ所でバチは当たらないだろう。

　俺は疲ひ労ろうも痛みも失った片かた腕うでのことも忘れ、胸の高鳴りと共に頬ほおを吊つり上げ駆かけ出した。

　その俺の参戦に気がついたトート神が七色の書物を輝かせ、俺に支し援えん魔法を与あたえてくれる。

　上じよう昇しようした身体能力は片腕を失ってなお普ふ段だんよりも遥はるかに高い出力を発揮し、身体が羽根のように軽く動き出す。




「オォォアアアアァァァアアガァァァ！！！」




　言語の体てい裁さいさえ取らなくなったバビの叫さけび。それに応こたえるように数十の氷ひよう槍そうが射出される。

　しかし俺に矛ほこ先さきを向けた槍やりの数々は、オシリス神と女神ネフティスが放つ閃光と衝撃波によって砕け散る。




「ニィィンゲェェェエンッッ!!」




　阿あ修しゆ羅らの振るう６本の戦せん斧ぷが俺に殺さつ到とうする。それは一つ一つが直撃とともに五体を砕く威い力りよくを宿した暴ぼう虐ぎやくの刃やいば。

　その中を駆け抜けんとした俺の横から飛び出たのは、都合６本の剣を携えた秩序の女神マァトの姿。

　手にした２本の刀身を伸のばし振り下ろされる４つの戦斧を受け止め、彼女の携える４本の神剣が独りでに動き出し、左右から挟はさみ込むように迫せまる残りの戦斧を阿修羅の腕ごと床ゆかに縫ぬい付ける。




「オノレオノレオノレェェェェ!!!!」




　バビの身体からだに魔法が、閃光が、衝撃が次々と叩たたき込まれていく。

　しかしその数々の攻こう撃げきを前に自身の斧おのを振るい五体を維い持じするそのしぶとさにはもはや脱だつ帽ぼうするしかない。

　だがその奮ふん闘とうもここまでだ。援えん護ごを受けながらも駆け抜ぬけてきた俺とアヌビス神が、ついにバビの下もとへと辿たどり着く。




「アヌビィィィス!!」

「魂こん撃げき、一いつ周しゆう鬼き掌しようッ！」




　バビが己おのれの魔術で作り上げた氷の戦斧とアヌビス神の必殺の掌しよう底ていが激げき突とつし、戦斧が再び砕け散る。

　激突の反動を身に浴びる両者を尻しり目めに俺はアヌビス神の背中を駆け上がり、その身体を足場にバビの頭上を飛び越えた。

　バビが振り向き、その手に斧を作り上げる。俺はまだ宙を舞まっている。

　アヌビス神がその背後で一歩踏み込む。魂撃・仁に王おう破は脚きやくによって生まれた三重の衝撃が、バビの身体を僅わずかに硬こう直ちよくさせる。

　着地する、脇わきに抱かかえるように剣を構える。俺とアヌビス神に挟まれたバビが刹せつ那なの迷いを見せ、人間である俺ではなくアヌビス神へと身体を向け──視界の端はしに映ったマァトの笑えみに、弾はじかれたように俺へと首を向けた。




「貴様、マァトの──ッ！」




　バビの視界から隠かくすように脇に構えた剣の正体、それは奴の頭上を飛び越こえる際に空中で渡わたされた神の剣つるぎ。

　身体をアヌビス側に向けてしまった以上、奴に俺の攻撃を防ぐ手段はなかった。




「その首寄よ越こせや経験値クソ野郎ォォォ!!」

「おのれぇぇぁぁあああああ!!」




　数打ちの直剣とは比べるのも烏お滸こがましいほどの神器を、俺の知る最さい高こう峰ほうの技わざと共に抜き放つ。

　偽ぎ称しよう・剣けん聖せい一いつ閃せん。刹那に瞬またたく銀閃が邪悪たるバビ・ニブ夜空の王ルヘイムの首を刎はね飛ばし──塵ちりも残さぬとばかりに神々の力が矢や継つぎ早に叩き込まれた。




「へっ。ざまぁ見ろ」




　視界の端に現れる桁けた違ちがいの経験値。

　それを見て勝利を確信した俺は、ついに気力が途と切ぎれその場に倒れて意識を失うのであった。
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エピローグ　レベルバカは蘇よみがえる









　その後というか、後日談。

　今回の一件で夜空の王に纏まつわる問題は終わりを迎むかえ、流石さすがに疲つかれ果てた俺は５日もの間をベッドで寝ねて過ごしていた。

　その間に今回の後始末は神々が行ってくれており、アイリスの救出やバビ討伐の功労賞ということで俺と檜ひ垣がきは現世への復活を約束された。

　加えて俺に関してはさらなる褒ほう美びとして、「望むものを与えよう」という実に太っ腹な副賞が付いてきたのだが、正直欲ほしいものが浮うかばないので現在は保留にしている。

　ちなみに切り飛ばされた左ひだり腕うでがどうなったかと言うと、なんかくっついてた。

　何でもアヌビス神の友人である魔ま術じゆつの神トートや名もなき亡ぼう霊れいたちが、切り飛ばされた俺の左腕（魂）を拾い上げ、その力で接合してくれたらしい。

　その際に幾いく人にんかの亡霊たちが腕を繋つなげるための接合材として俺に取り込まれたらしく、目が覚めた時に視界の端には鍛きたえた覚えのないスキルの獲かく得とくログが表示されていた。




「糸し繍しゆうスキルねぇ。これはついに俺も糸使い強キャラデビューしちゃうかな？」




　糸繍は拘こう束そくなどの速度低下のデバフを与えたり、逆に自分の速度を上昇させる技があったりと色々と応用の利く技が多い。これは育てておいて損はないスキルだろう。

　ともあれ、諸もろ々もろの厄やつ介かい事は意識がない内に終わりを告げて、今やのんびり療りよう養よう生活。

　正直、冥めい府ふに来てたった半月でここまでの騒そう動どうに巻き込まれるとは思っていなかった。いや、予測しろってのが無理だろこれ。

　来週までは絶対安静ということでベッドの上から動くこともできないので、やれることと言ったら編み物くらい。

　後は今まで手に入れたスキルを再確かく認にんしたりする程度なもので、俺は久々にゆっくりとした時間を過ごしている……のだが。




「う～～っ寒い寒い。失礼しますよ桜さくら井いさん」

「げっ、アイリスさん」

「む、なんですかその反応は。お見み舞まいに来た人に対して失礼ですよ？」




　そう言いながら「寒い寒い」と呟つぶやいて、アイリスさんがベッドに入り込みペタリとくっついてくる。

　柔やわらかな触しよつ感かんと女性特有の甘い匂においが漂ただよってくるが、彼女がこうなってしまっている事情を鑑かんがみると正直なところ面めん倒どうくさいという感情のほうが先立って来る。




　記き憶おくを失ったアイリス・ニブルヘイム。

　彼女は監かん禁きんされていた状じよう況きようも相まって心も身体も寂しさ寒さに対するトラウマが根付いてしまったらしい。

　そのため人と触ふれ合い魔ま眼がんを通じて熱意を得ていないとまともに生活するのも儘ままならない状態に陥おちいってしまった。

「じゃあ熱意を摂せつ取しゆすればいいじゃん」と思うのだが冥府の人間には彼女が暖を取れるほどの熱意の持ち主が少ない上に、持っていたとしてもアイリスさんを任せることができる相手かどうかは別の話になる。

　そこで白羽の矢が立ったのが俺と檜垣。

　アイリスさんが認めるほどの熱意の持ち主であり、加えて彼女の為ために尽じん力りよくした俺たちであれば問題がないだろうという結論に至ったそうだ。

　俺としては檜垣にくっついていて欲しいところなのだが、アイリスさん的には俺が一番熱意が高いらしく、夜は俺で暖を取りたい等と誤解を招きかねない発言を堂々と宣言。

　それに檜垣も口を挟まないものだから、夕暮れ時になるとアイリスさんが病室に現れ、俺にひっついてくるようになってしまった。

　ヒロインだけあって美人のアイリスさんにくっつかれるのは嫌いやな気持ちではないのだが、色々思うところはあるもので……とにかく悶もん々もんとして面倒くさいのだ。




「どうしてこうなったんだ……」

「桜井さん、寒いのでちょっと熱くなってくれますか？」

「唐とう突とつにそう言われても」

「寒いです、寒いんです。お願いします」




　ベッドの中で俺の腰こしに抱だきつき懇こん願がんするように見上げてくるアイリスさん。

　回された腕から伝わる震ふるえにため息を吐つきつつ、俺は編み物を取り出し黙もく々もくとレベリングを開始する。

　少しすると段々とその作業に熱中しはじめ、アイリスさんのことが気にならなくなってくる。

　まだまだ走り始めたばかりの編み物道、現世に戻もどるまでにはこれで小こ銭ぜに稼かせぎぐらいできるようになってやる……！

　そんなことを考えて黙々と毛糸を編み込む俺の熱意に満足したアイリスさんはそのまま穏おだやかな寝ね息いきを立て始めた。

　俺も暫しばらく編み物を続け、毛糸が無くなる頃ころにアイリスさんが眠ねむっていることに気がついて。




「これ、どうすりゃいいんだよ」




　今後の対応に頭を悩なやませつつ、とりあえず今日もアイリスさんに抱きつかれたまま眠りについた。







　アイリスさんがカウンセリングを受けている時間には檜垣がお見舞いにやって来る。

　こちらはあいも変わらずと言った様子のままで、基本的にはアイリスさんが戻るまで軽口を叩たたき合う感じだ。




「現世に戻れることになったとは言え、戻った後が憂ゆう鬱うつでな」

「そうか？」

「お前と違ちがって私は風紀委員長。だと言うのにお前と私し闘とうを引き起こして、しかも挙句の果てに死んでしまったからな……どんな顔して戻ればいいのやら」

「人付き合いのある人は大変だねぇ」

「初日から登校拒きよ否ひしてる奴やつは言うことが違うな」

「お前に襲おそわれたせいで行きたくても行けなかったんだが？」




　魔法系の授業には出たいと思っていたし、他ほかにも学園で手に入るスキルやアイテム、イベントには魅み力りよく的なものが多い。

　そうでなければこの俺が大人しく学園に所属する理由が無いだろう。まぁ、ここに来てグチグチ言うつもりはもうないが。




「それはそうと、嫉しつ妬とで人殺しに走っておきながら、今いま更さらになって恥はじだのなんだの言い出しても手て遅おくれだろうし、気にするほどのことでもないだろ」

「それもそうか」

「……え？　マジでそれで流しちゃうの？　嘘うそだろ？」

「冗じよう談だんだ。だが、少しだけ気が楽になった」




　俺に関する扱あつかいが基本的に雑な檜垣がそんなことを言うと、軽口とはいえ本気でそう思っているものだと勘かん違ちがいしかけてしまう。

　冗談を口にできるくらいには打ち解けたのだと思えば喜ばしい気がしなくもないが……いや喜んでいいのかこれ？




「ところで恥を忍しのんで一つ頼たのみがあるのだが」

「頼み？」

「私に、先生の一いつ閃せんを教えて欲しい」




　居住まいを正して背筋をピンと張った檜垣が、頭を下げて俺に頼み込んできた。

　彼女の言う先生の一閃。それはきっと俺がおじさんから学んだ技わざ、偽ぎ称しよう・剣けん聖せい一閃のことだろう。

　一体どんな心境の変化があったのかは知らないが、今では知らない仲でもないし教えることは吝やぶさかではない。

　吝かではない……んだけどなぁ。




「教えられるものなら教えても良いんだけど……アレはなぁ」

「何か問題があるのか？」

「いやあれ、基本に忠実に斬きるってだけの技だから教えるも何もないんだよ」




『剣聖一閃』の正体はおじさんの斬るという行いが余りにも高いレベルに至った結果、技に成ってしまったという修練の極地にあるものだ。

　言っちゃなんだが、俺でさえボーナスおじさんに剣の振ふり方を教わり、それを長年人付き合いさえもぶっちぎって継けい続ぞくし続け、その上で死ぬ気の真しん剣けん稽げい古こでその太た刀ちを浴び続けてようやく偽称パチモンとして覚えることができたのだ。

　こればかりは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではない。なので「とにかく剣を振り続けろ」としか言いようがないのだ。




「とにかく無む駄だを省いて剣を振る、わからないなら斬られて感覚を掴つかむ。斬られた感覚から、どういう斬ざん撃げきだったのかを想像して剣を振る。これしか言えねぇ」

「そうか……。だが、剣を振り続ければいつの日か辿たどり着けるものだということがわかっただけでも僥ぎよう倖こうだ」




　そう言った檜垣は肩かたの力が抜ぬけていて、まるで憑つき物が落ちたかのような自然体だった。

　彼女は立ち上がり、俺に背を向けて窓の外へと視線を向ける。今の彼女に何が見えているのかは俺にはわからない。




「私はずっと先生に憧あこがれていた。あの一ひと太た刀ちに憧れ続けていた。でも、憧れで剣を振り続けていて、私はそれを欠片かけらも理解しようとしてなかった。今のお前の話でやっとあの一太刀がどういうものかを知ったのがその証しよう拠こだ」

「…………」




「私は憧れていただけだった。お前は理解して自分のものにしようとしていた。私は先生から最も遠い場所でただ足あし踏ぶみをし続けていた……馬ば鹿かなものだ」




　そして彼女は俺に背を向け顔を逸そらしたまま、ポツリと呟いた。




「本当に、馬鹿だった」




　努めて平静を装よそおう声に、注視すると僅わずかに震えるその肩。

　俺には彼女の中で渦うず巻まく想おもいは理解できないし、察することもできやしないだろう。

　だから俺が彼女にかけることができる言葉は、単純な事実だけだ。




「そこは安心しろって。俺にもできたんだから、お前にできない訳がない」

「……何を」

「俺はお前と出会うまで、自分の蛇へび焔ほむらで出せた蛇の数は３匹びきまでだった。しかも実戦で意識して使えるようになったのはお前に負けた後に対人戦せん闘とうを意識してからだった。対して、お前は俺が見たこともない９匹目を出してみせた。お前と俺とじゃ鍛たん錬れんに費ついやした時間が何倍も違うのに、だ。少なくとも才能と技量で言えばお前のほうが上だろ」

「だが」

「だが？　やり続ければ辿り着けるって俺が証明してんだろ？」




　それができると証明されたならば、どんなに不格好で遠回り非効率でも条件さえ満たせたならば覚えられるのが技スキルなのだ。

　俺と違って素質も才覚も兼かね備え、しっかりとした技量も身につけているならば、理り屈くつさえわかればできないほうがおかしいだろう。

　ましてやここはゲームの世界。

　現実と違い、努力は経験値として積み上がり続け、積み上げたものはどれだけ時が経たとうと風化することはない。

　今まで非効率的なレベリングをしていたとしても、技の獲かく得とくには一歩一歩近づいているのだ。




『レベルは上がる努力は実る』

　これがこの世界ゲームの絶対法則システムだ。そこを見失わなければ、嘆なげき悲しむ理由なんて欠片もない。




「今の立ち位置を自覚したのは良いと思うけど、俺モブを引き合いに出して自分にはできないと考えるのは止やめたほうがいいぞ。贅ぜい沢たくな悩みは顰ひん蹙しゆくを買うからな」

「…………」

「技の理屈が理解できたなら、後はそれを目標にして、覚えられるまで鍛錬レベリングし続ければ良いだけだ。そうすれば、必ずできる」




　俺の言葉に振り向いていた檜垣が、俺の言葉に呆ぼう然ぜんとしていた。

　そして一度目を伏ふせると、何度目かもわからないほどによく見せた呆あきれの表情と共に乾かわいた笑いを漏もらした。




「あぁ……うん。お前はそう言うだろうな。お前のそのスタンスはいっそ清すが々すがしい、本当に……脱だつ帽ぼうするよ」

「褒ほめてるのかそれ？」

「褒めてるよ。だから一度だけ言っておく──ありがとう」




　彼女はそう言うと「帰る」と呟つぶやき出口へと向かっていく。

　俺は彼女に何を感謝されたのかわからず、小首を傾かしげて「深く考えてもしょうがないか」と結論付けた。







　そんなこんなで退院して、三ヶ月ほど冥めい府ふでレベリングに励はげみ。俺と檜垣はそろそろ冥府から旅立つことを決めた。

　本当はまだまだ冥府に居たいのだが、現世にある星の種やアイテムを回収しなければレベル上限を解放できなくなってしまうというのもあるし。

　いくら現世の一日がこちらの半月に相当するとは言え、風紀委員長が寝ねたきりというのも問題があるだろうと考えた結果だ。




「精神力さえ保てれば休むことなく塔とうで狩かり続けられるってところは最高だったのにな～」

「それで塔の魔ま物もの一人で狩り尽つくして他ほかの人々に抗こう議ぎ活動されたじゃないか」

「足りない分は増やしてやったじゃん？」

「桜井さん。そのせいでまた暫しばらく塔への出入りを禁止されたのを完全に忘れてませんか？」




　中ちゆう枢すう機関少し弄いじっただけで溢あふれるほどのスタンピードが発生したことに関しては割と反省している。

　ただ俺はレベリングがしたかっただけなんですアヌビス神様……！

　そんな言い訳を檜垣に切って捨てられ、アイリスに正論で叩たたきのめされ、今ではアヌビス神も俺への扱いが何だか雑になり始めてる。

　今日だって最後のご挨あい拶さつに行った時に、檜垣とアイリスには激げき励れいの言葉を伝えていたのに俺に対しては「ほどほどにな、さらばだ」の一言で終わりだったもん。




「あんな騒そう動どう起こしておいてそれだけで済むのは大分温厚ですって……」




　この三ヶ月で仲が深まったアイリスが呆れを見せる。彼女もまた俺に対する達観のようなものを身につけてしまっていた。

　いやね、俺もわかるんですよ。自業自得ではあると理解してるんですよ？　でもさ、もっとこう、何かあったと思わない？




「無い。さぁ、行くぞ」




　快かい刀とう乱らん麻まの如ごとくバッサリと切り捨てられたので、俺は檜垣と共にアイリスに続いて塔の最上階へと向かった。

　現世には塔の最上階に存在する死神の渡わたし船ぶねに乗ることで蘇よみがえることができる。

　渡船に乗るにはアヌビス神から通行手形を貰もらう必要があり、このアイテムがシナリオクリアの証明だ。

　木造の渡船は結構立派な帆はん船せんだ。海かい賊ぞく映画とかに出てくる船と言えば、何となく伝わるだろうか？




「渡船と言うから小こ舟ぶね程度かと思っていたが、かなり立派だなこれは」

「貰った装備に、集めてもらったアイテム類で結構な大荷物になって心配だったが大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「まぁ、一番の心配だったのはアイリスなんだが……」




　檜垣の言葉に合わせて、俺たちは先に船へと乗り込んで行くアイリスを見る。

　その背後には生活用品や家具を載のせた荷車があり、その量はもはや完全に引っ越こしをする人間のソレだ。

　俺の背せ丈たけを超こえるほどに積まれた荷車を鼻歌交じりに引いていくアイリスはその細ほそ腕うでに見合わぬ膂りよ力りよくを有しているらしい。




「二人共どうしたんですか～？　早く行きますよ～？」




　アイリスはこの三ヶ月で精神的に大分回復してきたものの、心の奥深くに刻まれたトラウマは中々拭ぬぐえなかった。

　そこで神々が話し合った結果、事件を想起するであろう塔が存在する冥府から、現世へと環かん境きようを変えて生活させてみようということになったのだ。

　そこで彼女を託たくされたのが俺と檜垣だ。

　俺たちはその人選に何度も「止めておけ、考え直せ」と二人で抗議したのだが、最終的にはアイリスの「二人と一いつ緒しよなら行きます」という鶴つるの一ひと声こえに押し切られてしまった。




「いきなり年上の娘むすめさんを託されて、どうすりゃいいんだよ」

「なるようにしかならないだろう。住居と仕事は何とかなるそうだから、後は普ふ通つうの人付き合いしていれば……あっ」

「なんだよ」

「……す、すまない。私はそういうつもりじゃ！」

「なんで謝るんだよ!?　アイリスの様子見ぐらい俺にだってできるわ！！！」




　おいこら、申し訳なさそうに目を逸そらして船に乗り込むな！　おい！　待て!!

　俺が人付き合いもできないダメ人間だと思ってるみたいだがアイリスに指し摘てきされてからしっかり磨みがいて来たんやぞ!!

　今では見知らぬ人から話しかけられたら笑って会話を打ち切るくらいの対人スキルは備わってんだよ!!　何だよその顔!?　文句でもあるのか、えぇ!?

　俺は文句を言いながら檜垣を追いかけ船に乗り込んだ。

　アイリスの「出発！」と言う掛かけ声と共に動き出した船は宙を舞まい、現世へと飛び立つ。

　やがて船は光に包まれ視界が白く染まり──







　──で、現世に蘇って。

　これからのことを考えるためにアイリスたちと合流してから数時間後。

　場所は冒ぼう険けん者学園、そこの学生寮りようの裏手にある雑木林の奥。

　そこにいつの間にやら建築されたログハウスの玄げん関かんで、俺と檜垣は仁に王おう立ちするお怒いかり状態のアイリスを前にして並んで正座していた。




「何な故ぜ、お二人は一日と経たずして争い事に発展しているんですか？　それも、雑木林の中で火ひ剣けんまで使って？」




　俺たちの背後にある雑木林の一部からは煙けむりが上がっており、アイリスの介かい入にゆうがなければきっと今いま頃ごろ大火事になっていただろう。

　その原因を問い詰つめる視線に檜垣は顔を合わせられないとばかりに俯うつむき、一いつ切さいの落ち度を感じない俺は彼女を指差し事の顛てん末まつを語った。




「──というわけで、なんで俺まで怒おこられているのか。全くわからないです！」

「争いが過激化したのは挑ちよう発はつした貴方あなたが原因じゃないですか！　このおバカっ！」




　俺の頭をポコンと叩くアイリスは、不ふ機き嫌げんそうな表情で怒っていた。

　まぁ、アイリスが夕食の準備してた所をほっぽりだして、勢いで殺し合いを始めた俺らが全面的に悪いのは認めよう。

　でも先に剣を抜ぬいたのは檜垣です!!　そこだけはハッキリ言っておきます!!




「桜井さんはそういうところです！」




　アイリスがまたもや俺の頭をポコンと叩く。

　犬の躾しつけじゃないのだから頭をポコポコ叩くのは止めてもらいたい。




「全く本当は仲が良いはずなのに、じゃれ合いにも限度があるでしょう。とりあえず夕食を食べながら明日の予定を決めましょう、ね？」




　アイリスに促うながされ俺と檜垣は大人しくテーブルに向かい、全員で温かな食事を摂とり始める。

　現世に興きよう味み津しん々しんの彼女は檜垣から様々な場所を聞き出しては「そこに行ってみたい！」と楽しげに語り、最初はやや押され気味だった檜垣も段々と積極的に紹しよう介かいを始めていた。

　俺は盛り上がる彼女たちを尻しり目めに黙もく々もくと食事を済ませ、食器を片付け食後のお茶でほっと一息。

　落ち着いたら学生寮に帰るとするか、などと思いながら編み物のレベリングをし始める。




「あ、桜井さんは明日やりたいこととかありますか？」

「ん？　明日？」




　やや熱中していたところでアイリスが俺に問いかけてきた。二人の話は殆ほとんど聞いてなかったので俺は頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

　そんな反応をした俺に彼女は困ったかのように苦く笑しようを浮かべ、檜垣がジトッとした視線を向けてくる。




「桜井、聞いてなかったのか？　明日はアイリスを案内するために全員で出かけると言っただろう」

「マジで？　行かなきゃダメなの？」

「できれば桜井さんとも一緒に行きたいのですけれど……何かご予定が？」




　そりゃまぁ、やっと現世に戻もどってきたのだ。こちらの時間では一週間ほどだが、感覚的には三ヶ月ぶり。

　なので期待の視線を向けてくるアイリスには申し訳ないが、俺は自分がやりたいことを優先させてもらう。

　そのためにも、相手には自分の考えをしっかり伝える必要がある。俺はそれをしっかり冥めい府ふで学んできたのだ。

　というわけで俺は二人の誘さそいをやんわりと断るためにも、なるべく友好的な笑えみを浮かべて明日の予定を口にする。




「俺、明日はレベル上げするから！　ごめんな！」

「桜井さぁん……」

「お前は本当に……」




　俺の言葉を聞いた檜垣とアイリスは二人して同時にため息を漏もらし、そしてお互たがいに顔を見合わせクスリと笑った。

　そして二人は俺の言葉を聞かなかったとばかりに流して、俺がいることを前提に明日の予定をまとめ始める。







　この世界にはレベルがある。

　努力は経験値という数値で管理され、経験値を貯ためればレベルが上がる。

　そして経験値は劣れつ化かすることなく積み上がり、それは何時いつの日か必ず成長に繋つながることが約束されている。

　効率や才覚の差はあれど、無む駄だな努力という言葉はこの世界には存在しない。

　こんなにも素す晴ばらしいことがあるだろうか？　こんなにも最高な世界があるだろうか？

　故ゆえにここは理想郷。誰だれにも文句は言わせない、俺にとっての楽園だ。

　だからこそ今日も明日もこれからも、誰に何と思われようとも、俺はレベリングをし続ける。







　お前らだって、『レベル』があるなら上げるでしょ？
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　はじめまして、珠たま城き 真まことと申します。

　この度は本書を手にとって頂き誠まことにありがとうございます。

　本書は小説投とう稿こうサイト「カクヨム」様に投稿させて頂いている作品を、初めてお手に取って頂いた方のみならず、既すでにｗｅｂ版をお読み頂いている読者様にもお楽しみ頂けるようにと、書しよ籍せき用としてエピソードの追加などの加筆・修正をさせて頂いたものになります。

「自分が一番読みたいタイプの作品が中々見当たらない……だったらもう自分で書くしかないじゃん！」と言う拗こじらせた想いと共に２０１９年の９月に投稿を始めた本作が、どういう風の吹ふき回しか富ふ士じ見みファンタジア文庫様の目に留まり、書籍化の話があれよあれよと言う間に進んで現在２０２０年の５月です。

　ここに至るまで沢たく山さんの出来事があり、お話ししたいことも山程あるのですが、語っておきたい事と言えば打ち合わせの最中に行われた本作のメインヒロインである檜ひ垣がき 碧あおについてのやり取りでしょうか。




　編集者様「それでメインヒロインの碧ちゃんについてなのですが」

　珠城「……ん？　ヒロイン？　檜垣が？」

　編集者様「え？　メインヒロインじゃないんですか？」




　既に本作をお読み頂いた読者様にはお分かりになると思いますが、檜垣 碧というキャラクターは一いつ般ぱん的なヒロイン像とはかけ離はなれており、毒の強さで言えば本作一、二を争う存在です。

　そんな彼女がまさかメインヒロインと呼ばれるとはまるで思っておらず、編集者様の言葉で確かく執しつはあれど主人公との縁えんを紡つむいだ彼女が「そうか見方次第ではメインヒロインなのか」と気が付かされたのは今となっては良い思い出となっています。

　また他にも追加エピソードの加筆を依い頼らいされ、それを踏ふまえて初しよ稿こうを書き上げたところ、編集者様から「80ページくらい超ちよう過かしてしまってますね……」と苦笑されてしまった事も今では良い思い出です。計画性って大事ですね、ページ数を減らす作業が一番苦労しました。




　そうして出来上がったのがこの書籍となります。

　読どく了りよう後、少しでも「面白い！」と思って頂けたならば作者冥みよう利りに尽つきる思いです。




　最後に私事で恐きよう縮しゆくですが、この場をお借りして謝辞の方を述べさせて頂きます。

　まず本作に目をかけて頂き、出版までの道のりに尽じん力りよく頂いた編集部の小こ林ばやし様。素敵なイラストで本作に新たな彩いろどりを与あたえて頂きました八や重え樫がし南なん様。本作の紹しよう介かいに貴重な紙面を割いて頂きましたドラゴンマガジンの編集部の皆みな様さま。

　そして何より本作を手に取り、お読み頂いた全ての読者様に最大級の感謝を。

　本当に、本当にありがとうございました！











※本書は、カクヨムで連載されている「『レベル』があるなら上げるでしょ？ モブキャラに転生した俺はゲーム知識を活かし、ひたすらレベルを上げ続ける」を加筆修正したものです。
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モブキャラに転てん生せいした俺おれはゲーム知ち識しきを活いかし、ひたすらレベルを上あげ続つづける
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